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時 局 に封 ず る 犬 阪 市 の 住 宅 施 設

新 名 種 夫

事鑓殻生後政府の執りつつある物資の消費統制に闘する諸政策が、一般建築界 lこも非常

に大きな影響を輿へつつあることは、今更言葉を吏めるまでもない事賓である。

臨時輸入措置法に依る外倒産木材の輸入制限し餓鋼工作物築造許可制の結果である鎖

骨及餓筋コンクリート造建築の、木造への特換等に依って、木材の償格は既 l二倍額以ートーの

鵬首を見せ、その震に住宅建築の新築数は事鐙護生以外t湖減の傾向を辿りつ〉あれ J11[軍

掃除j係の重工業地帯の職工向tl こ宅とそれ等の工場経営者の邸宅との新築のみが、地分この

ftfi 向を裏切りつつある7 l k 態であっ? こが、最近噂せられつ〉ある泊り 、直接に木造建築の許

可Ilil j t : 質施せられる様になれば、 11実令それが我閣の住宅建築の水準を超える所の延30叫以

.1- . の規模のものに適用せられるに しても、木迭を主とする我閣の位宅建築の上に影響する

所は、押if ffill l的に? ごりでも可成大きなものがあらうと想像せられる。

1:.' が、賓際に岡] : ¥; が住宅の不足に苦しむ棋になるのは、事盤中ではなく、等ろ事援終了

後であることは、賦刻、|大戦前後の峨羅巴の参戦諸国の事怖がこれを示してゐる。

tL宅新築数の激減にも開らす¥戦争中に位宅問題の起らない迎1FII C しては、間合の縁者

等に寄寓する 11 ¥征軍人の家族が可成に多いこと、結婚適齢宥の1 - 1
1

1征と時局に封する遠慮と

の矯に結婚数が減じ、結婚に依る 世帯数の増加が減少する こと、千時ならば 2 戸に分れる

べき欣態にある家族が、時局に依る粧術的JArl1の常に 2世帯同居を櫨観する等、種々の原

因が敷へられるであらう。

所で、一度戦争が終了すれば、出征軍人は凱旋する、任l合に身を寄せてゐ? こ家族は師っ

て来る。油齢者の師郷主平手11楽に依る精神的解放との需に結婚教は増加す る。景気の回復

に依って同居世帯は分敵する等、 一方戦争中の何年かの! nl位宅の新築が停止されてゐ? こあ

とへ、新しく住宅を要求する多〈の原因が一時iこ殺到するわけであるから、そこに必然的

に住宅の挑底を来し、住宅問題が起って来ることになる。

娘、今回の支那事援に於て、長期戦は既 に必須の事費であり、事費終了の時期等も議測

を許ささ' る: ! l X 態であって、多数の重要な る建築施設すら政府の物資統制方針の下に延期さ

れつつある現献に於ては、事鑓終了後必然的に起っ て来るであらうこうしに位宅不足の問

題も、絵りにも速い将来に属するものとして今日の問題にはならない。

従って、時局下の住宅施設 として今日自治圏瞳等に於て考慮されるべきものは、もっと

直接に時局に結びついに緊急: を要する方面に封するものでな げればなら ない。
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大阪市に於ける今次の事鑓に劃する住宅施設と して、今 日既に竣工しにもの又は計 Ｍ 霊ｉ］ ｉｾ

のものを皐げると一一一

ｬＮ 軍人遺家族に ｾｊ する住宅施設

ＲＮ 時 局の［腕 ｾｬ 下にある工業関係の住宅の施設

おの 2 つであら う。 この中 1は今事援に於げる名柊の戦死者の遺家族並に傷痕軍人にまJ

して、低料を以て暖かいホームを提供するのが目的であって、現在竣工しにも の l つ、計

輩 Iやのもの 3 つある。

a. 住 吉 母 子 寮

最初母子保護法に基いて計輩せられ、本年 5 月に竣工しにものであるが、偶々今次の時

局に遁ひ、軍人遺族の母子を優先的に椴迎する ことになっ? こ。

元餓筋コンク リート 迭の市壌として設計せられにものであるが 、 業績 不振の ＥＮｾ￱ｪ 壌の営

業を中- ，1.: し、これをアパ ート 風に改造しにものである。

寮室は 8 些 6 2皆、 6 投 2 9 室で、各室には床、地袋、押入、自ri 側及び簡易な専m炊事場

に瓦1貯水道の設備があり 、ほかに共同施設主して、託児、講習、集合の魚の日光室、並に

共同炊事場、洗濯場、浴室、商合室、寮母室等ーが設けられてゐる。

b. 動 の

F 晶 司.

耳氷

現在計霊中のもの 2 ケ所あれ l は市の南方阿倍野方面に、 l は北方城北方商に建築せ

られる。

何れも木造 2階建のアパ ート 風の建物で、収容家族教は阿倍野の方が 40戸、城北の方

が 5 0 戸で、 1 戸首 6 投、 3 些又は 4 品牛、 3 主主に! 末、押入及び簡易炊事場カ: 昨日。

南北の両者共居室のほかに、事務室、宿直室、集令室、共同; 炊事場、洗濯場、浴室等の

共同設備が施される口

9 月頃に設計完了の議定であるから 、i庄〈とも来年春頃から開館の巡びになるでゐらう

c. 毛 馬 寮

これは最初毛馬問門附近の水上生爪者を牧容 し、河川上の整理を目 的として計霊せら れ

にものであるが、時局に際して方 目的のほか に軍人遺家族をも牧容することになってゐる

現在設計中のものである。

1 戸首居室は単室 6 ａｩ ｾ ｉｾ が ＴＸ 室 、 ＨＲ 椋Ｉ 、 複室 Ｈ Ｖ 盤 、 Ｓ 昼Ｉが ＱＲ 室 Ｈ Ｑ 椋〉合計 Ｖ Ｐ 戸で 、 各

戸に踏込、炊事場及押入を附す。

共同施設主 しては、各棟割併に 1箇所兆便所、共同炊事場を、別棟に託児所、 集合室、

男女別浴場、事務室、! 庄接室、宿直室、使丁室、炊事室を設 〈。

2 は軍需工業の影響に依る位宅の挑底に劃する施設であって、現在大阪市に於て計豊中

V I I 1 2  



のものは左の 2 つである。

a. 小 工 業 者 住 宅

これは 11日接に時帰に閥係ある住宅施設であるが、事境下に於ける軍需工業の百円況の ft に

大阪市の工業者 1:1
1
の約70パ ーセン トを占める家内工業的ノj、工業者1 ま、工場附きの、又はー

怖を工場に改逝し得る如き借家の拶1¥底に苦しみ、 さなきにに劣NHな設備の下 i二、不術生な

環境 tこ-IJ んじて仕事に従事して来? こものを、更 lこ揺い{ 際件に i邑ひ込まれつつある倣態であ

る。この欣態を接手11し、小工業者に街生的な工場と位宅とを提供せんとするのが本施設の

目的である。

工場と住宅との低川に依る i米地上の不利を除去する筋に 、敷地の許す l江0 ，迅i絡を隔て

て工場主位宅とを分附して建設する様に考慮されつつある。

l p につき工場6坪、工場附風物置2坪、位宅は 2 階建 主して、 ｬ 附に 事務室 、 居宗 ＨＶ ｦ， ［Ｂｩｾ

;及び 2投入炊事場、便所、押入、 Ｒ 階 ｬ こ居 室 Ｈ Ｖ 盤、 Ｓ 些Ｉ及杓 ｩ 入を設 げ 、 ｬ 戸首・会 ｬ ｩｾｬ 技工場

共約23: VFのもの約60戸カ ;2伯. 所に分りて建設せられる筈である。

敷地を詮街中であるから決定次第設計が開始される。

b. 軍 需 傍 務 者 青 年 寮

時j品の影響下、軍需工業の急激な設展に作って、これに従事する持 J湯者の数も *1崖Tごし

くよ怜力"し、 これ等の人々が工場附近に集中するが; 果、寧掃工業地帯には位宅及柄合の佳? ご

しき不足を告げつつある有様である。

このi伏態統治 lの日的で計主主せられにものがこの軍需労務者青年寮で、大阪市内の亙工業

地帯 3 箇所 lこ建設の後定にて現在敷地を物色中でゐる。

何れも木造 2階建の延坪540坪程度のもので、目的こ3人牧容するもの とし275室、 225人が

l 箇所の定員である。

1 箇所に就き配室は次の通りである。

寮室 ( 6盤、押入附) 75室、食堂、岡令室、寮長室、肱接室、病室( 隔離室〉、使丁室

浴室、洗濯室、洗l師所、炊事場、配膳室等でゐる。 ( 2598. 7. 20)
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戦 争 ・ 建 築 生 活 ・ 住 居

市 浦 健

平和的産業である- i i J 立の建築生産がノトヨ大事鑓により受げに影響は昨年の鍛鋼工作物の 制

限に kfi ま れ 昨今遂に木造に迄放ん. ，. ::. '。直接軍事に閥係のない産業の繍張が許可され今、

物資が特に豊前にならぬ映り今1後の建築界は 一部 の 方 i古[を|忠夫き 一吻立には制jLEのイ匂兄に陥る

事は明かとなっ fこ。然し既に現杭の再々は此の時勢の成行を傍制して居る時で :ま な し 建

築家として岡策に順目立Ｚするには如何なる道をｾむべきかを考へ且 賛 行すべき時なのである

今後はー髄どうなる 1::.' らうと嘆息する時ではなし今後何をなすべきを決定すべき時なの

である。何故ならば建築家のなすべき仕事は 11前にも又将来にも 山杭して居るではないか

先 づ;1";1，の考へ によれば、此の交刻l に際して子( 々が今まで自然の成行に任して居fこ建築の

生産に附する諸問題を真剣に考へ直さねばならないと忠ふ。 その日本の産業界に於ける地

位 に就き 、又 更 に進んでその消費する資制と現ずf: の時局に就て研究する。 fYIJ へは夫によっ

て斥人は建築界で消費する鋼餓は全閣の泊先長の何害IJ かに達する事を知るであらう。叉木

材に就いても同様であら う。然らばノト三たその最大消火右.1こる建築界が最も節約を狽ひらる

〉も .JI: むを得ぎる事を? ).'11り、4特5に餓に於ては可成そのイ使史川 をを?j挫Jl旺:出2げな Uり7 ればならぬ事 lはま近代

i戦性f守ii 'のイや何!可司T仁こるかをを?) 知‘ 1川11る時lは主何人も肯< ) 所苛でゐらう o WI門'1'年Jぶ〈に l院! 広えしカか〉つ?仁こ餓3鋼F和問1i lj5朽1β5叩O噸制削肌4緩手和l日1  

の虫如nき事事: は非阿i此己的f態庄度と ;去えへるかも? 会如知.'1川"肌れない。叉11' 1

造らぬ桜にする事力: 斤々の努めであり又もし" むを得す'浩るべきものに釘しては今日の建

築事の故高技能をJ ; ) 、つてなるべ く少 い材料で叉可成代 IIJ 品でその目的を達する様な設討を

なし、又この常には建築法規の鑓更も 11:な を得ないのではあるまいか。 しかしか〉る態度ー

は和局建築家の仕事を極度に減らし、材料 ｦｦｾ￮ 請負業者叉防 ｬ 係持働者Ｍの｛誌を す ｦ ふ事になるの

はさくべから F る事質であるカ: か〉る失業問題を 口賓として消貨制限の緩和をオ|ーってよい

であらうか。私はか〈する事は明か に 開策 に 反する ｾＡｦ りか 、 Ｍ Ｍ ｾ ｬ師 底 ｾｾに針する認識のなし、

事を暴露する事ーになるのではな L 、かと思ふものである 。

引 ー によく持:1
1

1
される失業労働者

L

の問題である。建築の労働は大部分材料の)J11工、経 形

であるが、此主宰の掠働の一部はその材料が他へ使mされる椋ーになると同時に自 {動的にその

材料に作って持織する。接合の持力剖奈によればそのう手力の大小或場合三分の三は現場外

労 )J であるとぷ;J 、から全持 ) J の大牛乃 至三分のーは何等失業しな い。又現場内労力は此に

比 べると出ち ｬ こ ｍｩ 業する事はｊＧＥしいが之も必すＧしも全部が専 門 の熟練工でな い ｊＣｾ考へれ

は 、 ノレしの指導期 Ｑ Ｑ ｜Ｑ ｾ 彩色て尚早に林業 ｈ Ｎ Ｇ， ｾ＼Ｚ るものが少〈な し 、。然し建築労働者ーが 他 の労働
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マ千に比 し締業し鰍い事は否む司1・は州 *ない。一方Z軍戸需了

h町可-る 1事=はゴ刻非|ド2常なも ので之カが;: 1弘;ALロI軍Fのi弛i臥生山1い附bω刈i日J)力j に; 影t形5沖貌縛1する司事干もノ砂レ〈ないと IJ間i旧日恥し、 てE府耳 る。 この|係附£列l日見刻刈11 l  

はイ11: 'lj米七のA姐必1主;築F升生I:.P-産t長; が{ 他也のユ工: 活に比してその近代了工. 業化介P川i ! 化がj辺!品旦f引!リtれL てJ，'片7同る 1事1をを? 何よ りもJ;，f l:

鮒に物知って居る。 即 ち建築生産の合fl l¥化、近代工業化が宜・現されて問ーに ならば所 ど大部

分の告別動計ーは直ちにW: . T.設 に動員/"1¥来るであら う。

労働者に比し人員は少いが之に次いで失業や不況の予¥' { t > 味ふものは建築設計家、請負業

者 Ｗ う 王材 料 ｾ ｪ である 。ＱＧ Ｚ 踏に ｬｾ 織する建築家は政 ｉ Ｈ Ｎｊの方針として失織する事は ないが 、 自

ら建築設計事務所を経営せる 人達の大部分 は殆 ど仕事をづJ せ' られる。 市 かも 、之のAA態は

一般 に経術界の不況に際しでも同校であって現在の如き設計事務所の枇台への依存的イ的

拡態からは避〈べからさ Ｇる 事なのであるから 、 事鑓に ｾｍ 係 なき 別 の問題と しても常に［ｽＵ ふ

べき根本問題である。然し今度は一方閑策の遂行に直後胤係せる方商では、労働者ーの場介

と同様建築家の不足が嘆かれて居る司王は全 〈事情を具する。か〉るすI は岡家ー としては貨車

な技術を一方に 於て遊ばせ、 一方に於ては 不足 して 阿見fl;{t> ｉ 惑すＧるとムーふ 、 不純情 、 不合 ｾ Ｑｊｬ

な3f となるわりであって、此に於て技術者の統制 ある組織乃王その組、動員法と の防! 係が問

題となって来 る 。同家 、 市 ｴ 台 、 粧 ｩｦｦ と建築技術の開 係 の介別Ａ的解 ｾｴｫ こそ現ず ＱＺ が ｪ 誌 も灯機で

はあるまいか、夜来の様な1ml人的運動や排他的態度をー榔して建築界打って一丸となり 、

!日月策の赴 〈彪 へ技術報凶の誠を出すべき 昨で ある。 此 の灯機に建築家の指導の下 lこ請負業

材料p，'fj の三者が建築生産の合即イヒによって建築界の棋本的辿ι しをなすべきであると私は

伝子るのである。

此 J-. は蛍商の建築界に現れに影特のE混同1に釘する私 の見解で ある。 建築界として凶家に

針し{ りをなすべきかと云ふ貼に附しては大韓首iJ 越の如〈建築生産のも'i倒的節約への協力、

非常時的建築計・主主乃至精進の研究があるが、更に前倒的に同策への協力があるべきである

非常時的柿r迭としてf r : 1f <i のJ品温壌に於て蝕り顧みられなかっ仁木浩が盛に研究され始めに

のはな い事であり 、鍛月・や鍛 J)jj コンク リー ト迭に於ても総11 1金一郎氏の研究の如きが、克

に ｾ Ａ ｬｩ 大され支持されてよいであらうし 、 ｊｬｉ に此笥 Ｚの研究が さ Ｑ Ｚ Ｎ 産方法の問題に迄進められ 、

結局その介J : l R化 に到達 しなければならぬ。一方近時主li 築 界には杭極的同策への協力が防本

叉は之に行 』、防火の1M]題に諜きて居るかの如〈考へ られて居る 1闘があるのは、私 の同感し

能はさずる 川 であ る 。何故ならば今日 、銃後開策 の ｵ ト ｾ ｫｾｊｾ に 抑ＯＢＱ Ｑ ， されに消費節約し建築界

で考へられて居る所謂防空建築とは必十しも一致しないと云よ、F . U . EHからでもあるが、行 み

て建築家のな すべき仕事の本質を考へる時、現在寸立の建築家のなすべき事は防空のみで

はな く、問民生前建設への協力であると信す' るからである。今円既に事鑓のitilJ ｾ ｉｉ ｉ こ作 って

新らにに建築に闘する秘本的防0 : 施設をなすべき飴俗は n本に はないのではある まし、力、

現 Ｑ Ｑ τ の ｾｪ ｪ ｾ は建築を防空 、 防火 的 にする事も 必 要であらうが夫よ り現ホの ＱＱ 日 部に ｊ ｉ Ｚ むを得

ぎる ｊｉ ，Ｈ ｉ ｊ 、 ｉ ｕＮｾに し て有効なる地設をなす 他 は 、 訓練による消火ｩｬｬￌ州 ｩ ー により災害を少 く するよ
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句他lまな し、。鋭筋、鍛 i1' の防本建築の! f ¥: 7( nは何人も認めるが戦線 lこ於り る兵器、杓1柴の

必要は夫れ以上切迫してmるのにo ｾｽｪ 宣告＿口賞にして ｾｬ｜ ＺｬＺ ｩｪｩｊ 制限 緩 和を 云ふが 如き ｪ 加 を抱力、

しめる朽のない Ｔ 去に行々は向ら ｾｬｘめ ＿こいと思五、 。

今日の日本人生前はその全部が凶策遂行の? こめの生爪であらねばならぬ。 この凶家建設

の? こめの生抗力市・生前の確立 lこ/'1
1

1
殻しなければならぬ事は、建築家ならば何人も安11る所で

あらう。今日は所謂生活改善など〉云ょ、技誕の改良、改善を問題にすべきではなくて日本

人の生活様式の建直しが必要であれ又最も夫に泊しに機合なのである 。今 日こそ建築家

が之を提言 し社合を指導しなりればならぬ時機なのである。しかし、昔から建築家の常識

として生活合理化は住居の合理化かちと云ふ事を去って居て、現在の住居のま〉では生活

合理化は Ｚ￬ＧｩＱ ｴ かしいと考へるかもｾ， ｉｉ れない。併し、之も亦誤つ＿こ認識と云はねばならぬ。現

在の再々の日本住宅が現代生活に完全に趨膝しない事は事責であるが、叉その中には1矧与

の優れ? こ幾多の美黙のある事も忘れてはならぬ。この非常時に於て現在のま〉の住居に於

て如向に住むべきかと云ふ住み方を指導するのは建築家の他にはない。建築皐の多〈の研

究が阿民生 ｴＱｩｾ 指導し、之に利翁を ｷ へるのに現在の位居のま〉では不便である ｫ 云ふの

では研究の目標が疑れる。そして、 もし、この指導して効果あらば必す・将来の位宅政策に

釘する有力なる輿論を生み基礎石? 生むであらう。元来日本に生活改善が唱へられてから、

十数年を粧fこが未t: その効果のJ-. らないのは例々の問題の改善のみ唱へられて生爪全閣の

組織的指導主訓練が1 ' P.: はなかっ fこからである。今日はその方商を専門に統管する厚生省

が生れ? こ。厚生省の取扱ょ、諸問題は要するに全部が岡民生活の向上に蹄するのであるから

何よりも先づ生活指導、訓練がなされねばならぬ。組織ピつ仁生前あってこそリクリヱー

シヨンもその効果が上るのである。併しか〉る仕事は建築家主しでも全〈やり栄えのしな

い仕事でー飴程集長い叉強大な努力を必要とする 。既に生活指導の重要性は昔から識者に認

められて居るので、欧米の建築家は昔から常に華々しい活動をこの方商に続け常に指導的

地位を保持して居るのに針し、日本の建築家は常に目前の仕事にのみ迫はれて米fご何等，n_.

輯的爪動の見るべきもの〉ない事は情けない事と思 i 、。

この生前指導訓練の問題はもとより、建築界の計整的諸問題カ Zー商常に都市を翠伎にし

て考へられなければならぬ事は最近の切賓なる防空の問題に際しでも怖感させられる事で

ある 。その他保安、交通、衛生は勿論、教育、経桝 その他社合文化の諸問題が都市を離れ

では考へられない口然しこの都市計撃の問題も現在の日本に於げるが如き漸進的改良主義

では到底枇令の進展 lこ迫従する事さへ不可能であり、建築t: けの問題にしても消極的な建

築法規の取締りによっては棋本的な解決が不可能である事は在来の結果から見て明かで あ

る。此に代って建設的、積極的な都市計重力: 出現しなげればならぬのであって、それには

先づ踊1: 合的に強大な力を必要とする。その力は如何に殻生するも差支ない主考へられるし

市かも現在の日本にはか、るブJ のイ子在を感するのである。
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都市計垂乃至建設の中心的問題である住宅問題の殻生やその解決の軍 要性を更めて此虚

に設〈 必要はな いが. 現在特にこの問題が重要であり又近き将来に於てより重要にらんと

しつ〉 ある事を私は指摘 し?こい。 即 ち闘民生活の建設は位宅問題より 出張すべ 〈厚生何本

来の事業は此に基礎石? 置〈べきであらう。然し現在まで日本で行れに住宅政策が決して 成

功して居るとは云へな い事は、殆ど見るべき効果が上って居ない事で明白である。然し そ

れはその方法に批判の官余地がある事は勿論であるが、叉その背後に充分なi仕合的輿論の協

力がなかっ? こ事も原因の一つであってこの鈷建築家は 、1:'1氏や政治家と同様責任があると

云わねばならぬ。克も私は飴り深 〈こ の問題を研究 して居るわりではないが一介の建築家

として人一倍の熱意を此問題に持つにけであるから 、現在の政策に深入りして批判する 事

はさけ一足飛びに私の夢想して居る位二宅問題の解決方法を提案して諸方の批判を仰ぎにし、

と思ふ。

元来人間が家に住むと 云」、構利は恐らく 人間が生きる概利にダ〈いで等霊きれなげれはな

らぬ事は 、夏めて此庇に云五、事でもあるまい。岡家は岡民に充分な住居をその分に除じて

輿へる責任 がある。しかし、今日では大部分の住居は借家として営利の封象となれその

家賃は附此生前の ｅ 巨大な ｊｾ ｬ 婚である。 一 方平時に於では常に都 ￯ ｬｩ の ｻｪＺ 居はそのが ｊ 一 倍 ｉｊ が主

主誌であり 、叉警察の係午、裁判所の訴訟の大I1三は借家に附するものであって、所謂大家は

素人が簡単に考へる桜に有利な営業ではな くなって居る 。この経営事情は{ j : 居の素質を悪

化 し 、 建築法規の 制 限を制度に悪用し生 ｭ の殻展を ｾｗ 存して居る 。 これ がひいては閑民生

爪に放す［［間半は岡 力 の殻展に迄及ぶ事は術 ｾ ＱＺ 、韓ｻな の 、 卜 Ｎからは勿論 、 一 先立能率等の ＱＱＱ ｝ 国か

ら明白である。又この集園が都市として d何等利織な〈統: l iリ'i. < 燐張され行政、{米ー安、術生

交通等の施設の不粧怖となり 、- - ) i ! 究開民生日 lこ負指: させられる。最近此等の一部を法律に

より 制限 せん とする 事が余てられ 、 ＿［ｾｪ 也、 ｾＧＺ ｪ さ、地域 主 宰に闘しでは既に賀行されんとして

居るが此等の消極的取締りにのみ終って {IIJ 等指導建設カ: 作はなげれば市内のれ: 宅の特集と

なれ家賃が騰貴する結果となるに過ぎぬであらう。

私が ￄＵ へる仕宅政東と えふのは ｦｬ 二居の ￟ｩ ｩ 家管ｾＮともヱミふべきものである。電 力管 ｾｵＮは生

活必須のヱネルギ { の挫)1手、配給に笹川と澗専を! 長除せんとするものであっ? ことすれば、

性居の楠利はそれより生活にとって軍要なもの で ゐ れ ぞれよる影響 も非常に大きい。11r

L その主要性 は昔ニから認られて居るにも係ら十その根本的解決が行れな いのはその影科!

の範囲が非常 に航 〈之に fドょ、諸部iの柑i利等が綾雑であり 、il 立も生爪に桁綾し?こl14i 題てめる

Ｗ こめに多〈の困難な問題が 起る事を ｾＱ 象想、されに〉めである 。 然しか〉る ｭ 要且つ ＱＪＱ 刻 ｴ な川

題にぶつからない様な政治は民の政治でなく 、又根本的に併ik しない様な政策は却って行

はないブ ｊ がましである 。そして この問題を ｪｦｦ Ｈｯ 決するブ ｪ は 現不正の日本にギ「る民信ＭＹ Ｇ ， る私は ｩｩｾ

へて此聡に一策を提する次第である口

私の 案 に つき更に ｈＭ値的 説 明を 試みやう。先づ政 ｉｦ ｾ ｦ は者 Ｑ｜ 市の ＱＮＱ Ｚ宅を哲 よ ｉＺ Ｇ ＱＱ す る壬 ｼ 三行牛 ｊＮｾ の
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{j: 宅内軒々設立する。そして一方政府は都市住宅医域のー圏地づ〉を指定して住宅T令市t lこ

管即 させる J 旨定され? こ住宅地の土地建物 その他一切の樺利はT制止に牧J-I' J される 。そ れ等の

所有者は47耐. の株採によって支柿はれる 。そ の住宅地は全市合i f:の経管に移 され ん か 〈

て 順次 に中 流以下の住居より成る住宅 地 及性居の私有を 許 さぬ様にする。合祉の株 ｾｆ に ｬ ま

最高最低の配首が政府によ り保殺 され，るが遡首なる期ILrl の後には償還するを原則 とする 。

令指tは各種の低利資金及別の株努の掛込によって、現イ吋1:居の老円の程度都市計霊 主の閥

係等に より 綾急: の度ーを計 りー闇地又は;数ケの園地 を一括 してH居を lfx椀ひ、 整. BHし此虚 に

新 ＿こ に 都 市 計書 的 に又建築 的 生活的 に 見て合 ｾ ＹＱ 的な住宅群を建設する。 此の 場合都合 の 悪

い法 律あ らば事業の遂行に都合のよ い様に改正 する。 此鹿に遁られる 1'1:宅群は 必すもしも鍛

筋 コン ク リートとは限らな いであらうが、材料仕入製造から仕 上ま で合枇直接直営 にて施

工 し、 その タイプ、構造施工方法等は強め内示1: の技術研究所にて充分研究 きれに結果を適

用す る。勿論規持統ー と大量生産が之 lこ作って宜現される 。そ して此の事業の規模は在来

の公替位宅や同潤台のより は遥かに大規模である か ら建設費は非常に安僚となる。市かも

生産方法の合埋化 によっ て生1:居の質は向上し家賃は安 〈な り、充分な宰地や その他衛生、

保安が保持 される 。かくて始めて都市住居の組織的な統tltlJ ある解決が出来る。勿論、此空白:

の位居のタ イ フ・は家族、階級、枇令により各種のもの が生れやうが、 その選揮の自 EII は或

程度 ー ま で 制 ｾ ｬｻ し他 方之に平行する生活 訓 練と 一 致される 。 Ｑ Ｍ Ｑ Ｚ 宅付商 ｪ 占も同時に之に 伴 って

整即する。か 〈てこそ始 めて各種の公共施設 が合即的に施設さ れ利mされる。

ヂ? 枇は J -.記 の如き生産に闘する研究所 の他 に、 日本の閥民生活 そのものを研究 し之を組

織 し訓練する 生前研究所とでも 云 ふべきも のを持つ口 此鹿では常に将来への研究が続けら

れ充分賞験的研究を純fこ後に、千州立の賓施 する 1-r. 宅群 に肱F r J され更に質I也の試練を粧 て次

の建設に貢献する 。かく建築家の研究が一つ の タイ プに まと め上げられ完全な住居 となる

此底 に集るべき建築家の数は非常な もの とな るべき であらうカヘ一人一人が各例一例 のil :

宅 を作 るよ りは、 この綜介されに 一つ のタイ フそ多数作る 事:の方がその効果は敷俗する事

明かであら う。

以上の来は土地 の私有を 一部否定する事になるが、少 くと も土地の中で住居に使間き れ

るも のは所謂公共の有に供されるのと同じく営利投機の釘象から免れ しめる事は今 日では

承認さ るべ き加論で あ らう口今日のtl 宅政束力Zー岡地悩の値上りにより経費の支州や課税

の域加 を期待 して居 る事は、同氏に安〈てよい位居 を興へる主云ふ位宅政策の根本円的に

反して居 る事を注円しなければな らぬ。叉この住宅合耐: のf{t 皆も皆利本位であってはなら

ぬ事は勿論であって、今 日の位宅政策の一市北カ251ミピ営利的経営を重硯する 結 果、一般世 !作

の 趣味 や要 求 や 負 婚 力を重硯する事も本木 ・ ｾ梓 倒し て居る。又生活特 に住 居 に闘す る ＱＱＱ ， Ｑ 人

的趣味の相異を考慮する事は1ot:宅政策の千了在、遂行を? 無硯する事にな るので、今後の政抜

は之 と1'1リ、生日指導によ る生活様式や趣味 を漸次指導 して行かなけ ればならな し、。平時 の
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問ゴJ は軍一事訓練よりは生前訓練によって養はれる。

1-- 記の立nき仕居はil 止初に主sべ? こ桜に l 判定以下の1U. 'i { e 剖象とする ので、I j l 流以 上，)) 1U. け

には何等のi!i l] lill，を力11へi-' _ I : 地位宅の私有佐許 し貸家主? も許す o 1)[: し、此等も 11:宅千' r 'l iI : の投

展 により 次第に整即されてゆ くであら うし、岡家の事業と して此を耳:u-_げる 必要はあ るま

い。又ナチスのジ ード ルング政策が近時日本に紹介きれ論議の的となって居るが、 -' -.;1，己の

政［ 京 はナチスの政策の土 地私有を 奨 ｖ ｾｊ する の に ｩ￭ ｬ 反する力引 Ｑ < 比 えるかも 3、11れぬ。併し、

ナチスの政策は安産と しての土地 を所イJ せ しむ るのではな く、 m有意志を尊重して川るの

であ り、又潤逸 の食 料 Ａ ｽ司題の特別な事↑ ｍｾ 考慮するべきであって 、日 本の一部 で保られて

居る椋- に岡. L ( の小市民的所有慾にこび? こ分譲住宅とは全くその仙を異にするもの である。

同民が位むべき土地を間千jーする樺平1J はf ! J j " 制土地分ま 1J.11，有てーはなく、土地公有管Jl i!に なって

賀現さるべきである 。

以卜ーの楽は私の324F3であると云つ ?こ が、賓はねの本心から /111 1二国初、である。まに書き足

りない様な事もある桜な気もするが紙J教 も大分超過しに棋であるから此溢でと作創問きます

事縫一 周年 記念 日にｼ 際 し、近衛￮Ｇ￮相 の玲 ｬ 切に封 ｊ ｈｴ して ｭ ｦＮ介石 の ￬［［ｻＺ ｮｊｊ ｾ 誠み 、日本 の Ｍ Ｎ ￬ｾＱＱ の

インテ リ { が何とな く天，MiやIi ir ll 風佐朋仏ーして居 る様な感じ のする l時に建築主i ¥として の私の

所 信を述べて大方の御批判を仰ぎ? こし、と忠、ひます。

l本 鋭 執 筆 者 紹 介 1- ( 五 卜T:i 順〉

V 川 1 4

市 ifll i法

大 石 忠 夫

問 問 孝 男

加 藤 普 吉

組; 11: 幸次良¥¥

1七 開 11: 郎

桐 本 納 引 ! ー

ノj 、ヰ4 打!?

新 名 郁 夫

玉 置 盟 次 郎

総 烏 亥 治 良¥1

川 口 甚 吉

本、j 打| 治 郎

モ トノ・セイ ゴ

日本 大 祭 ・来京女子高等師範製校講師

大阪府立西野同職工墜枚 数稔

大阪三越1主宅設計部技師

堺市技師 ・堺市役所土木部役術課

建築投附 ・大阪府答察部建築設l

工芸経博士 ・三井合名合祉技術顧問

大阪市技師 ・大阪市段歪主部第三検 査 係

住宅吹夏合編 ;t f1: 昔日主事

大阪市技師 ・大阪市役所経理部経絡課設計係長

地方技 師 ・大阪府警察官E建 築 課

工祭博士 ・東京俗図大塁手数授

大阪ｽｦ，ｦｪ｛｟西野回戦 工 筆校建築科医主 ・ 本 ｴＶＱ 千 ｲＧｾｩｾ 務

工率博士 ・京都常岡大芸界主主照

京都高等工事毒筆校手xt:受

8 月 批



筒 易 断 熟 建 築 試作

モ ト ノ ・ セ イ ゴ

断熱建築一 一日本の在米の建築法は附んどあるがま〉の天然の rl -Iに身組制え世するのと

格段の相違のない建築法であります。之れはーi自i には天然の力 lこ浴しつ〉生長を ll) J長ーして

行< 1 . ' : t めに優れ? こる手段でありますO 行々の智訟の (17J らきは天然を如何に引々の '1
1
に生か

して行〈かと云ょ、 j起に ! f ( 軌を持つ。が然し乍ら近代の利率はi J : 々 lこしてこ の天然の力に! 支

逝し生長を助長する矯めにJ采つ? こ手段が却而生長を妨げて居 る場合が無し、とは山らなし、0

ＱＱ ， は此の黙に ｉ ｾｍ して科率 的近代研究の結論を過信する事のない松に注立 して居る 。 断熱建

築の ，ＺＺｾＩ届も亦此 の範囲 に属する 。が然し乍ら盛夏にも極惑 にも大規悦の冷暖 房鑑世を ｭ ひ

十して泊度の温度に室内ｾｖｴとも得る事は日常行動の一切に取って茜 ｴｾ Ｇ 望ましい事である。

此の話めにfR底になる問題は建築の断熱性を相首の度に同i める事でゐらねはならぬ。私が

H' f'-'<i=-女11人一科星第人と協力して ー化製研究所の建築に此の駄に殊に亙黙を世いて試作をやっ

? このであります。共の問題を提什l して諸賢の教を仰ぎ度いと思ひます。

科製人の提案一 一次の様な建築を科製人が訟の鹿に持ち 11'，しに のでありますo

料接的研究は一旦一切を否定する事から 11 ' . 鼓せねばならぬ。自分は今既成建築の一切

を否定 し物質の断熱性を徹底的 tこ調脊して最高度の断勲性を持ち得る建築法を考案し

杭と企てつ〉ある。

此の提案 lこj 郎、て夜、の協力を求められにのであります o i 包て々 建築人も. l l tの駄には勿論巧出

研究をして居る諜であるから異議なく協力へ向って出張しTこのであります。

陸vr勲性調1 1 : 資料一一此の時集められ? こ物質断熱性の主要なるものを奉げて比ると次の様

になります。

普担?基準率 石 車品 J依 O. 036  

ｾｾｬ＠ 宝石 後 0. 63 悼' "エ二 品主 O. 02  

コ ン ク リ ー ト 1. 04 滋2 総 0. 05 

漆 H食 里童 O.  58 牛毛 7 エ ノレ ト 0. 049 

木 キ寸
(1.12  ア ル テ ツ キ ス 0. 068 

ヲf ラ λ  0. 60 fli E草 土 O. 082 

コ
2し ク J恢 0. 04 ，J : ! ! アスアアル ト板 0.061 

一ー切否定の後 lこ残され?こ11j 1; - -の既成建築物一一之等諸材料に J郎、て色々 の均築が立てら

れにのでありますが、共の中にて: ffi可能性を考へられるのが木材板の 川に珪夜、土を充顕す
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ると云」、のでありまし仁。共のJA山は木材も珪藻土も共に得易事材料であり E 軽量である

といふ射が主要な鮪であります。然 し乍ら 一つの快陥は珪泌J 二が水分をi放牧し?こ場合に重

量の増}JIl 断熱性の減退温度の増大空手の ill rJ Iで之れは不都合であると見られます。

斯 〈して研究考察の結果到達し? こる終黙は私が住居の一角に建築 して現に佼 il J しつ〉あ

る乾構法壁慌で あっ? このでありますo 大穂之 れに基いて吏 に若干の改良を}JIl へて賓施し1=

のが今次に記述する研究所の椛匙であります。

大轄の方針の根本はモミガラ l二似てって Fij i リされる気泡の集園にあるのでありまして、更

にこの空気の断熱性に｝ｩ Ｚｾｽｩｾ 世いて窓ガラスを二軍にし＿こ引ｪＦ戸を川ふる事にしましに ｣

そのガラスの 間隔 6cmは質験 の結果最も効果的( 断熱性能 に就て〉であると云」、 1:Jl 隔であ

ります口

モ ミガ ラ に依って包まれ ｔ こる 益集の熱 体 当Ｈ ｾ 容はまに計算されて居ませんが 上 記の衣 に Ｑ え

いで凡そ少くとも ＰＮ Ｐ Ｕ 以下である事を推定する事が ｈｾ 米る。

附帯効果 一 一 断熱性能を主として考案し ｔ こる Ｊ￬｜ｾ 逃髄は同時に音響に到してよき効果を結

果し? このであります。此の黙は数字に表はす事が/ J 1予K ませんが、感覚に依って比較します

k 二重 ガラス 窓の主主主 一枚ガラスの宣伝e Iこ和賞の差を殻見 します。 主主. 外を流れて居 るノj 、さ

な構7kの音が室内に停はる分量が飴程遠ふ事を殻見 し、共他電車の音廊下を歩〈靴の音25

に就て比較しますと同様の事貨を鷲見します。

以上の 記 述 ｬ こ依っ て此の構造髄は Ｇ ｉＧ ｕ￬ｾ の ｟ ｈ こ於 て普通の漆 ｬ Ｇ 食 壁天ヲ ｼ ニ 等 ｬ こ比較して飴程優

れて居る事を結論とする事力; 1 - ' "来る のでゐ ります。

此の建物は去年ぷに

;基辿って完成 し?こ ので

ありまして米ピ盛夏の

候を経略 して居ません

が冬期低温の時期 に住

少な暖房装世にて他の

平年通構造に於りる強力

な る暖房装置 ｴ こ ｾＺ ｈ 立す

る事が/1¥外(1このであり

ます# さに約しては 今

迄の賞挽 によりますと

同一地域内にある 普通

漆I食生 り仕上げの建物

と比較 して約 3 度の差
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一← 一一 ＭＭ ＮＱ ζ こ 戸献活ｾＧＺｉ ￬ ｦｴｶＮ

f.oI--!?; ::JJL;: ←モミ的 で

十方支 汁

- = = 古市マロー々ー? っキス硝

聖子 主主ill : 物

があ りま すo i E 午迄閉 め切っ fこ宗. 内にて

新構造建物

30つ 前後

27。 前後

之れはじ ｊｬＩｌ ｒ に、 ｾ ｮ 後、 暑 さに向 つ に第 一 日 の 結

* であり ます。此の 日の主主気の外気の温度が、大 韓

麿 27. 2とお、1i が通i削 の入 口に外気の導入される口

にて測定 されにの であ ります。従って新構i I l 建物は

k. 暗室内のi温度が外訴の温度と同じである事が雌か

./ 1. 芳正主 体

再 訴主 主張 ー 釘f モミカ 11ラ. ，-

j  ｦｦ，ｊｌＮＮＮＮＺＮ二 ＺＺＮ［ｗｾＭＮＮ［Ｚ 己←ろＱ｜Ｂ Dイ!、い

ー、 Ｎ Ｍ［［Ｍｾで士 一万 Ｂ ｮ ＭＢ 乙 守 、 ρ ‘Ｇｬ

私努母校約ラ又つ円、lート

札;:てTtt p

めら れに ので

あ ります。

ド!然i由民法

はj ド常に良好・

な結果を示し

て居りまして

之れ tこ就ては

米ピ換気率等

←日→ォｾＩｩ ｊ し
自

新

種

ι
F
刈

、
土

凶

場:

〆 / / /

の数字的測定がなされて居ませんが、十人程盛んに煙車 を吸」、 ?こ際 に英の煙が十分位後 iこ

は全 〈感じない科ー度ーになって居? こ事賓がありましに。

之容の事質は {と感賞1除名 として良好な 質であ りますが、 そして同時に住居ーとしても油首

Ｑ ｩＮ ｦｕ￬ ｾ でゐり まし て 此 の胞の 簡 易 ｎ ，ｹ， 造 法 ｴ こよる断熱防 音 性住居 ａ が増して行〈事を望まし〈

ｪ 目、 ふ ｊ ｜Ｎ ｾ ｉｾ であ ります。
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イ主宅 、 関 す
ザハ

ω

提 つ

北 浮 11. 夏B

住宅に就て、その術生_ I -_ のこと 一つ、内部の意| 正上のこと 一つ、従来飴り云はれて府な

い舶に就て、所見を述べて見l支いと思五、。それが表題提言二つなのである。住宅問題とか

Ｑ Ｇ ＱＺ宅政策とか、ￍｉＱ ｴｬｾＱ 政策上の問題としては、従来極々の論策が有り、一部賓行もされて居

るものもあれま? こ最近は事鑓後の文化施設 k して位宅問題の接頭が強想、されて居る 。

然し此の住宅問題の内容は、都市民漁山村の位宅、主として都市住宅の教の不足し街

生王の不良とに在る。住宅不足で家賃が高〈、生活難のー原因であること設備不完全であ

って術生上岡氏保陸上誕ふ可きであることが問題の中心である。岡家の財政が、或は凶よぐ

の粧怖が許すならば、良い位宅引率山遣って、闘民厚生上、間民保健上、この問題を解決

し度いのである。欧米に比して、他の文化施設は何等遜色がないのに、ひとり住宅のみは

その規模、設備、桃浩、品質等乍遺憾肱米に劣る。これは将来如何にしても、向上させな

くてはならぬ闘策問題であると汚へられる。さてこの問題が粧桝上の都合で容易に質現に

到らぬのでゐるりれども、漸次、解決に近つ' さつ〉ゐるものとも見ねばならぬし、ま? こ戦

後或は一事にして、大量の位宅が建築せられる蹴勢にならぬとも限らぬのである。

その数の問題が解決される時に古っ て、その住宅の質の問題が如何様の程度に改善せら

れるであらうか。

日下、位宅の衛生上の良不良は、第一、採光通風を良くとか、第二、敷地が高燥Tこる可

しとか、第三、器地主? 可及的多分に保有せよ k か、第四、給水排水設備とか指摘される貼

である。

この程度は恐らし健康を容さぬと云 i 、消極的の程度を闘注として居るのであって、十

数年或は数十年来云はれて予1<i 1こ事柄に過ぎない。極言すれば、漠然とかく考へ、斯〈云は

れて居るに過ぎない。

;むも従来は主として、不良住宅を目標として、その改，. 与を口論むのであるから、 その程

度で満足せぎるを得ぬ事' 即位 、乍遺憾改善の要黙が何等科接的に研究されて居ない結果に

外ならぬ。

ねの見る鹿 ｬ こ依れば 、 此 の漠然＿ こる位宅改良論こ そ ｕｾ ｟Ｎ に改良せねばならぬものであり

必正の必要があると信す・るのである。即ち私がこ〉に提言せんとする鹿のものである 。

昨年時の陸軍大目イ'i:[̂ J大)1守に依り凶i 止の櫨位低下が指摘されてから 、闘. L( 保健11日間が
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11定しくなり 、 その結泉本年厚生省の 11I 現とまでなり米つに。而して結根強防運動の如きは

各家直・の主婦に呼びかげ 、結緩7象防婦人令が各所に出来、宵1.c一致して、 この大敵橡防に

首らんとして居るのは ｾｴＮＺ 喜ばしき限りである。その他的極的に髄ブ ｊ を養生せんとする方

策も定められて着々貰施されん主して居るのは遅まき乍ら我が闘の闘民保健リ二鹿賀 tこ|耐 え

ぬ次第である。

乍然 、 鰭力養生なり 、 結核の Ｗ 象防なれ私の見る此ｾ以てすれば 、 住宅の改善がそ も そ

も基幹とならねばならぬ。何んとなれば成人の他民は一つに小児の健康に、 小児の健康は

l号惜の継肢に 、母簡の健康はそ1-: 宅の良不良に係るからである。

此の日的の? こめの{ 1:宅改善は、前述し? こ消極的な、{ 住民を容さぬ程度の改善、不良性宅

改善位. では いけないのである 、即ち白土悼の、ノj 、児の、青少年の健肢を檎逃する住宅改善を

必要とするのである。

{-t 宅の教の問題が解決せられる日に於て、 その内寄与は前に述べTこ杭倒的改善を行はねば

ならぬ。

きて、然らば、 その内容如何左云」、に 、乍遺憾その研究がないのである。採光 k 云ふて

も現在では法規が開口の最小限度を寛大に制定して居るに過ぎな い。設計者各自が各自の

経験上の意見はあるかも ｾ［ｉｉ れぬが墜としての成果を有して居ない。健康Ｚ噌進住宅とし て は

直接の日間の必要量、 日開時間、 その効果等が製IIIJ として研究されねばならぬ。通風も亦

同様であって、如何なる量の如向なる新鮮度の空気を必要とするか、新鮮なる空気とはそ

も何んでーあるか、皆不明の問題である。その他にも不明の問題が多いのであら うが、此の

等閑に附せられ? こる題目を究明せなくてはならぬものと考へるのである。

一面に於て斯の如き事柄は究明せらる〉や否やと云五、疑問があるかも会11れぬ。乍然食糧

の問題に於ては餓えさ。る程度の問題も論議されて居るが、 一 方に於て他 ｽｪ ｩｾ 精進す可き食

糧の研究が相首進んで居る食糧! 日に於ては、 その栄養憤値をカロ リー を以て表示し得る程

度に進んで居るのである。

灰聞する庭に依れば、今秋竣功する公衆衛生|民に於て、舘製方[ 自I と建築方I白i と提携 して

帝大の平山助教授がその研究に首られるとヱミふことである。

{I :宅問題もその第一附梯としては、住宅改 i耳石? 、他民に筈なき程度を以て満足せき' るを

得ぬ時期もあら う。然し不得1ト1 こ出づる慮である。第二階梯としては、健康精進の位宅改

善を目論まねばならぬ。こ主にその数の問題の11J 1 - ( ，決の近づ〈時期に於て特に然りである。

然し第三階悌としては、亦別の向上を計らねばならぬ、 その第三階梯とは何んであるか

即ち最初j に述べTこ住宅内容の意匠上の問題なのである。

住宅内部の部屋の意低は、通常内部の仕上の12味、又は袋内袋町jJ の意味t.: けにも併せら

れる。少 しその範闘を繍げて室の;11手紙、天井出i、開口 、仕上の材料、光線の工合、暖房通

風の校目 ｕ 等も含めて云はれる場合もある と思 ｩ 、 。つ ま り居 Ｑ Ｑ｜ Ｑ と か 、 寝室 と か主な令官屋が ｲ ｾＱ

1 9  v 川



朗な気分である主か、: 法も 付い?こ感じである主か、又はノj 、ぎれい1: とか、感覚上の言葉で

云ひ現はされる事柄を、意匠と云って い 、様に解される。而して相嘗な住宅の設計に首つ

ては、設計者は夫々自分の目指す庭を表現せん t 試みるのであらう。然し之は徐程手腕の

ある設計者のみがな し得る虚である主恩ょ、。

而してこの部屋の醸 し出す気分感売が、 そこに居住する家族の粘i，ir! 1卜. に種々影響を輿へ

て、人間主しての生活内容を豊富にし且つ向上させ得? ことすれば、 その境J也が意匠の技術

の最上のものと考へる。斯の意味に於げる意医の術が髄系つげられ、墜として組立てられ

にとすれば、ねはそれを従来の謂ふ所の意匠墜に封して新主主l丘墜 U呼ぴ度〈忠、」、。この研

究は従来の建築撃に依りて居る棋に思ふ。

古来優れ＿こ建築家は各自、自分 ｦ ごげの領分に於て、新［蛍 ｬ 忌製の志す手 ｪｴ ￮Ｇｾ持って居＿こ事主

見る可きであるが、それは優れに頭脳と永年の経験と努力との結果自然に感得しに技量で

あると思五、。この新意匠墜の研究殻達を希望すると同時に住宅はこの第三附梯へまで向上

せな〈てはならぬものと考へるのである。

住宅は佐tr1こめの機械なりとか云はれ るが、能率ばかりを 重 〈見七、切り つめに101: 宅な

ぞは此の新意匠撃から見ると具端の訟に見える。

ｾｪｉｉ ｊ 粛に居生七し＿こ ￭ｉ 止 ｬ 先を持つ紅毛人足 ｬ 、惣である。人 ｬｩ ｲｊとしての生活を、より向上させる ｻ Ｍ ｉＺ

宅は優秀なる感覚を封}!Hとし? こ設計でな〈ではならぬ。

ｪ 折〈の如き人 ｉ ｴ ｬＱ の粕 ｬ ， ｩｲＡＱＷｊ 、精 ｩ ， ｩｬＡＱ の方 ｬ 古ｻを封 ｊｈ Ｍ ｾ としに仕事は我が日本人の故もよくする彪

であって、紅毛人には出米ない事である。之れ3TELlf 挫 の大家に聞くに 、一つ の 景)i : J i . 或は景

色を見出すに、日本人は一見直ちにその範囲を定め得るが、紅毛人は鈍感で あって、之れ

を ｊｾｦ 尋し得ーないと云よ、。

之は西洋高になくて日本訟にある梨rPI でも説明が可能であると思ふ。

以 上第ご附t ! l ' l と第三附梯 t は従来製術として研究の逃まぬものであるが、率#i の進ルーを?

希望すると l'i J時に、性宅がこの程度にまで進tr 可きものと考へるのである。

2 0  
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先般 法 ｾＱｈＺ品材質」主に闘して端なくも世論が沸騰し＿こ事はＭＭｫ 1 . : 耳目に新らしし、事でゐら

う。何も法隆寺に限らぬが. 事力: 法隆寺とい i 、大物である丈にそれ丈世間のl刻心を買っ? こ

のである。

雄、じて此の極の問題は従米も鹿々論議せられにo 9-* ｬ こ 、 ｾｸ Ｑ 質保作の一方法として 、 放世

すれば壊頒すべき闘買に修 ＩＺｲｬ｝Ｎｾ 施して無事に将来に体へしめる事は 、同 時に結果 ｴ して ｼ 剥

賓の良債を愈々護担i " せしめるを班想、とすべきである o 然るに 、i米イ長技術J-，、時には椛迭の

控更 b Ｇ ｉｾ 材ーを新材に代へる事も止むを得十行はれる事が多し、。＿二九之を数次行」、 ｬ ド に絡

には1 i 材が始どうたはれ1I佐Jl 'b式のみ保有される恐れがある。それでも閤買か。然ら十とせば

凶賓が壊れても止むを得ぬのか。換言すれば、闘賞保存 e ｾｩｊｉ ラェ ｴｗｻｻ か 、 賓器保存かの ｼ問

題である。之は従米屡々論ぜられ米り 、判り t' Jつに棋で判決し難い IlfJ題1': 。

jE、」、に 、之 は何れを拾てるも不合. 01である。物事は何:t] ! : にあれ布か左かに決し得られる

ものでな いo ＯｄｘＺ ｉ 貨は古米のＨ信之を体へよ 、 些かも乎を Ｉ ＱＱＱ へるな 、愈々 ｪ 武ｲＺ Ｑｾ に地へぬ なら ｉ Ｚ ｉｊ

1主寺金色堂の桜に_ ! - . 屈を造って之を保護せよとの論は除りに技術不信用であり、又、技術

上 ｭ 材を取り扱［へねば保イ ｉ の完全を期しよｾｾｾ、場合、官Ｚ材の大 三 ｼ 三を失ふも止 むを得す ・ と の論

は闘賞の意義を会11 らぬものである。

勿論能ょ、べ〈んは清 ￭ ｪ 者の論の如 〈し＿こい が 、 質 ｩ 控 ｉｉ｜ｾ 題となると日本建築のような桃造材

料では不可能でゐる。多少の古材取換は J l:U' { f 得なし、。之は許さるべき事にo {H. し、構 造

.1-. 施工上: 11:  U'  ＱＡ｜ｾｾ 、物に限り、又、取り換への場合は ＱＱ 手式、材質 、 産地等に ｉｾ 討し充分な研究

があるべきをt条件とする口元保、，tj い建築にして官IJ 建以ボ何等乎を力11へす、今日に至IJ つに

ものは始どな し、。法隆寺の: 堂搭は {nJ の程度ーまで飛鳥時代のものか、府松提寺講堂は何臨 ま

で奈良時代のものかを思へ。叫に 、昔の修JrHは現1t の同質修. J : l Uほどの厳格さもな し 形 式

鐙更は 三 ｆＮ 訴で行はれ 、 震に醤態ｾ段損し＿こものもあるが 、 Ｑｦ ， Ｑ ほ以て 、 其の現Ｑｉｫｾ以て間質

指定の) - . ! _ 度とする。之によれば昔の修足H の比較はよろし〈ないかも知れぬが、現在の修

)'11 [ は極めて逃んにものと云はねばならぬ。

結局、現在の闘質修J : ! l ¥の原則は肯定じて良い。 l払

行の酌量に委せられ、工事YJE仔は闘賞生殺の大ーぷ任を負はされて居る。結果、保イ子工事に

附する非難の多〈が工事監併の見識の不足に基〈事が多 し、。放に、問題は工事監' 皆の素質
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の問題 主なり、 閣質保存の意義を充分に 9: ¥1り 、11つ、技術経験に最も長十るや否やの検討

を要する。現行事業では此の鞘遺憾ない事であらうが、更に中央官; 局の好意的な不断の指

導主監督 主力［無ければ民 の保存は行はれＪｉ ￋ ｾ 、。

期 〈て股楽古材が決せられる。古材は首然所有者の手に移り 、所有者に之を如何様に倣

は うと 差支へ Tょいと考へる のは常識であら う。共虎で此の度の法隆寺問題も生じ? こ認にが

現行法占合理的fごから致し方がなし 、0111ニし、i徐の建築ならいぎ女11 らす¥ 隊re: に闘する限り

一考を要する。

到 ｬ も、陸楽古材は闘誌の一部であっ＿こ。腔棄と同時に岡賢 一 部のｾ￬ｊ義は失はれるが、股

来材の種類によっては凶費に推す' るものとして扱ひ度いものがある。 I!IJ ち、特 lこ貴重なも

のは援要美術1吊に指定すべきであり 、共の他も曾て闘賞の m ・加であっ fニ事を銘記してノjく久

に ｪｴｴ Ｚￆ，ｾ ， ，ｫして保イ ｦ すべきである。赴等Ｚ｜ｴＧ集めて建築博物館｜ｴＧｾ十主主すべしとの諭もあるが

大いに敬聴lこ値する。之に闘しては向、後部で意見を述べ Tこい。

2  

建築保イがにｉＣ， ｊ する他山の石として断〈各聞の保イ ｦ 現況を誹 ｾＱｴ の要がある。政府は須〈、

共の調伐をすべきである口元来政府の保作事業は徐りに凶内的であり 、ilit 合的作在も弱い

何故、既に二回も行はれ? こ閤際建築保存令議にも委員を祇遣して堂々と論陣を張らなかっ

? このかo 今後は是非此の位の大きな見地から事業を遂行せられ度いものである。

J主? ご徴ブJ 乍ち私は従前から此の立場での資料を蒐集中であり 、米 1': 料論を述べる i侍に到

ってゐな いが、王互には 19 2 6 - 2 8年に於いての私の狭い見聞を記すのも、無意義ではある

まい。

ギリシヤ 現在のギリシヤは古代ギリシヤの復興を以て円板ーとし、従って現在閣内にあ

る古代ギリシヤの遺物なら似令一向J; -1こりとも隈| 外搬/ 1 ' ，を依然してゐる。首時のアテネ駐

在公使川島信ムー郎氏の言に、ギリシヤ政府は日希古美術の交換を大いに希望してゐるが、

ギリシヤ古美術品を日本に贈る事は絶釘に出米な い。併し、寺山してJ形刻類なら技法! 日l が

幾らでもあるから之を贈 b度いと云ってゐるとの事であっ? こ。 此虚まで厳格になっTこ似泉

は、曾てイギ リス政Ij リなぞが勝手にギ リシヤ i!.i UI I:、遺物の剖資をしfこ恕旬、 11 ぽしし、建築

部材や美術品をどしとし大英博物館等にjまれ 以 て同博物館を世界の賀川[ 1こらし めに L

1庄しきに至リつては パルテ ノン の!形妥IJ やエレクテ イオン のキャ リアテイツド のー骨豊を持ち: 1て

つにあとに- t I I ¥劣な模造，: 7， ¥t ' 中し詩的に有n充し? こ等と云」、地り 口を憤概しTこ事にある様fご。

斯 〈して遺物の飛散を防ぐ一方、政府共の他 は極めて熱心に多〈の建築物の修肌や復醤

lこ街力してゐる。共のご、三の例¥t ' 準げや う。但 し、結果の好いのも悪し、のもある。

都ーは、デルフイの買物Ji. Hのーの復習工事で、之は惑し、伊j である。特に 、前商ご粧の美

しいドーリヤ式の桂身の- Mの欠陥その常に li'J質の新材て'til i;充し? こが、新材の生々しさは11i

材 の風 化し て物さびに石肌とは 似も や ら ぬ上に 、溝 ｪ 彬がイオニア式であって ￯ｾ 材の美しし、
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ドー リヤ式とは似もやらぬ。 どうして此の忠行に/ : fHこのか 了解に苦しなが、 これでは建築

彼壌と云はさ' るを得な L、。 日本でも闘賞保{ { - 法随行i 1i j には此の加の芸品修理ρ : 多かつ? こ。今

でも慎重に考へねば、時には復原と思ひっ〉も訣つ? こ{ 反原をせぬ とも限らないのである 。

第二にパルテノンでゐる 。此の世界至卜の塾術品が近世土耳古戦争の際火薬用i に使用せ

られ fこ嬬砲火 による爆設をして中央を吹き飛ばしにのは悩: しんでも 飴 りある事である。併

し、生々しい制御I)i を時が古味を以て孫も付かせると共に廃域としての美視は寧ろ加へられ

て長人の心を捕ま しめ詠嘆せしめる事となっ? こ。針人は少年時から此の荒れ? こ姿をパ J レテ

ノンとして馬買なぞで見慣れて来?こ筈である。夕焼けのパルテノン、 月夜のパルテノンな

そ'皆此 の委で歌はれて来Tこの?ご。 併 し、元々石造建築が火難で吹き飛んfごのt:: から 、附 近

を捜せばヲ! 日立し? こ石材が大部分見付かる 。之 を'1慎重 に調貸して仙みー卜. げれば元通り になる

かも知れない。之に着服し? こギ リシヤ政府は営々として共の工事に着手し? こ。不足の石材

は材質を充分研究の上、富材と同産地の向性質のものを川ひ? こ。私が訪ね? こ時にはあ Tこか

も共の最中で、中 央令官に足場を掛けて盛に椛を起し桁を掛けてゐ? こ。 1ir し、 どう見ても欠

失部柿l貨の新材が 山村1こなじまな L、。あまりに生かしい純白 の石材が、紫色カ; かつに攻色

lこ風化 しTこi fi 材 に交ると金〈本に竹を機いに保である。様式は質に微f . J n に研究されてー鮎

の遺憾とする所もないのTごが新材は飴りに生々しい。切角ギ リシヤの昔をさまよふw - が新

材を見ると忽ちに破れる。これではどうにもならぬと思つ? こ。股墳は絞脱の憾にし? こ方が

どの1"- よい事かと切質に思つ? こ。近頃のお員を見ると最中パルテノンは爆i淡以前の姿に完

全 に返ってゐる。何? ごか持が失はれ仁枝な筑がする。勿論、時カ ;j 針決するであらう。新材

に古色が清くと再び盟な詩が生れる ?ごらう D 併し、本浩と i主ひ石造ではその時代は何十年

先の事か判らぬ。少〈も軒々の時代では駄円である。阿賀保イ{ の立場は永遠の光を二ISへる

べき f ごから 、此の保{ { - 方法はこれでよいのにらう 。了! 弘 法盗寺京大f"Jなどが新しく丹一事た

されに時大分ゴド刻され? こが、今では大分色 U 会ち 7fTし、 fこし、 1[1や幻j げ掛つに様なものであ

る。時が解決する。あれでよいのピらう。

斯 うして新材の煩ひな しに彼原されて成功しにのは、同じアクロポ リス山上のニケ ・ア

プテロス洞堂である。之は倒壊してゐ? このを、 ドイツ 人の手により 1i材を積み蛮ねるにけ

で略々 現 欣にまで復原し得＿このである 。 新材ｾ有 ＱＱ はＭｴ Ｍｉ こ附ん＿ごから昔の夢は少しも成れな

い。成功し?こ工事である。

同様なものに 、 シチ リア烏セリヌンテの- .riiiiJ 堂がある。近年イギリスのキャプテンによ

り 一 聯の桂子 ｉｊ が起きれ 、 而も Ｑ Ａｬ ｾｦｬ ￟Ｎがなく附んでゐる。あまり に 崩壊して銑々にる石 ｊ￭ Ｍ の士 ＱＱ ，

砧に過ぎない此 の古いギ リシヤ都市に此 の依の桂を起すのは寧ろ視光悦値より云ふも 必要

であら う。

クレタ j誌のクノツソスの '1

1

; ¥'・肢はサー ・アーサ ー・ エヴアレスの献身的殻抑，によ り全貌 が

明かにせられ 、 共・の幾つかは大脈 ｊ な復 ｊ 反まで試みられ 、 阿千年前の奇・降な姿を ｾＲ ちらは し て
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δ る。新しし、石壁は積み 'jj に新らし味があっ fこり、繍石なるべきに木造の繍材を入れ fこり

しTこ献結が大きいが、 エヴアンス卿の仕事であるから大韓に於いて大きな復原の誤はな い

事 と信す・る他になし、。壁嵩が皆カンデイアの博物館に持ち去られ、現場には模潟を置いに

のは保存J :; - ，1 : む無いからである。所が、我が法隆寺の壁嵩が此の様な簡単な取り扱ひで桝

まぬのは、現在生き T二信仰があるからで、さうなると全〈厄介な事である。朝鮮建築には

多〈の場合壁識があり、保作工事には常に之が問題となるが、法隆寺などの強烈な信仰封

象ではノトはなし 、から之は監を切り取って別に保存する事にし勝ちである D 浮石寺ii!品師堂壁

識の様に。

5  

イタリア 古代ロ ーマ時代より現代までイグリアは常に文化・美術に誇るべきがあっ? こ

現花ムゾリ{ ニは新ローマ帝阿佐目標として進みつ〉あると云五、。全〈イタリア岡民を奮

起せしめるには之に越しにものはない。一方、ムソリ ーニは古代ロ ーマ干if 問の再現でない

新ローマ帝岡の創設を志すのにと W. へられ、最近は鋤くわを持って新興建築の邪魔をする

古代ロ{ マ建築を破壊するムソリーニの主主畏まで紹介されに。之 fごりで見るなら ムゾリ {

ニは如何にも古文化紋壊者? こる J惑があるが、紹介者は飴りに新しがり屋の新建築家に封し

て煽動的である。ムソリ 戸ニは決しであらゆる肢嘘破壊の暴行者でなし 、。?こでJ 徐りに古代

ロ戸 7 の建築が遣り過ぎるの1:0 コンクリ{ トの壁瞳は飽〈迄も頑強に残されて高汚ない

残骸を街中に曝してゐる。ロ ーマの中央14: 車場に近いある街路には 、デイオクレチアヌス

の公衆浴場の、 一部の壁が突き出してt J ; - : i 立をき; 巳ぎ、魚に歩道は共の部分t::.' け監を迂問して

車i墓石? 狭めてゐる。これはE主要遺跡Tごから都市が犠牲となる 他 ないが、随分つまらぬ建築

のE語教も斯 うしに邪魔をしてゐる。是等を除いて都市に新 しい血の巡りを着げようと云ょ、

のであって、之は率ろ首然である。何も古いものは何も彼も保イ子するのが能でな し、。日本

の I' .i建築保イ乙とても同じTご。 中古以前のものなら格別、近世の建築の悉くを保存しようと

しになら府保の都市は古建築で思 ｨ 設展の飴 ｬ 也カザ ｉｬｾ くなる。共慮で共の中から特に残す

べきものを岡買に指定するのである。此の事は史蹟 lこ就いても同様である。殊 lこ近畿の様

に何も彼も史蹟として l院しい事を云つになら、道路も着付られ十.:1 : 地の護展も JI: って了

よ、。之では問家にまをする所以であるまし 、。

賓際、イ タリア は古践があり過ぎる。ロ 戸マ市中の如きはi . fj くはロ ーマ共和1政代より、

帝政各伏、中ｩＡｴ各代、近世各イ忙し建つては壊れに ｊ ｾ Ｎ に更に建つては壊れに建築の恭礎が

層を成して居る。木造の場合の簡単な恭礎と泣い、 肌: でも残るのである。それを和i; 特nこ調

布 して時代別に 色別 り して 重ねて記入しにロ戸マ地闘があるが、共の複雑さには正に驚く

べきである o ロ戸マの地下は其の憶に賦洲文化 の博物館である。闘はくば千を渚りす' に切

角Eをされ来つに此の文化地層を後 位に体へ度いが、新建築がどしどし建って地下室が必要

となっ Tこ今日 、共の破壊は或る程度 11 : むを得ま L、。1: ".q' f. に保存の要ある重要地域を指定
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して地下高L掘を禁十る の要がある。多令ぞ うして照る 事 と盟、ふが、共の貼私に は調べが若

いてゐな L、。

之に反して既に死ん1:: 都市、将来都i1i として蘇生しない死市、例へば、チベロ i" J 口のオ

ステイア、ポム ペイ、北ア フリカの植民市テイムガードの如きはよ也 H 也下を共の慌に古文

化 の博物館とし て保イ子し得るし、現に そうしてゐるのである。是等現代の色の少しも無し、

死の沈黙に沈んピ都市を泣遼ム事の出来る のは最も幸でゐる。殊に、ポム ペイカ; 、近年米

「新瑳掘法S cavi nuovaJ を始めてから 、此の町がヴエズヴイオの次lこ担もれる直前 の生活

!Ij( 態を まさ' まさ1 露間して居る のは何 と云つでも有却し 、。新護掘法 では イタリア政府は護

摘は| 浜草に慎重を重ねるが放に 、今後何年掛らうと差支へ無し、経費も如 何程掛ら うと か

まはぬとして居る のであ る。斯 うでなげれば理想、的に行かない。 此 の献に比べ ると、法隆

寺保存事業主? 除いては日本政府の保存事業は飴りに消倒的? ごとの非主f( は免れまいと思ふ。

以 hの様な統一ある 特定文化を示現する 都市は日本にも 欲しし 、。併し、狭し、日本ではあ

らゆる都市は生きてゐる。奈良も 京都も 昔乍ら に保作し ようとするのは無血である口先づ

日本 でｾ し得られる 事は特定地域を限 る 事である ｯ ￯ ｊ ￮ｾ￬ｾ 指定地がそのーであるが 、 建築文

化上よりも共の様な法令が欲 しい。例へば、奈良の体法の民家群の一部とか( 既に一部i政

嘆 きれ? こ が〉城下町の 1:族屋敷町の一廓とかを指定によ り永久に保存し? こ L 、。

4  

フランス フランスも法令を以‘て 岡賀、史蹟等を指定してゐる。時代を代表する大建築

は元よ り、 rl' ｩＡＡＺ紀以 降の ＱＱ ｬｪ 家や 此 次の類も制めて ＲＱＱＱ［ｻ に指定してゐる。パ リ の ｾｉ ｬｬｪ をｺｴ［ Ｇ ¥ 

ｾ ｉｾ に、 ふと 見付 りる阿賀指定の紅 叫し が多 い 。それが 貨に心� ｬ｝ し、洗濯 犀 ＱＺＺ つ＿こり八 百屋 ｔ ご っ

? こりするのであ る。 日本で は此 の杭のものは I;' xltr と云は十とも何等かの名隅を以て政府が

指定して保作 の詑に ＱＱ Ｑ Ｑ でなげれば近い将 ｾｋ に今迄の ＱｾＧｾ れま帰ど残らぬ事にならう。高鷲村

吉村 一邸 ｦ ごりでは 足りな い のである 。 少〈 も各地方 の代表 的民 家の型を一通 り保イ ｬ え の ［ｾＷ 務が

ある。

十九世紀の建築史家ゥーィオ レ ・ル ・デユクは椛んに中t世紀の陸地を再生し? こ。ピエ { ル

フォン城の如きは全〈の肢嘘に過ぎな い1. i披で あっ? このを現献の様にもっともらしく復興

し?こ。中世紀建築の榔j氏名ーと l疋 の 仕 事 は信用せねばならぬが、 それで も果して誤なく復

興し?このか、相官; な疑問を持?こ ざるを得な し、。此の通 りであっTこと世人に符へるなら、 誤

があっ ｔ こ場合世人を陥苦する結果となる。除りにも大路なパリ ー のノ・ ート ｊ レダ ム の ｲｬｾ 央北

地も 、 キヤルカ ツソンヌのタ先も同Ji長の疑無きを得ない。

大戦に 於 げるランス本寺の ｬ 主主壌焼損は府 ｨｾｩ 二 に ｬｾｴ へなし 、 。二度と反らぬ多 く のものを う た ・ つ

にの1:: 。 アメリカ人 の献金で多年を経過 して先頃全 く元の姿に返っ?こが、私 の行つに時に

は小屋組を鈎筋 コンクリート で土生つ? こばかりであつ に。此の柿のものは致 し方がな し、。 せ

めて形式でも保イUしようと 云ふので結構な事である。
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ベルギー ぺルギ ーにも同じく大戦の痛ましい犠『ドf : . となっ fこイー プルの衣服組合家があ

るが、こ れは組、崩れとなって11予を消しにものを鍔形通りに再建しつ〉あるのである。赴等

の例は災害により失はれ? こ建物の形式保存の例で、高野山金銭: や大崎;ゃ、四天王寺五霊峰

の再興形式ど ころでな く、 慎重に醤献を丙・現しようとする所に倒ln'Iは依然と して消えない

k 盟、点、口

ドイツ ゲルマン文化 の再興に深い開心のある彼等の75建築物に到する巧へは推し て知

るべきであるが、 ナチの政策は全く新らしい彼等将来のゲルマン文化を築か うと 云ふにあ

るさう ｔ ごから ￯ Ａｩ ｾ 、 ゲルマン文化は直接には彼等の封象とは現在なってゐない。併し 、今 迄

の古文化保イf の熟は相首なものであっ? こ。特に 、 ベル リン市立博物i! i ¥. にはド イツ 民家の代

表型が賓測されて精制な棋型と共に並び、在、を驚喜せしめ? こo 11!: し、 それに負けな い気 持

で同様の仕事を して居るのは私達有志が組織して居る民家研究内の仕事で、既に同商や棋

型を以てする博物館も IH来つ〉ある事を記憶 して戴き度い口

一般世界文化に闘する徹底的な保作は、例へば、 ベル リン開立新博物以下j ペルガモン博

物館により 9;11 られ度い。ペルガモンの大建築の一部はI ! i 庁内に再生しにのである。元よ り環

境より受ける 印象が詩を失ひ、?二 三率的興味を以てするの他7郎、の憾があるが遊境 ベルカ.

モンを手取り早〈見るには此の他仕方あるまい。七九ペルガモンの現地に行って見て、

ドイツは酷い事をする、治踏を破壊しにと云」、感を持fこねばよいがと心配されるカ ; 0 [l iJ じ

事はベル リ ン民族博物館にある新ｽ ｻ｟ｾ ＺＺ省設見控訴の切り取りにも更に切賓に感じられる。あ

の中央アジアの謹境では、殊に現在ソヴ エ{ ト の勢力下にあっては往訪不可能であるから

斯うして博物館内に搬置されにのを見る事こそ幸であるが、 それにしてもル ・コック博 1:

は随分乱暴な切り方をしてゐる 。例へば、法在守'T，主 i!?f 以ーhの大きさの{;) I端fの壁を _ .); -と し

て切られなかっ＿ こ のでー数ｊ［Ｍ ｉ 二分けて切り取る。それは好いが切り取りが乱暴なｾに切り口

の帆 Ｒ ， Ｓ センチほど は形ｾｾたつに。而も 、 ｻ ［ＩＡｬＡ 象の背であらうが、顔面 ー であら う が容赦なく

切っ Tこ常に惜しい細部を失つにのである。此の様な非常識な護術依壌は勿論決して我が法

隆寺なぞではしな い筈でゐる。

スウェーデン スウ エ戸 デンには派手な過去の政治、軍事、宗教を話る様な建築が齢い

代りに、部品、が閑土色濃厚な民家があり、且つ、十六世紀以降のものを践し、共のー卜. 各地

方に就き多種多獄 、 誠に興趣 ｾ ｾきぬものがある。さるカＺ放に 、 ス ト ツクホル ム 郊外の ｊￎ Ｚ 卜 Ｎ

腕い地域を剥して民俗| 噂物船 「スカンセン」の経営が成り 、本館で民妻、土俗等に万. る詳

細 1i - 資料を展視する 他に、腕し、排内の森や野; を? 泣. t l i へば随所に各地の特色ある農家が共の

僚に移されてゐる。それも 、主屋を一棟? ごり移築しにのでは倒他が薄い。 一民家の敷地全

部を土地 ごと 切り取って持って米?こと同級にしに所に 、且つ、 スカンセン の大 きな似値が

あるの fら そ の上に建物の内部もその除、t l:民もその怖で依然として家を使ってゐる所に

スカン セン の大似1II立があるのTごく ] 1' 郊の来日介は雑詩 i tl: 宅」今年八月脱所枕fl H稿「スウエ
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ーデンの民家」にあり)

5  

扱て 、 再び我が闘に Ｚ ［｟，Ｚち巡り保イ ｦ 問題ｾＥへる口先づ 、 ［ＭｻｦＺ 米何等 ｆ 刻家的保存策に 問 でな

いものに民 主 誌がある。我が民家研究令は ｬ ｩｩｾ Ｑ 凶模型等を造つ ＿ こが 、 タ ｪ 論之は無いに優る程度

に過ぎない。その ｟ ｨ｜こ民家の質物を敷地ＱＱＺ Ｑ こ保 イ 子するのが針 人 のＮｅ ｬｬ 恕 ｬ Ｂｾ 。現地保作が不可

能なものに就ては宜し くスカンセン のvtげが法を共の慌に襲ト11する事亡。現地を離れる憾み

があるが、 日本各地の民家の各種各様の容易に比較し得る 便宜がある。北は千島ア イ ヌの

家より南は議噂高砂族の家までが一的所に集つ? こら随分悦値めり興味ゐるものとな るであ

らうと思はれる。少くも東京か大阪には是非ー筒所を設りに い ものである。 査漕昇来には

蒋屋を? 数軒移築して内に位はせ、人に見せてゐるが、之は蕃人土産を買はせる震の3主体物

に過ぎ子、接的{ 賃値も極めて海し、から問題にならぬ。

之は_ .f;Ttの建築博物館である。 そ うなると単に民家の博物館主限らす¥ 他に重要な意味

のあ る建築物で現地ではどうしても保作の途の無いものは集めるのも 一種の保作事業でゐ

らう。但し、|必|買 は之を許さない。阿賀は現地を離れれば1ii 値は減じ易い。原則 としては

許さない事とし＿こい。 机 し 、 悩朽して ｊｾ 道楽成分の 他 無し、建築の一部は之を診 し て一堂に蒐

めるのは立義深い事とイ， j 十る。政府は阿賀修硯の際技ー型の作製を努めてしてゐる。是等と

共にー館内に牧める事は是非質現すべき性質のものでなからうか。

建築保{ ( 問題を提げ、外岡の例を借りて我が問に於りる保イ子問題に ;及び市も思ょ、事はヲピ

分にめらは せ十、M珂蛇尾の長文に |墜 しTこ事を謝罪する。( 昭 13. 7，6)
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『壁』 か ら

一 一 住 宅 1f 新 政 談一一

村 田 治 夏B

「住宅」について書けといふ指令を手にして、 性宅の何に就いての意見を求めら れにのか

? 一向見首がつかないので呆然とし? こが、何でも思ひ付きを言へと いふ御趣旨と都合よく

解揮 して、 閑談を試みようと思五、。

丁度咋年の今頃から秋へかけてにつ fこが、十数年同に日本へ務もついて、 日本住宅、 ぞ

れも 典型的な安普請をしみじみ l床はつに結果、周悶の人速にし、つも放言しにのは、現在の

日本住宅の根本的飲陥は壁にあるといふ黙につ? こ。今迄は耐混といふ鞘ばかりが考へられ

て来Tこが、今後は耐火とし、ょ、黙を加へて、新しい安似な壁材料、壁精進力: 築 tP，さるべきに

それでな くては防空上から見て日本の都市生活は危険にさらされ過ぎてゐる。まにさう い

ふ壁をつ くれば、防寒の上にも非常に有効であるから、一石二鳥といふことになる 、 とい

ふのが大悼の筋fごつ Tこが、 この11 . の主張は馬の耳に念wドで、 まるで反特がなかっ? こ。

所が時勢は恐ろしいもので、 日本の技術家が中支越の空爆の跡を賃上也調子Eして、支那性

宅の構造の長所を認識し 、 きて日本の者 ｬｬ￯ｬ￮ 生 ｬ 宅 ｾｾＩｪ 主上 、 合連にどうにかしなりればなら

な くなって見るし光づ壁を改造するのが何よりも急: 務である事が、散にも異議な く承認

されにゃうである。やはり他人の百の説法は何の効. w ーもない我が身に火がついて始めて

情りが開りるものらしい。一年七〉ないHHに私の抱いに主張がγ 総ての人の常識になって

了つに。只、壁の新構造法そのものは、習態から何杭も抜り 附 してゐないで、更に今後を

期待しなければならないのは 、 気の ｦ ・ ｪＢ ｾ方が遅かつ＿この＿ごから 、 致し方もな い ことである

壁のこ とを先づ夜、が注意しにのは、長年の湖洲生析し湖付1¥の防京建築の見聞とに法い

に のであっ＿こ。満洲で煉瓦壁ｻＭｉＺ宅に生前しにＫ￭Ｍ・には 、 ｾＩｪ 容と防火との＿こめに煉瓦壁ほど ｊ Ｍ ＩＮﾭ

合のよいものはな い事がはっき1 ) ｾ ｲＮ ｉｊ ってゐるので 、 円本へ還って何より先きにｦｉｊｾにつ く の

が壁である。 これは私ばかりでなく 、満州・| 力、ら日本へ米る人毎が共の話をする。否、壁ば

か りでなく 日本位宅の傾向の種々な黙に 、あらが見え始める。日本{-I: 宅から一度離れて全

く異なって経験を するのは、政ーかに日本位宅の革新の? こめにも 必須のことであるかと 思ふ

日 本 人 に と っては 常 識の筈 Ｑ ｾＧ が 、 さて 日 本へ還って陥感するのは ｩ 品試の多 いこ と ＱＺＺ Ｐ Ｑｾｙｾ＠

1mへ行って 日本製の水利などが、乾燥のにめに反りかへり 、漆擦が総て本の継ぎ円で書IJft

て了ふのにも岡るが、日 本の徽の方がー居間ると思ふ。それで気付いにこと 1:: が、日 本位

宅の押入 れの設計で注意しなりればならないのは、その依置 と換気装置 とである。我々が

位宅設計を する時、 部屋の利用とか保光とかの防j係から 、押入れは兎角、外壁に接 する場
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所にとる習慣になってゐるが、日 本のやうに外壁の海い家では、外のi熱気が直ぐ押入れに

入り 、 市かも倒がしめ切りになってゐるので 、 主主々ｻ般の護 主 ｉ ｾＭ を ＲＲ んにする 。

この紙陥ｾｩＡｬｅげる ｬ こは押入れの襖を開りきりにする事 ｢ - - 法? ごらうが、 それは殆んど普

通の家庭では ｉｦＧ， ＿Ｏ＼ｩ ない相談 ｦ ごら う から 、 結局 、 外壁を ｾｊ 以くして 、 換気をよ〈する方法を州

するか、叉は外肢に援しない所 lこ設げることそ工夫すべき fごと 忠J 、。こんな 一寸しにこと

さへ普通の家には考慮してなし、。客11¥1の装飾などには随分注意をするのに 、押入れになる

と金 〈御添へ物のやうに般はれるのが、家事のj てからはもっと注意を初¥¥はれてよい場所ピ

と忠、よ、。

在来の 日本住宅を踏襲せ子、欧米風の住宅の間取 りが段々力11へられて米? このは、 現代 生

1Ii の上から首然のことであるが、 しかし賦米風雪鵜春めにすることは飴程巧へなければな

らな い勲がある。それは散でも 言ふや うに風土管慣が同じでなし 、からでもあるカヘ それ以

外 に 臥 ・ 米風の 間 取りそのものが 、 介珂Ａ的であるか否かを再考する必要があるから Ｍｲ ｾ Ｇ 口

欧米風の 中でも多少岱い明かも? : I Iれな いが、玄閥から mm¥l へ入ると腕[1111の一隅には階段

があるといふ 11日取れム可なり典型的? ごし便利な方法である。しかし此の方法を小住宅の

設計に まで使ふことは疑1mであり 、什¥- st <i ることなら 此 の謹を改苦・し fこし、 と思って私が試み

? こ例をヰとげて見 fこい。

米岡の簡易{" I:宅には玄聞も民間もなくて、外部から い きなり居間へ入れるのが多 いが、

日本の場介には靴をぬいてＧ ｟ｉ Ｍ ｟ るのが普通にから 、 小さ く とも Ｚ 玄闘は必 要 Ｍｲｾ 。ところで此 の

玄闘を利則する にめに、 日首りのよい南( f i IJ にM'( < 大き〈とり 、大きなガラス扉を南ーー商に

はめ腰壁やjぷにタイルを貼って、先i持もよい肱接室殺温室のやうにし、官官に腕いテラスを

設りにー設計を試みにことがある。施主も 菩 んで保f I j しにのであっ? こが、 きて賢績を見る

のに、生f . 1 i 法がそこ迄進歩ーしてゐないし、特: も玄!鋼労おひされにやうな感じがするといふの

で、結局ここが単なる: r ; r tぬぎ; 場 lこなり格つてゐる。これは神間に新設計がm倒されに好例

fごと 思って、 それきりで 中_11: しにが、 しかし扮て去るには惜しい楽fごと今でも思ふ。

3t :闘の次のJSdmをノj 、f1 . 宅から取り去ることが州来ると 、週ジ1'- が大分 l二日)Jかる。 I}、住宅の

設計 で は廊下の節 約 の次に来るのカ ヘ この腕 ｬ Ｚｮ ｾ何 と かすること に と思」、 ｯ 0/)論、各室l主

夫々樹ｊＧ ， Ｚ し てゐる 、 食 ｾＱｴ を ＺＭＭｪ 邑らなくてはｾＺ所へ行けな い といよ、や う な事を避げるの に は 、

どう しても廊下が必要fら そ れ で 最小限の廊下を使って、前[¥1¥1をやめに住宅を設計しにこ

とカ: ある。

その一案は平家fごから谷島? ごつ fこo ｪＨｾｍ からは Ａ 広接室への入 口 と居 ＱＱ 日 への入 口 の二つを

設 rrJ 1こ。符を肱桜¥f日へ通してゐても家族は居11日の方から玄闘を通って 11' ，入が1:1' ，来るので、

民ー聞がなくても少しも不自 rll を担えなかっ? こ。これは自分 b{ I: んで見? こので、はっきり成

功し に と言ひ得る。

他 のー案はご附家 Ｍｲ ｾＧ つ ＿こ 。玄関からやは り ごつの 入口ｾￌｩＺ '>、 一つは同じ く肱接室へ入
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れるやうに、他の一つの入 口は廊下への出入用とし? こ。 この時にも、客用と家族用との出

入口が区別さ れて便利であるから 、Jj)¥11刊の無いこと は苦痛にならなかっ ?こ。只、 この場合

には階段駅間 がとれないので、特別 の苦心が必要Tごつに。

一謹附段の位置は二階の安の性質によって決定すべきものである。 二階に客IMl などを? と

れば、/ + ¥来るにt 1 玄側近< Iこ設ける必要があるが、二併がj山室や或は家族J f J の虫であるな

ら、階段を玄閥附近のmt1mなどにとる必要はない筈である。それをどうかすると建築家は

混同して 、 何でも府 間にと らなければならないものピ 、と ｾへがもなのは 、 米 ＱＧＺ 考へが尚

いのt.: 。

こ の設計では敷地の関係から玄闘を米の中央に主つ＿こ ｯ ぞれで南側は米の端が書粛粂 ｆｌｾ

接室、中央・が食堂、西端が日本座敷の)1聞にし? こが、附段はそのl在綾牢. と食堂との 中間に、

幅 1米の直線式として、fQ { 接室からも食堂からも上れるやうにしに。克も附段と雨主主 主の

聞に は、 それぞれ扉が設りである o IWf _I -_ は階段の東西に )1這5誌が各一つ、 ぞれから 水洗便所

( 洋式大便器 1 ) が とつで ある。これにげ の事で出宅の一つを筑: 用にす る時にも不使がな

く、 全〈償問がな〈ても 、 あるのと同様の sド七質になってゐる。このtl: 宅は散が仕んで も可

なり便利t.: H  、i 、評判を受付てゐるので、先づ成功の方に入れてよし、か e Ｎｲ ｊｌｾ 、 。言ふのを

忘、れ? こが、! 世: 接織 と食堂と カマ判lfl1.: t1で、他は線、て民政きにし fこ。

以上場げに三例は何れも 大連の1J . 宅で、監は規則通り煉瓦一枚三ドj手である。 さうして宣伝

は大部 分が 昆敷 きにから、 監と窓とぶ ｉ ｦ，ｦ， ｬｾ￨ が違ふ ＿ご りで、その 他 は純日本位 宅と大 差な

い。にも 拘らすリj 、住宅主しでは湖付十| の方が、日 本の- -Ji J立レベルより少しji' :j いと JEょ、ので、

例を持ち出して見? こ迄である。尚洲{I :宅の革新方向を制定しにのは監材料の力が; 最も大き

かっ? こことを考へると、今後の日本1J: 宅の動きを規定するものも 、亦新 しい耐I " :}('I 'I二位材料

であらうと思五、。その黙でも糊消防; 日本の先駆者ーとしての i交を果? こしに事になるやう切望

しにい。既に満洲で経験しにことを再び日本で繰り返すのは lftt:."。満州iでの経験を土歪に

して、日本の新住宅は立 ち上がればよい のt.: 。
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阪 神 地 方 ァk 害 座 談 曾

昭 和 I 3 年 7 月 I 5 日

出席者( をま言II [i D 於 ・ 建 築 倶 築 部 室

幼d 口 -Jt: t口h- 組 手1: 幸 次 良¥¥ 玉 置 盟 次 郎

材、 行lj |司 出

111; y  

RI  手ち 力/ / jh民

堀口一 一 それ νや是カ ・ら座談合会 | 消曾い1: しま

す。皆さんおー忙しい所をお集り/ . さいまして、 合

革ft . う存じます 。

先般五白井さ Il の) j から 、今阿の阪紳士也7j を援ひ

まし 'U Ji" の家f : tj の被害状況に到する座談合を' 主主

して編特院H系の者fごりで防J fill し、色々話合して見

れらどうかと云 ｊ 、 ￭ｾ ｰ ｭ 案がめりまして 、 相談 ｌ 、＿二

しましれところが、枠賛成と云ふことで 、例案内

を申 1-. げすこ次第でめります。

それで協令のカと致しましては災害恨皮委員合

と云ふものもめりえすが 、 ｾｴ の Ｗｩ ｴ よ色々経技 Ｓ ちの

1也の除J係 で. 令としての調査はま fご大分先の7i に

延びますので 、 それ迄に 、 続 ｩ 帆 ｉｾｈ 係の者と致しま

しては ｲ ｾ￭ ｾｲ ｉＱ ｊｌ のヒの研究と云ふやうなしのは抜き

にして、' I ! ( 際の状況を見1: 日寺の感じと云ふやうな

ものに付て百舌合ひをして見ょうかと忠ふのでゐり

ます。就きましては大il 宣言吉の悩切をして、允づ第

l に原因に測する朝日ま菜、-;.r; zに被害状況、"M1 3 に

被害聖堂策戒は将Ｊの方針 、 ｾＴ に各人の感想、ｬｉｊｲ

う云 ふ嵐に大きく 4 つに分ちてお話をして主主いれ

ら. 比較的綴りが宜いのでないかと忠ひますが.

どんな L のでせうか。

亀弁- 一結

門家ではなしレ、のですカか‘ 吟ら ‘ 見てP1 . : : 1 : ま、の被害状

況に就て、建築家としての知識を加へて. 批i f ¥J を

し1: 9  gJ; は原因なりを? 探究しゃうと云ふやうな六

ケ敷いことはｾ Ｇ， Ｊな いですね 。

堀口 一 ー さうです 、 それは大惚雨fe: T; 幾ら降つ

れと云ひまして L 、共の白irか ら降つにものもみり

ますし、 l則前に 対する雨f立の皆目f系L ゐりまして、

ミ孝 ｾｊ＠ 桐 ヰ;
楠 ｾ ｬ 主

点主 ゴ仁τZナ

大 石 jl J!、
夫

げましれやうに 、玉宿ーさ八などは名占屋から9 1 ' (1:

人f t ' 案内して、 "J なり克明に j貨〈歩いて米 られ 1:

ゃうですから 、先づ玉置さんに概略お話会して戴

いて、 それに f'J て叉千' X- が々批i f 1Jなり 、感想を: i ! ! t べ

るとか、或は座長の御指名で順攻に我々の見1: Ji) r

を認すと云ふことにしれら 、 どうですか。

坂口一ー さうですね、 それぢや允づ全慢として

のお話をして蚊きませうか. きうすれば曳我々と

してもそれに引 出さ れて話が 11' ，* ゃうと忠ひま す

玉置さん一つおＧｾひ致します。

玉置一一ーそれは勉井君や布1同君よりは私のカヵ;

一寸古余計見? 二か L 知れませねが、共の i也の方より

も白金百十見れかどうか分りませね。

堀口一ー まめ一つお頗ひ致します。

玉置ー一級つにおー話をするやうな材料( 立命ちま

せねが、先づ凡 lこ行きまし 1: 範囲合同ヨしま すと.

5  11 に火後fごと云ふことを? 知つ1: しのですから .

ｾ ｴ の ｬ 免見 ら れ＿こら見に行かうと，思ひまして Ｎ tB鮭ト

げ1: のですが、 どうしてどうしてどの電車も情不

惑だ。是では1士カがないと云ふので. 翌日行くこ

とにしまして、 6 nの: 締役所に行くなり和田煮や

松村現金誘ってー特に出掛げまし 1: 。それは 9 時

頃でゐりまし 1: が、勿論行( J i ; r は催災地だからと

云ふので、 ちゃんと控飯合用意して行きましす: 。

勉井君! ま何も持って行かなかつれと云ふ こと でめ

りますが、;!t の貼我々は今までに災害の経験金額

んで居りょすか ら、7!<は飲ますユに我慢しようと云

ふ搾で. パン 1:' り持って行きまし 1: 。と ころ/ J ; .  

1it で与へ1: ら阿呆な話ですが. 足を? 鴻さす' に災害

地 を凡ょうと忠ひ まして、彼量産は L 、かね、比っちは

ー慨に言へなし 、やうに忠ひます。 いかぬと云ふ; 揮で、 可なり主主組りをして行きまし

亀弁ーーさうですね一 一 それで先程座長に申上 1: が、結 局 何 施 へ 行 っ て い 靴 制 定 さ や に 遜 る こ
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とは出来ないのでＮ到頭 華 ｉＱ［ ｾｈ えいで Ｎ ｾ先足で行き さう云ふ損害は莫大なものです 、今度lまヒドイと

ましれが. あんなことなら . 初めから思ひ切って 言ふても 、家が流れれとか. i}t JL1: c 云ふことで

銑足になって行つれカが 、 近滋ｾ行げて 、 宜い所

ｾ見られれかも分らなかっ ＱＺ のです。それで阪紳 亀井一一局所的ですか ι ね。

電車の背木から 211 き出しれのですが、国道へ日うま 堀口一ー さうです 、併 し範囲は狭くて も. ｾｴ の

して. 何でも住吉が l 脊ひどいと云ふことで、初 狭い範図の悲惨さは大阪のより L ヒドイやうに私

から住吉どり凡て来る積りでめりましれが、結局 は感じて居りま す。

住吉の住宅地 をグノレツと見 まして、英の日は芦屋 それで程遠は矢混り 6 Bに小板さんのカから 電

まで歩いて戻って*1: のです。 言古が飾りまして. 今から潟況を撤りに行かうと云

英の衣は2、3 日経ってからでありましれが 、今度 ふことで、結局濡れなげればならねと云ふので i需

は阪紳園遊の白動車が遜ると云ふことを聞い1: も れる用意だりはして行きまし 1: 。交遁機闘も殆ど

のですから 、榊戸まで自動車で行つれので、速か 駄目 1:' らうと言って居つれのですが、恰皮野間カ ・

つれのですが、結局英の日{ 立、大石川の被害地、 ら自動車がt I : ¥まし世こか ら、 それで問中まで行きま

生関川の被害地、宇治川の被害地、湊川の被害地 して. それか ら大骨量あの迭の本山村の被害状況や

等紳戸市内の ヒ' " イ 所の現場を凡で腕つれ認であ 甲南高等女豊島校を見、省線の(j ニ吉緩から 2 粁 位三f

ります。 部Iの堤防が切れて. ズツとレ ールが上って居つれ

字治川と湊川の方は兵庫県長の小宮君と菅君・に案 所在? 見ましてね。甲南小豊島校から住吉の住宅地の

内してJZつれので、普通プヲツと行つれのでは見 ｪｪｾ 見に霊長り 、 ズツと 川を遡って、白 ｴ ｭ 美術館の所

ぜてｾへぬ交遜ｩｬｬＡｬ断匿なんかしグ ｹ グン入って行 へ行き 、 それから重量岸 に波って跨って*1: のでめ

げに錫に 、比較的克明に見ることが出来れのです、 ります。向ムへ着い? このは 12時頃でしれが. 6時

最初の日・は潟i l ' t 機を持って行って撤しれのですが 頃まで見て麹って、潟民屋 L連れて行つ1: ので、

様災者が海山居ると云ふ中で潟挺を撤しれのは怪 可なり潟挺も撤って参りましに。

しからぬと言はれれので、 2度目には法慮して潟 笠 7 日には紳戸に行つれのですが. 1更は紳戸の

挺機を持って行かなかっ1: のですが、結果か ら凡 被害 l士あれ穆ではないと思って恩つ 1: のです。先

ると 、同じ搬すのfごつ1: 仏 紳 戸 の 方 で 撤 し れ 方 つ' 阪市中電車で新在家へ行きまして、バλ 述絡で火

力t 住吉で倣しれより効果があつれと忠ひます。が 石川へ行き 、彼慮を徒歩で述絡して三の宮まで出

潟民はこちらでも大分撤られれゃうでありますし れのですが. あの大石川の被害は唯線路の上を一

兵庫県系で可なり撤して居りますから 、 さう 云 ムも 寸見1: ｾ Ｂげでしれ。

のを ｾￆ 築協舎の雑誌に載せ ら れれら宜かもうと思 玉置一一上がR11いのです。

ひます。 堀口一一ー 上は能う 見に行き ませんでし1: 。それ

それで殺害の程度は、此の有ij の大阪の風水害及 で三の宮から加納町 3 丁目のカへ上って見? ことこ

京都の風水害と今度の紳戸の水害とで は、質が迷 ろが. 彼慮で立入禁止に合ひ、 ウロウ ロして、勝

ひますから 、一概に比較することは IP，* ないと思 際、の防空課に居ります内勝さんに 電話会主峰げ、 i討

ひますが、何 と言つでも 、昭和 9 年の大阪の風水 石 ｊｾ 貰ＨＮＱうと思ひましれが 、 内藤さんは ｈ ｾ て居る

害は区住IJ的 の大被害でしれね。それに比べると . と云ふことで、阪総に行つれら分ると思って. 燃

紳戸の被害は、見て吃驚しましれが、冷静に考へ 隠へ行つれところが 、 菅さんも藤田さんも ｾ ｈ て行

れら 、大阪の風水害の何分に常りませうか. まみ って 、 皆居らないと云ふことで Ｎ めの警察官 ｲ｜ｾ グ

4分 ノl かう分ノ l でせうか、それにしても京都の加 ルグル廻つ1: のですが、結局やって居 るf は消防

茂川の被害よりはズツ ト大きかつれでせうね。 課1:' と云ふことで、消防課の係の方へ行つれとこ

小林一一大阪は全惚で何低でしれか、今度の紳 ろが. 係の人が言ふのに 、被害地に は縫災者 も入

戸は 1jなt か書いて居りますね。 れない、催災者を入れると整理が lU衆な いので、

玉置一一大阪のは l 憶やそこらではめりません 普遜警察官も入れす' に、主として消防夫を使って

ね、港の損害Tごりでもn : に火し下ものですか らね 今屍惚の後掘をやって居るので. 絶望主に f也の者は

それ にあの時は工場や紛が海山やられまし7こが、 入れないと 云ふ こと でありまし仁かも . 仕方がな
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〈、t紘影禁止でゐ つれので 20歎枚 の府民を倣って その 1、i i I Eの電車の橋と 三悠の閉がー苦手ひど/ J ' っす:

午後 6 時頃に照って米まし7こ。それですから 、利 ゃうで す。

戸の被害 の甚し い所 lま凡 られませぬでしれが、 そ 岡田一一三越の前めにり は学治川が暗濯になっ

れでも見1: 結果から言ふ し そg : 通の被害なふ新 て居ま す。犯 は字治川 と云ふ名の停留所がめるの

| 切に報道さ れる所が大 きくて、'It 際 feY! . ると何fご で 、 どうして ｔ ごらうと磁 ｾ、て見 Ｗ こら Ｎ 比 の 電 車議

斯んな ことかと云ムやうな L のでめりま すが、今 のｦＢｉこ字治川がめ るとほ ｉｾ 、 て篤 い れ ことが ありま

皮は新聞 に依り替かなかっ1: ので . ff 際を見て吃 す。今度は この暗i廷があふれて電車道を 7，1( と砂と

鴛しまし 1: 。次の日にでも行って、燃燃の人とー 材木が走り三越にせかれて F淡の1i とそれから元

総にもつと賀際の状t兄を凡もれれら宜かつれので 岡I へも被害を及ぼして居ます。 ;舵岡田I の被害は ひ

すが. それが見 られなかっ1: のl主主主念でし 1: 。 どいですね。

玉置ーーなが行つれ i閉ま菅l . l や小宮君に案内 し 玉置一一皮岡田I と云ふのは湊川系統の方です 、

て!t: つ1: ので、充分現場を凡 て参つれので すo 泌尿の遊廓の J: う町位の所ーです。家は見 えないで

調口一一松共の行つれのは 7 日です。 すね 。

ま畳一一 私 !;t4、5日後れれと忠ひますが、土l礎 小林一-fJl i . l， 見 えな いのですか。

Hでしれから . 9 日です 。 玉置一- j <J ( も何 L 見えない、完全に紛淀なも の

堀口一一尖の? 昔時で、市l' 戸の取片付げ状況とか です。

被害状況はどんなでしれか。 堀口一一一大惚共鼠 は立入禁止でせう。

玉置一一私はね 、宇治川の上告fLからズツ トーl り 玉置一一普遁で は入れ ません ね. γ 皮監獄の予せ

まして大倉 山 まで行き . それから湊川の上の温泉 岸に '7-S・り ますかね、紳戸の刑務所自身も低い所に

の夜 る所設から ズツト下り まして、旋回町の被害 在りますから 、塀が民れて居りまし1: 0
刑務所の

地へ入り込んTごのです。それで大石川にしてい 所へ L行かうと云ム話でしすこが、刑務所へ行力・う

字治川にしても 、ひどいなあと思ひましれりれど と思ふと 、 F' ロドロの中へ大分入 らね と行げませ

い j花岡田Tに入って、殺j て被害の悲惨さを痛切に ぬし 、行つでも 、内部は絶望すに 見せて失れねから

感じれので す。それは何故かと言ふれら 、全部 の それは行かぬでl ，' i 主いと云ふ ことで . 結局見に行

家が管砂の中に埋ってしまって. 説明をして!t は きませぬでし1: 。住吉川 の水害地 を見7二時には .

令に現場を見れら 、是が被害地かと，思ふ位に紡麗 { P J と言・つでも大宮家の邸宅ばかりですから 、エラ

にズツ ト砂が被って居るのです。それで或る人目 イことになつれなアと云ふ位でありましれが、紳

〈、飯金主瓢1J[ fe持 っ て 居 つ に し 結 機 酒 宴 がH'J 戸では、 まみ大石川の7J l士別として. 字治川にし

- * るよー ー それ位事合査にな って居る。と ころ が、 て い 湊 川 に し て い紳戸中での細民街が被害を

笠間らんや. 其の砂の中 に皆家が埋ってゐ るので 象って府りますがね. 詰り高い所に頁い家が荘っ

す。 共の悲惨さは何とも彼とも言へねので す。そ で、低い所に細かL 、家が在るのですが . ｾ毛の細か

れを見 る 者 し マ アひど いことに なつにな と云ふ い米がやられれので すか ら、一府惨めさがひど い

どげで手がつげられ子、質際涙がこぼれるやうな ゃうで す 新聞には宮家の邸宅など の被害がダ j J

白械でし? こ。 それから三越の J，j'へ11'. て行って、三 デ j J C  11'.て、細民街のものは 111 なかつれものです

越から 逆に字治川を上つれので すがめ れで何です から 、東京滋りの反響は. 係り同情が無かつれや

かね 、付木Tごりでも小屋艇より更に大屋根のゑ位 うですね。 大臣などがよ艇で、共の悲惨な状態を丸

まで川幅道幅 l 杯に折 9 mって居るので すね 0 ・・・・・ てから 、初 て感慨に打? これれやうですね。普遜大

岡田一一 エライことになってますね. こんな被 阪の人でも 細民街のことは分って居な いゃうです

害状態は賀際見なきゃ話に 11郎、?こ V げでは想像力 t 字治川の洗域は紳戸中での細良部落で すが. それ

つきませんね。

玉畳一一共の材木の上を踏み越え踏み越え行ツ

1: のです。

源口一一 それは大合i J lから 見 える所でせう 。

玉置一一大倉 山から 見 下せる所 はま にましです

が A ツ力リ やられてし まっ1: のです。それからハ

ア ー と，思 つに ことは 、 砂の速やう来 ＱＺ 所は家が活ｾ

れす' に盟って居り . 7，1(のf置が多う かつれ所は皆芸誌

が流れて居 る。芸誌が砂で埋って居 る所は掘返して

}，i}ま すが. 調返しでも 何も洩って居な いの ですな
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ア、摘つ7二ら WL笥とか火鉢j; ; 出て* さうなもので 、云 ふ甚大な被害になると 、得手し て その被害を

すげれども 、何も出ない 、砂ばかりなん打、忍は m: 築屋や土木犀の罪にせら れま すが、 それは非常

茶の話0K惑いて、一寸日乞鴬 しましすこがね、砂が何 な間遠? ごと恩ひま す。どんなことをして い 何 し

ん1:1' 速や う来れからと言つでも 、共の"，1に矢張 h ろ納戸の測候所が始って以来、めんな雨は降つれ

Ｊ が来て居 るのですから、水が 来れば Ｎ ｾが浮く ことはな い と云ふのですか ら、仕方がない認で 、

ので、砂が来るまでに 箪笥 も何 も皆持って行かれ 大穂 3 日間 の水量 l立、坂本博士に依りますと 500

ると 云ふ探で、空ツポ になっ1: 所へ砂が出て来7こ ミリ ださうですから。

ので すね。 綱本一- 467粍ださうです。

IJ 、株一一ひどい所は2尺3尺とみる聞に埋めて行 堀口一一矢張り時間に捌係 しま すね 。卒均 して

って逃げ る自民もなかっ7こらし L、。 降 つ れ も の で な い 一 時は殺のやう に降つれと吉

岡田一一水の走る所はホ ースから* f t ' 紋* する って居りますね。

やうに 、 道の上告 ｾ Ｓ 尺位の高さで走る 、 Ｓ 尺位 こ ち 綱本一一 それから六 甲にプチ包・つれやつが 山崩

らが低くても 、こ ちらへは来な L、 挺直ぐ に走つ れで全部流れれと考へて宜いさうですね。

て行 い それは' l l f に物凄い ものださうで す。 岡田 一一吸込む自余地が無かつれのですね。

玉置 一一間際脇目を鯛らぬと行〈さうですね。 亀井一一それから話がどう飛ぶか分りませねが

周囲一一私 の室の犠災者が云って居まし 1: が、 よくめれを? 見て . 1込林の専門の方の人は植林を云

* が来初めてからアツと言ふ聞も無かつ1: さうで 々する し、生木専門のつおは川 のH音i阜の こと を云 h

すよ。時間 lまハ ツキリ分らぬりれども 、鴨居迄浸 しますげれども 、植林合すると言つでも 、ゐ h 云

* するのに う分まで僚からなかっ1: と云ふことで ム山に 大きな樹の植林はし、かないきうですね o 111 

す。 海弘前智大 き〈し 1: のは大きな松の樹が原因Tごさう

玉置一一荒田町の埋つ1: 所 を 見 る し そ れ が ハ ですよ 、つまり山の中腹に大きな松の樹が櫛って

ツキ リ分 る、同じ帽でズツト行って止って居 る。 居って、 それがあれTごげの雨になりますと 、御影

傍選へ それで居な いですか ら、砂の ある所か ら、 の風化 しれ砂 111である fごげ雨水はグングン根元へ

砂がない所へは、 10何尺の差がめるのですが、不 浸透して行きますか ら、主主には白 ー竜に依ってモロ

思議なものですなァ 。 にド‘ ツと ffl ぬiすることになるの は首然な識ですカ・

岡田一一行〈道の傍に低い所がめっていきう ら、六 甲山 には寧ろ i能木類を柿えるとか、或は伐

云ム所へ行かないで、 民直ぐに行〈。コンク リー 採 をして、御影の岩山が腐る所 まで 廃 らしれカヵ:

トの塀等に突きあれって. 始めて方向をかへるの 宣いと云っ て居る幕 開家も あります。それで砂の

• 
です。 上へ物を置い f: やうに 、傾 斜 が 緩 く で し 砂 が 尉

潟口一一 そんなに速力がめつ1: のですか。 れるし共の方向にとるさうです 、 それは巳むを

亀井一ーエライ [ ス ピード」であつれらし いで 得ないので、土木屋の邦で L なりれば、建築屋の

すね。 郊でもないと息ひますよ。

富田一ー さうして共の内1Mの遜 りに は材木が入 豆量一一 それはさうですよ。 111 0 伐って住宅放

って居 る所があつれですね。 地 を治つれのが恐いとか. 川をめ、云ふ風にしれ

亀井一一瀧口と云ふ所は 2 つの川が Y 字形にな のが惑いと か. ' t 若林署ーの人は樹のあつれ山を符平等

って一つの川になって暗渠へ涜れ込んで居る とこ って線にしれのが; ，&" 、と言ひますげれども 、 そん

ろTごさうですね。阪:径三宮を下って流れれ川の系 な僅かばかりのことで、め、云ふ風になるとは思

統はどっちですか。 はれませぬ。現に山から統れて来 f: 松の樹などを

玉置一一生阿川の上が布引ですなァ。 見 る し 枝 も なりれば根もな し、。 幹が背皮が剥 げ

亀井一一 こっちのカはどうで すか、西側の川で てしまって居る。それは如何にむlt が念であつれか

すね一一 束のコちから三宮の方へ 向し 、て米1:7R勢力 Z と云 ムことを示して居 るii1!で すね。 それで三越の

5齢、か ら、一皮に ド・ッと来て、H音混合潰 してしま 1二の:M ごつれで すが「布六 甲道」と 記しれノ、イキ

つ? こので . 縦令 Ijf. j渠としても . 欠汲 り三宮のカヘ ングの道案内の棒抗力: 流れて* て居 つれですが、

涜れ込んTごと専門家が言って居ります。 それ であ 私 はよ く六 甲山へ鷲 るげれども 、家のめる所とか
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川 をl暗渠に しす: 所には「右六甲道」と云 J 、やうな

棒杭は立って居り ませぬ o tごから 、 めればズツト

上のカのものだ。それで新聞を? 凡ると主若林署ーでは

土木屋が惑いとか建築屋が惑いとか言って居るさ

うですが、 めんなものが流れて米て居るJ i J ife見る

し 後 林 署 ど り の J，j'管範国内のJ 9fがどれ位やられ

1: か能〈分る押，で、結局符漁想外のことでめつに

t 云ふことだりは確かですね。

亀井一一山 の天洛の方からやられて居ることは

下から能〈分りますね。

富田一一水分が多量に含んでの山嵐と云ム L の

は、 こうではないかと思ひます。土砂の質により

アングルオプ リポーズ休止角 に止まって、僅かに

安定してゐる念な斜i可が、7) ( を含むことによって

休止角が次第に絞かに傾いてゆき . その j (j 皮が樹

木の微を横ぎるときは、 その根が補服してまだ安

全ですが、更にま並んで毛根昔1I 分に至ると 、毛械は

柿仮に役立つ弧 さを持 1こな い上. 毛栂に依って風

化 されて、地主主は弱められてゐるので 、まEで句J 防I

されて落ちるのではないかと思 lまれます。このこ

とは雪崩の務ちに個所の、雨叡IJ に現{ まれてゐる縦

断商をみて考へ? こことです。

玉置一- tごかし樹を植えて居る所とは闘係 lま

無いのですね 、 樹 ｦ･ 柿えでもｾライダイング ・ プ

レーンが樹の械のまにドにH -H)粍る認でせう。

富田一ーすべり落ちるのにー苦手好いコンタイツ

シヨンを作る面です。

綱本一一大局から見れば. さうかも知れませね

に弓つに経験がめるが、地質も 主主ムし 、i孫林地併

で 、 Ｊの ｾｾ�［ 5尺位彼つに所l ， Gちり土すから 、雨

s : はー孫多いさうですが、 よ< 1及込みますね。

玉置一一一併 しめの山に樹を植 えても駄闘ですね

僕! 土砂防工事 L どうかと思ひますなァ。

亀井ー一地質ヵ: し、りませねなァ。

玉置一一一それは t 飢IJ た' げが砂fごと云 J 、なら 、是

l土砂効工事でも宜いりれども 底まで砂なんだか

ら、 k側fごげ砂防をやっても 、 それよ り下の所で

崩れて氷る、 とこざり山を崩してしまって、 もう

むit れぬと云ふ所まで低うするまでは被害がある却

ですね。

岡田一一- l i I ! . めるかな。

亀井ー一一海が四つれのが所謂砂とりの丹署史です

ね. で古い JI寺代 lこは人が居住して照らなかっす二の

で、入者に被害は無かつ1: から世間の問題となら

なかっ? このですね。

桐本一一芦屋とか住吉とか あの溢の土地は元

川々が沈れて3 f t つ t: l ，ので. 川カ: 排へ1: ものを川

が献すの fごかも 、日り自il ｴ ごと言へば 、 ｾｾｾ［り古 ￭ｊ です

が、技術屋としてもやれる Tごりの ことをやらなか

つれのはI]n主Tごと忠ふのですね。

岡田一一戸屋川の、迭はドンドン山を樹してi裂な

でして居るのですが、行って見ますと 、川が遂と

一緒 lこなって、元の川帽の 3 f存位になって居まし

れ。無;治川床も高〈なって居ります。僕が覚えて

居る戸屋川は20年ばかり自ir には阪念のNf でもズツ

ト川床が下Tごと思ふて居りま す。まに爾方の後岸

が，僕{ ま武庫川とか夙) lj (ま前 iこ思ひ切って砂防工 工事も何もしてな〈薮でしに。

事をやって居つ1: か色 、彼慮は砂の被害は少かつ 加藤一一石キリ の所のハlはもとは今より腐かつ

れので、無論地勢にも依りませうりれどしゃっ 1: 。それを技術的 に餓り縮少してしまつれと云 L

ても駄目 Tごと云ふことで、砂防工事をやってなか ことが一つの原因をなして居ると思ひますね。

つれのが被害金大き〈しに原因 fごと思ひますね。 岡田一- j l/i WI 侍は川のセクシヨ Y がY 字形でみ

亀井一一今は柚林を 問題 に し て 居 る の で 砂 防 つれ械です。今見るじ 川底力: ズツ ト上って、平

工事の効果は我々も認めるのです。砂防工事は 、 かになって居りますね。

植林と主主って、私 L必要だと思ひます。同じ被害 源口一一人工的に川幅を狭め 1: と云ふことも j京

でも 2段3段にして、人の住んでる幅減に来るまで 閃でめり . 色々原因はありませうりれども 、果し

に. 相官途巾で相常法度を弱めて居ると云ふこと で土木屋やｾ築屋がめれ ｦ ごりの被害を止め得 る か

が考へもれます。六甲の 山に は大肇ケ原宿皮の雨 何l何ん と云ふことは問題ですね。

に見舞はれ? 二ことがなし、かしめれどりの雨が来 亀井一一幾らか減少することはi I ' ，- * ます: がね。

ると 、とるものは併とる隷で、必す' しも砂防工事 岡田 一一一広は 6 日の: 初、阪念電車で園田の住宅

のみに 依存して被害が防げるものとは思へません 地に下車して見ましれ、既に水は号 Iｾ、て居まし ＱＺ

ねo が彼. I I l は約 5尺浅い t: 様です。彼民主力、ら 今度は西

潟口一一 私は雨の溜山降って居る時に大蜜ケ原 の宮の方に 肉って 、西の宮の一つ手商ir の武庫荘と
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云 i 、住宅地に参りますと 、少し1， 7. K について居ま

せぬ。叉商 の宮北口法は7.Kで は何時 L 浸か る所で

あり ますが . 今度は路の 上 3 寸位しか来て居な い

のです。園岡の方は大阪に ili いに掬らすーあれだ

げノk浸し武庫ノ J荏の方は何ともないので . 調べま

しれ も、園田の西側 のつぢに川がゐ りますね 。

玉置一一猪名 川 です。

岡田一 ーあれが決改しれのです。 ところが、成

j章荏は武庫川が 決法 し1:ι 、/li l箆! と悶じ J伏)i i!l にな

るの ですが、武庫川が決改ぜゃに む11れて居つにの

で、助かつ? このです 。夙川の流域の住宅地も夙川

が無事Tごつにので助かつれので す。

小休一一因岡の南の j j は浸って居まし t: が、先

年の風水害に浸水 しれので地上げをしてゐましれ

かt。

岡田一一南が約 4 ) 王位浸って居りまし t: 。武庫

川 L 夙)11 1 ，挺直〈に改修して居 りますが、猪名川

は吹修してな いの で、 S 字形に創り IliJ つて居りま

す。且つ川幅の約3分 ノl位に水流がめり . めとの

3分 ノ2は竹主主になっ て応りますが、jjt ;;布と同じ高

さになって居ーます o これが同航11にありますから丙

fi{11の方へは潰れ宇に堤の滞い国間住宅のj ] に匂j れ

1: のです 、阪念住宅部では竹取のs iの上を| 余り 、

改{重苦しながら国間住宅地に地 1:.げを? して居ります

が、下流の方から 、阪急の鍛橋よ り-1、ーの j J まで米

て居りまして、i阜々上流へ及して行く政りでめっ

1:のですが、 それが間に合はす上流の永改修の} 好

から 匂j れ 1:t;主です。

加藤一一 めの附近の住民は堤防が決潰し 1: (.， 園

間住宅地がfι いと云ふので、十? 彼慮に行って砂防

僚をしれので すが、ト ウ トウゐ: (1-な ことに なっ1:

のです。それで一両国聞は没水して之れが排水に

困つれので すが、 めの l、のカに紡総がめるさうで

すが、ゐれを? 切ってj斬〈温 水ぜしめ? こさうです。

岡田 一一*i ま可なり速く沿いに らし いです、6

日の111時頃でしれが 、 もう 浸 水はありませんでし

仁。国聞の住宅は下水が敷地のレベルよ1 ) 3 尺位

下の j J にあって、其民主{ f 7)Cが洗れて居りまし1: 。

浸水 と同時に岡のmが派れて米? こらし い 大抵の

家( 土 3 寸位混が航って居まし1: 。それを? 木片で以

て押ｈＭｾして居るのですが Ｎ 悲惨なものでし ＱＺ 。そ

れが武庫荘は市中戸側 に近いのに 、武庫川が切れな

かっ 1: 錦に助 かつて居りま す し、夙川住宅地も夙

川が切れ なくて無事でしれの は、川 の攻修と永吹
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ｻｾによるものと ｊ ｓ ｌ ひまし土。

大石一一 めの し 阪 紳 の武庫川筋は消防を総動

員して 、 決心 Ｑ をｾＧｬｩ手術し ＱＺ さ う で す ね。

亀井一一一水の吹〈と云ふのは 、専門家に言はぜ

ると 、非常な*' I 51i : が氷れば、 それだけプ レツシヤ

ーヵ:1mりま すから 、 ) t の爪J! 賓の7)，h: _I : って I火山す

のださうです。それですからそのことを後想して

倫へをしなげればならぬので すが 、土の -({こ る}iJ iは

何芸品念頭!つでも 7.Kはず正 るので 、 ぞれが吹H'J すので

すか ら、 さう 心西日しれものでな い、武 J京)11はそれ

が後想して ゐるのだから 、大丈夫だと云ふことで

す。

岡田一一夙川は〉平屋川と迷って、川底力; 大分 ド

にあって、土堤/ J : 高いです o ｗｾ 川 に は関係先が一

軒あり ま して 、 Ａｰ ｾ川 が 切れ れらと 心凱 して居りま

し1: 。

加藤一一阪念六 甲と御最多停留所の '.1' 問、砂に it[l

れれ家カ :多カ ・つれが殊に橋のある} i J iでひどいこと

になっ てゐる 家がありま すね。

岡田 一一家が半分切り取られてrnますが 、 その

す く 」 二 二 ｦＮ のぷ ｬ よ 川 の ｪ｝ へ突 き ｾｐ ｉ て尻 る のに ｻｮ ｊ とも

なって万7ません。ゐれは斯う fごさうです 0*が米

て ＱｾｽｴｴＧ ｬＧ の橋 ｴｬￏ に訟って ノ ＧＱ ，が 怒 れて廻る秘な吉ｾＮｻｦつ

げ られれらしい。それで直ぐ nUIに有 る川に炎11' . 1:

所の家は何と L なく ‘ それより 1:沈で1児の i二に.(f

る家が流れれのです。めれで 凡ると 高い所が大丈

夫で 、低い j引がfι いと言ふ ;r，*; IこL、かなし 、。高いm

の米が反れて 、 Ｉｾの ド の低い月 「 が安全なん ｔ ごから

ね。

小林一一石、は 6 111こ同色・まで省線で行しそれ

から ｉｾ 道へ ｉｐｉ まし ＱＺ Ｐ i叫宮設は前日海つ1: と云ふ

ことで . どんな ことがゐつれかと忠ひまし? 功、

歩い て凡 ましれが 、 ケロリと し1: 様子で 、市役所

にがート が一つ泣 いてあっ1: から 、昨 n使つれの

だなと忠つ1: ｜ Ｂりでし ＱＺ 。 本線へ ｡Ａ ， て 、 予ｾＢ木まで

電車で行き . それから徒歩で線路に沿うて行つれ

の で す。とこ ろが 、 めのｾ 監 は阪 市中の築 堤でぜきと

められて、被害がひどく殊に 北側11の方の墜の7.Kの

港 い れ 跡 を 見 る し 確 に 軒 ま で*1: 様です。ま fご

床上 よで浸ってゐ1: のが湾 Li li ちりまし -{ : 。住吉川

の減橋は橋脚は勿論橋町ヵ: 昔14i れて、線路と枕木が

プラプラして居て、 そのjι 験な所を雨制11から少し

づ、歩かしてじまし1: 。御i 0 までは電車が湿って

ゐまし 1:
0

［Ａｾの 迭 は被害 ｴｽ Ｚ ｾ 眠かつ ＱＺ 。それから関



道に ｈ ｾ て 、 更に佐吉まで歩いて戻つれのですが Ｎ

灘中準のがIの停留所漣りに大きな御最長石がゴロゴ

ロ勝がって居 h 一寸」じへ入ると省線の上に陵情

ヵ:架って居るのですが、陸橋から干す線の線路を見

ると . 全く砂原で、線路はすっかり埋まり 、何 L

見 え十きれいなものでし 1: 。その近〈の鍛道の官

舎でせうね、 上から流れて来? こ大きな石で角ツコ

がプチ媛され7こみ之や 、叉皮を? 紛E査に むかれ1: 大 き

なよ主木が、角の家の羽目板を破って突差し 1: のが

ゐりまし 1:
0

iちの石l土ヒの: ちから流れて*1: のも

あるが、 めの浸から繍 lHされれのもある様です。

玉置ーーあれば川の雨1l l lJ の邸宅が、皆めの石i '

使って居つ1: らしし、 、だから 、奥の方の L のだげ

でなしに雨恨IJ のものが相蛍あるらしし 、。めの伊孫ー

さんの上の方に 、野村元五郎さんの家がゐります

が. 特大きな石i ' 使ってめりまし 1: 。

岡田一一. 4 日の日に僕の附係先の者が伊藤さん

の家へ行つれのどが、 エライ大きな古がしますな

アと言ふと 、 あれは石のi ' i Kれる IJ- 1ごと云ふことで

錦りに能く是正念付りて見 ＱＺ ら 、 川の ｾｉ i' 1  jミから

lr uす位の大きな石カ: コロコロ沈れて舟? こさうで

す。

小林一 - 3 日の筏から雨が降り lHし、4 日 l 日中

降りつ ｶ げ Ｎ その夕方 ｩ こは相官水力 ｱｬｾ て居つ ＱＺ ら

しい。阪急、の附本から少し上の人ですが、 5 日の

朝 6 時h氏、危 険fごか ら、起きて早く泣高it せよと l町

内でふれて他lつTこさ うです o さうかうす るうちに

どっと物凄い背を1: て' " iJ li 学j震が*1: C云ってゐ

まし 1: 。

岡田一一大石川の上涜は 61時頃溢草花し? こさうで

す。僕の建て 1: 家主; 大石川の上の方に l 野あるの

です。それは不問iならさう云ふことはないが、 ヒ

流で 山足首れがして、川のつお向を鎚へ l つ谷を越し

て川カ;V¥( れ始め . 私 のやっ1: 家の j j へ統れてV，C! こ

のです。原因を探究しなげればいかぬと云ムので

上のつちから ーピ流まで謝ベて見まし 1: 。大石川の l亡

のj j の; { 主惨なことは 、阪急、の上の j j 約 8 ! j r f の家が

一度に流れれさうです o 上の j j を探究して凡ます

と 、 六甲中ｾの敷 地 がｬｬￏ ｊ ぷ中で ＱＱ Ｑ を伐って ｉ 也均し

をして半分型文が終つ? このが、崩れて* て谷i ' 時

め. 反鞠の方へ流れるべき 7/( 台、 こっちへ流れて

しまっ仁ので少なからす'無念に必ひまし 1: 。

玉置一一めの大き L 、石がちlt れる のは 、手'}J 命7/(勢

は大しにものにｾｾひないげれどい案外容易う苦心

かせるのでなし、かと思ふ。と云ふのは、土と 石な

ら、石( まナカナカ動かぬげれどい何しろ針手が

砂だから 、恰皮砂演の7 / ( うちぎわに立って居 る と

足のｾの砂が竣はれて 、 作 ｈ 注までもす，って行〈や

うに 、あの右も石が押されると云ふこ t でなく ‘

下の砂が渓へられるに従って、自然に流れて行く

のでないか、 ょう考へて見ると 、めの大石もさう

大しれことでなく 、流されるのですね。

岡田一一幽準の所では橋にせかれて横に園道の

カへ大石が流れて居るね。

玉置一- 1ごから 、めの園 i堂町耳石i ' 除げよ うと思

つにも 、* i ' 持って来て . 下を淡へ1: ら可い。

亀井一一 僕 L どれTごりの7/( カがあっ? こか と云ふ

ことが問題になるのでめるが、l調〈と ころによる

と毎秒 3 米のものどから 、 自動車より濯し、筈な も

のでめるから 、 そんなもので流れるのが常識らし

いし . J Z我々の概念には石は重し ¥ ナカナ カ流れ

るものでないと云ふ泡念があるが、下に砂があ れ

ば、T i ' 掘ると 、事専がるに迷ひな いのであ ります

ましてや住吉川の如き傾斜地に於ては石11縛 る も

のです。

玉置ーーま打率ろ家の方が流れ恐いでせ う。家

の竜心 lよ符上にめりますが、あればどうですかね

どの法まで1. >¥( 1: らす申告白されるか. 軒怖を越さなり

れば、浮きま すまいね。

岡田 一 Ｍｊｊｾ￞［ 静かに ＱＱ｜ＱＺ 場合では 、 屋根の所ま

で来ても 、 ジツとして居りますよ。

柄本一一軒を越し 1: ) i ) j - がありますね。

玉置一一それでも浮きませぬか( 浮か民浮かぬ〉

屋根全部浸つ 1: ら勿論浮〈だらう。

岡田 一一大抵家が流れるのは基礎が洗はれて .

ー絡に流れ るのですね。

宝誼一- 1ごから 、家主? 流すことは、ゐの大き い

石を流すことより革!t しい。

堀口一一大骨量殺害の状態は承りま G1: が. あの

毛皮ｾｻ･丸て 、 建築関係者として 、 者ｾ市計量主とか云

ふやうな計主上からの税装集もありませうし 、住宅

建築に付て絶望守的安全を矧すると去ふ ことは 11' ，11主

ないでせう力、 どうし 1: ら些っとでも被害を少く

するとか、尖のf也何かお気付きの鮎がありましれ

も、オグ言吉を?頗ひ f こい と，思ひま す。

玉置一- "J..(， 勿論JCの積りで行つれので すげれ

ども . 行って見て是ではどう家の補強をして見 て

も何に L ならぬ t 思ひ 、寧ろ Itl 控トげる 前[ の考ヘカ
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が音量り浅まし過ぎれのに自分の浅はかさを感じれ かつて舟る。まめ果して尖の局でゐつれかどうか

位で 、 めれではどうすることも ＱＱＧ ，ＪませｾＮｬね ｯ 知らぬが，7kは共感から裂のカへ流れて居る。め

亀井一一相手がゐまり大き過ぎれので はな いで れなんか f!.燃でめっ? こか分らぬが、確かに大きな

すかねo 樹が非常に役立つ ＱＺｾ Ｇｊですね。

桐本一一 僕 L 芦屋の近所で普遁の餓筋コンク リ 岡田 一一 住吉川は上のカで一度止つにさうです

ート の塀が倒れて居るのを見ましれが. ゐ、云ふ ね、一時脇に外れれのか知れませねが、一度J r. つ

もの合見る と、結局玉置 さんの仰しゃるやうな気 て叉来? こと下の方の人lま言うて居ります。

持 にもなりますね。僕等の常識で建て f こL のは 、 亀井一一ー都市計笈的に或事長皮まで言へるのでな

卒生はそれで宜いのだりれども 、め〉云ム水力 :来 いかと思ひますが、川をして自然に流れしめよと

て洗はれにら 、純け' るのですね 、矢張り結局は地 云ふのも都市計百f の原則Tごと思ひます。ゐ、云ふ

主主力 t 弱いとか何とか云ふ結果. ゐ〉云ふやうなこ 川の7k の無いPJf( ま遊園地にして置きまして、何カ

とになつれのでせう。 淀川の欣水路のやうな役目をさせ、不断は7k a: ' チ

周囲一一線塀は今度はチャンとして居 1: のがめ ヨロチヨロ流して泣いて、災害の時にはドンドン

りましにね 、大石川の岸にめっ1: のを 2 つ磁府民 * i : ' 流してしまふやうなことにして置げば、宜い

にとって来ましれヵ; 、和I ! 塀の先に助かつにのがゐ と思ひますね o )11 と言ふと 、常識仁道路より低い

ります。 認ですが、めの沿線の川と云ふものは 、我 h の通

小林一一 それから石を了寧に厚さ! . I 享〈積んど って居る所より高いのですから 、不思議ですよ 、

のも被害はなかっ1: 絞です。 而 L汽車が川より 1: のJoJ fを遜って居るのはおかし

岡田 一ー さうです 、阪急; の芦屋川の停留所の す いと思ひ ますね。

ぐ上手の住宅 L 石塀の銭に 、* 勢力: 閥横に それで 岡田 一- ' ! X際おーかしなも んTごね。

家カ: 助かつれのがめります。 桐本一一ー今都市計鼓的に仰しゃいましれが、水

小林一一 塀さへ完全に 111 *て居れば、門のPJf へ の被筈は大しれことはい、ので、結局妙の問題 ζ

有り合せのものでノぐリゲ ード を築き 、燃念、の彪世 ゃないですか。

ぞ す る し 7k 1. 可な b防げるらし L、。現に敷地の 亀井 一一砂にしてい矢張り人工による沿岸工

外で 4 尺位没ってい敷地内へは少しも入つてな 事などをしないで、 自然の備にして置いれ方が宜

い所がゐりまし1: 。 かつれと云ふやうな話をして居る草刈可家も居りま

岡田 一一 ゐりまし ＱＺ ね 、 門の ｅ 揺をｾから炎張り すね。

を支へ 1: ものがゐりまし1: 。砂はグツと氷るので 宝置一 一それは生阿 川でも今度の7kの溢れて居

さう際聞から来るのでないから 、門の戸を閉め ?こ る状態を凡1: ら、新1: に掘っ1: 新生閃川営放つれ

V げで助かつて居る月If が冷ニ山あり ます。 らかして泣いて. 昔の生悶川の上を流れ 、湊川で

小林一一 それと阪訪中沿線の地事去を凡でし 111の し 新 湊 川 ぞ枚つ1: らかして置 いて ，m湊川に沿

ブJ か ら*1; :流れて来ると云ム事がよくわかります って低いf > J d ナ流れ仁 o tごから 、 どう L 人工事nりは

その流れて基? とるカに大きな樹木や或は火大きな邸 ないですね。結局人間のサイエンスと云ふものも

宅でもゐると 、流れがA の樹木や家でせき 止 めら 自然a: ' DE1IGすると云ふのではしに 、如何に自然に

れる形になり流木などで自分の家がふ・ち} 裂され十 従ふて行くべきかと云ふことがサイエ; / 7 < . の本領

にすんだのがあります o t:. と云ふことを焔切に感じさせられるのですね。

玉置一一新聞で見るし住友の本宅が池もひど 質際都111・1iHEでは 、JI寺々不自然なことを? ゃるから

くやられ? こと云ふやうになって照りますが、税場 ね。

はそんなことはない。現場を見ると 、流石住友さ 堀口 一一見に角 めまり幾何与が]に 百I.i! f しすぎる

んだりに他臓には無いやうな大きな樹が滞111椛つ 傾きがめる。

て居って了ｾ数ＮｬＱ￞Ｎの傾斜 ｌ そう泡 ー でなくな ｦ ごらか 亀井 一一設計台する刊に 、ヵー ヴの線を引くの

でめっ1: ;fij に上から流れて来1: :;J:ヨヵ: Jt. の樹に引怖 が厭なんです。

って、何 のこ1 : Ｈまない ｾｴ ｐＮｬに天然の万担カ Ｚ ｬｬｩ られ 堀口一一欠税り現地に口iJ してやって: c t ひ 1: . 、で

ＱＺ やうな形で 、 ｊｴｾ 包でＪが ｬ 食 止 められて 、 家 Ｈ￬ｬｬ Ｉｊ すな 。
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亀井一一土木屋さんは烏口を自由にヲ 1. 、て居な のゐる所のめ J1. 1ごりの敷地が出来1: の{士、 ホンノ

カ也 、資際に設計する運河とか道路にな ると 、欠 3温か4適位の大洪水で n1列互にのでな L、かと J忍ふの

低に λ トレートに やりれがるくせがゐると思ひま ですが、常にめれTごりの砂ぞ流し得る大きな 川 を

すね。 玉詮さんが受持って居られましれ建築のお 準備して置くと 云ふ ことになつれら . 震に大鐙な

合、}.;I J でめるから 、安いですが、 どうも め〉云ふ こと 〉思ひます。だから 、 まめ震度 0.1 で、 それ

起伏のめる所に はカーグ定規 を使って L 差支ない 以上の答合のめるのを承知で建築の設計をやり 、

と思ひま すがね。 同時にめれにげの* が出て来? こ筋合には、浸かる

玉 置 一一今度司王lま痛切に 完全な針策lまないと云 のぞ承知でやらなりれば、設計は ill 衆ないと思ム

ふ結論に到 達し1: ですなァ 、 中途ノ、 y パな主主策は ね。

A も角として完全な聖母策を作ることは殆んど不可 加藤一一 それはさうで すね。

能に 近い。それはね 、今建築の強度計算では震度 綱本 一 Ｍ ＺＺ ｈｾ の Ｐ Ｎ Ｑ と云ムのが 今 まで無かつれの

を 0.1 でやって居るげれども 、めればね 、今 まで がL 、かぬのと逮ムのですか。

の被筈繰皮から凡て，0.1 1ごつ t: ら、大骨量耐へら 亀井一一ー ところが. 今 まで測候所で計りまし 1:

れると云ムことを＿基準にしての詩ですね。併し ｾ￧ JoJ rで、大積 300 粍と云ふのが一番多かつれ、だ か

の 0. 10_t のものが来れし今耐へて居ると云ふ ら、500 粍と云ふのは官民想、しなかつ7こと 去ふ鰐で

やっ L 、殆ど金百11駄目 1: ' 1 : 云ふことになるのです す。

ね、苦手ひ今 まで信用金得て居るのは、O. 1 以ドで 桐本一 - 500粍 まで来なくてい いって居つれ

ゐつ1: からで . 今度それよりひどいやつがTIそれら のと主主ふのですか。

一館主主築屋はどないして貯にのかと去ふことにな 亀井一一3 日間のは467です。

る続です。川で L ですね 、橋を餓筋コンク リート 柄本一一一僕が11[1し、7この{立、300粍 永 尚 で も 背L、

にし1: ， それが今度非常に遺憾なことには、共の く筈なんです。

胸lに流れてT l O: 材木が持引っ掛って、共の然に 7]C 亀井一ーい っていめんなにひど〈ばならぬと

が爾方に溢.Il ，)11でない所に) ] C が流れ1: T ら、家 云ふのです。勿論和11戸がさう開りな いで，，Jj 岡村

が併やられす: 。背のやうに木橋なら . 橋が流れて とか芦屋村 とか云つれ時代に は、めの位の雨t ;来

2震は被害 { dl量らなかっ1: と云ふことを? 人が言って ? ここともめるのだらうと思ひます。併し測候所 L

ゐる。木橋の流れ1: 時 (;t. ，流れるやうな橋を侍へ なげれば、記録されでも居らな いから 、分らな い

るのはいかぬと言ってゐ 7このが、流れぬやうな橋 が、人が録り住んで Ui きなかっ7こから 、人畜への

を務へると 、見rr う云ム橋f t ' 務へては L、かぬと言ム 被害も無かつれでせう。と ころが、今のやう に川

是では何うにも斯うにも方法がなし 、。それで今皮 底まで敷地に なる と云ふ風 に行き詰って来 ると 、

の場合でも . それなら餓筋 コンク リート であって 悉〈拐1) 日が潰れてしまム認だから 、人に影響する

材木が引っ掛か らぬ1:' げの幅に何故しなかっ 1: か のが蛍然ですが、今吉つ1: やうに . 性て記銭され

と云ふことになるしそれは幾 ら大きな 川 を銅つ れのは300粍と云ムのだから ， ｾ￧ の ＳＰＰ 粍 合標準 に

で も駄 目Tごと思ムのです。現に市111戸を見ると 、利! し、今度は 500粍が* るのだから 、矢殺 りそれだ

戸に は 2 つの角 が海に mて居 る。 l つは生同 川 の りの箆慢が必要だ と云ふ こと は現況がめ ると思ム

川口で あって、も う l つは奮の淡川の川 口です。 のですが、只之れに伴ム経授が問題になると思ひ

ところがね 、生田川の川 口にしても 、淡川の川口 ますね。

にしても . あれTごりの痛がつまり三角洲がH-l Zi( 1二 宝置一一作J ですね 、技術と云 ふ もの は経費と無

のは 、 ジ リジ リ1 l ' oP! それのではないと思ふ o 何時か | 開係で存在しないので、今後総ての言十ilf ft' 500 粍

今度のノ!c害の11寺のやうに 、ド‘ ツと* て泊つれやっ 傑準でやると云ふ ことにして 、 ｾｴ の経吹上の 損失

でね、淀川の* でも毎日毎日流れて居るげれど L と、偶 h あ、去 J 、のが来て被むる 損害主 、 プラス

めの* T;持って来る泌や砂Tごりで大阪の地主主力 t滅 ・マイナスし1: ら、結局 ib 、云 ム損害 の金額が少

多 に:11* る筈はな L、。大阪の地主主力 ';:-1 '1来? このは 、 い のでな い か知らんと思ふ ｯ 全 部の ものを ｾ 500 粍

何時かの大洪水 の時に ドツと持って来1: のです。 で計算し1: G、主l:!， 1  t立そこらの精額では及ぱぬ

きう すると今の淡川 の例にして L 、今川崎造船所 でせうからね。
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桐本一ーさう云ふ言ひ方 t;t:t.，.・かし L、と思ふ 、今 相蛍の建築をすることにするとか、でなりれば、

亀井 さんの吉はれ7こやうに 、 どの貼は何うと云ふ 自治鰻又は 、勝等にて土地を? 質上げて. 公閣とか

風に 、或限度を劃してやるのは宜いりれ ども 、何 公関空地とか云つに類ひの公共施設を? やると去ふ

施へどんな被害が来 るか分らぬから 、盲滅法にや やうなことにすれば、 さう質問を掛げな いで、被

ると云ふ風なこと は、技術者としてどうかと思ひ 害営防げると忠 J 、のです。

ますね。 宝畳一一今度| 持H、1: 話ですがね 、今度の Jk舎を

加護一一 貫際道路を遺る銭に J kの扮11日a l，尽くし 被むって居るJ i J r で普からの古11落と云ふのは無いの

ますなァ。道路堂進らない l品Hま全面的に自然に統 です。徳川時代からめつに部落は今度一つ L やら

れて居つ1: か し 宣 か つ れ が、道路を務へ遁J k孔 れて居なし 、。今度やられれのは其の後新れにmつ

を? 徐り長い距離につげる 7こめに水は l ケ}i J rに集 '1

'

1こ家ばかり 打、 それは普から工合の悪い Jiktごと云

し矯に 水害 を核むる。現に僕の芸誌がさうなんで、 ふので 、 家がｾち掛 ｖＱ ＱＺ 首座 に 、 部子容の年寄がめ

脇道が敷地 より 高 〈築逃せ ι れれめ に、 それ以来 んな所に家aa ; 量て、も宜いのかと言うて心到しれ

水害が多 いの です。 さうですが、好い値でドンドン土地を買って呉れ

富田 一一決潰しかりますし決潰個所の直下に るから 、部落の人は皆高L 、値で賀放しにと云ム説

家屋でもめると 、 その個所のみrt 意するのは人情 で、 そいつが今度やられ1: のだから 、 そんなNr に

でありますが、水匿の闘係から 、沈下する爆を防 家を建てれ者は初から災害を被むることをT象想さ

いで L 効巣の少い場合があります。奔流伝他 に導 れて居つにのだと云ム風に L 見られる。

いて後、 その部分自? 修復しなげればならぬと云ふ 岡田 一一 そうだね 、芦屋の抜丸さんの家は直ぐ

やうな場合に 、現場でさう主張しでも 、 ナカナカ 隣まで水が- * て、めの家へは- * なかっ1: 、 それは

うまくゆかないきうです。不必要な所へ、湾 山の 随分古い家＿ごから蹴先の人が了度よ い 土地を ｩ選 Ｑ盤 ｾＮιｾＧ［ｩ

材木や何かsを? 持つて列米ミ f仁: りして、却て1奔F降手溺統: に泌逝. ら され f仁: んfごね。よ〈見ると 川 の苦絞沈r. . 域らし い地事努eと

ひ毛核皮害をを? 大き〈するやうなことカが; eめb Ｙ ます。ｾ苔耳の高い地勢との了皮境凶に ｅ建 ｅ つて居るよ。

玉置一一海岸の松の樹が臥て居るでせう。あれ 堀口 一一今のお話は潟岸の方に L あてはまりま

はね 、始終海の方から風が来るので 、段々 |玖るや すO 私 は宏、般に生れれので すが、欠張 り訴部務と

うになるのt:i: 思ひましれが、 よく考へて凡ると 言ひますか、昔か らの家は 、2f i 生はJ iJ i'討を! 見晴 しが

さ うぢゃな L 、。挺直ぐに立って} 舌る} i J i' へ側々 大風 怒〈 、火海の風 L?Z ら子、風 遁 しが強くて、不便

カＺｻ次いてｾ＼ＺＱＺので 、 臥 てしまムので 、 始終風力 ｱ 火 な所でありますが、新しく大| 仮方面かちるKて建て

きつりる から 、 ｾ｜ると云 ｊ 、のではない。だから 、 1: 温泉旋自官など〉云ふものは、海岸の提l坊の上に

海岸では大きな樹が臥て居るげれどいめれば ｾｴ 在って、金rm海に商し 、卒主主11樋めて{ 圭L、のです

の臥1:1侍に大風が吹い1: ので、 それから後に生へ 併 し前か ら居る村の者から見れば、可なり大暴風

1: 小さ い松の樹は民直くに 立って居る 、詰り災害 雨のＭＪる Ｈ［ｲ ですし 、 火海のカと云ふものは欠 ｾＱ ｾ り

と云ムものは初中- * るものでな〈 、{山々パツと米 比の聞の川のJk のカ位めって、随分ひどい: f ! 1l i l災力

るのです 。 を及すので、ゐ〉云ふ所へ家を建てれら 、l時化カ;

富田 一一松の樹の傾きで災害の年が分るかな。 来れば、やられてしまふと言って居りま す。こ、

玉置ーーだから 、f品々氷る 科皮の官民世!lj ll'. PI主な い 10歎年 F1，t :l: ｴＺ￯ｾ 手化が無いから 、 共の依建って居 ｢

災害 に謝して全部耐へるやうな構訟を?すると 云ふ ますが. さう云ム L のもありま す。それで日本人

こと は技術者と して1 U-*1ませね必。 が年を取ると 、、運命論者になると云ふのは、結)，奇

亀井 一一 ｩ 唯出 来るだげ ｊｅ Ａｬￎｬ ｬ な災害の ＱＢ日 皮ｻ｣ ￭ Ｎｧｾ想、 何回も め、去ふしのを見1: 9、{ p j 回しめ、去ふや

して、 それに到して色々の力法を議やるのですね うに傷め付げられるからでなし、かと思ふのですが

例へば阪市jl の打 IH設りけ 、災害金彼らなかっ1: の 住宅等11惚れて L 仕方がないと忠ふのですな 、併

ですか ι 、彼慮はあの位の災害では無事だと云ふ し公共的な小製校なんかは是非銭JOj コ y クリート

激想( I i，j きますね 。さう去ふ漁想念作りまして、 でやって従いれ1J1.〆宜いと忠ひます。甲南小祭校

ｾｴ の限度に於て安全 ｦ ごと云ふｽ針金イ ｬ ニ宅遡地とし 、 なんかは金持の !J j ';1 ちゃんなんか v 集って、ゴ¥"i止

めとは災: 与を象じるかも列lれぬと云ふなら 、 それ にク ラ λ の ｉ ｲｾ ｾ、 与校 ｴＺＧ つれさうですが 、 彼滋 ｬ 土破
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唆して 、子供/J : 4 人も死んだと吉ひ よすが、若し 素人なんだから 、素人が金金 :11すやうに槻併を持

あれが俄筋コンクリ ート の ｩｬｬ ｾ 勿 でめつれも 、 死な れきなりれば.!J U -lt:' o 明日侠元超せば鰍さを忘れる

なかっにらうと忠ひょす。 ので‘ 災害に約めつげられ1: ことを? 忘れてしまっ

富田一一漆川女拳車交の校J i ! 土、新 しL 、のがむfL ド てか ら、幾 ら技術屋がやかましく言つでも 、金会

し仁個所にめりなが らirt れて用な〈 、古い校合は H! t しませぬか ら、矢張り此の際専門家が所開通1谷

背やられて居りますね o 的| 吐の '11へ入り込んで行〈 必要があると思ひま す

柄本一一 i奨が凡鋒に行つに先で合つ? こ人ですが ね。瓦い指導原現が出来? こら 、街頭へ立つでも索

後低所ばかり言1決して府って、信濃川の t 統芸事に 人を導〈やうにしれが宜かもうと言って床 1: ので

安定所合終へに行つ1: 際に 、 その行く J'i i r土ぷ色の す力、それで今度技術家事節i置とか事務米聯jl [ と云

佳い所ばかり だが 、 ｾｾのＨＧＱＧＺぃ Ｉ ｾＨ色を見 ＱＱ Ｍ ｾ るやうな ふやうなものが寄って何か一つの運動を起すと言

宿屋はないかと思っていつ L 捜すりれども 、無い って居りますが. ［ｦ ｾの効土木屋 ￆ 中はナ カ ナ カ 巧

誇り ) 11 に商しては家公述てない 、f尚# 建て h ある L、。大毎や}例日の記者自? 呼んで、l_; IJ にオフイ ;x. も

と、土臓のやうなものばかりでめる 、今度の阪神 なげれば、オフィシヤルなものでもないが、今度

沿線の被害｛士結局Ｊｾ恐れない 剖 ｔ ごと言って居り の ｊｋｾ ｊ［Ｎ に ｻ Ｇ ｊ て次々土木家は斯う 去 ふ風にして針策

ましれがね 、恰反今仰しゃっ1: こと、同じで、思 ｾ講究するも Ａｴ りだと云ふや う なことを言って 、 そ

ひ1t; つに認です。 れを新i J 日に秘かせるのです。建築展でも矢張りあ

加藤一一 今回は渓流や、川 に而しれりしれ主主色 、云ふ時には新問屋を呼んで . ｾう云ふ風なこと

の好し、所は後期ぜない毛皮 ｽｧＮｾ 受げよしれね。 をやるのが一般の闘心を高めると云ふ怠味に 於 て

岡 田 一 - ' I l r 際住吉川の府岸 ti 、川に紛I涯な* が 利口ぢゃな L、かと恩ふ。

流れ松林がめって、住宅地として佳い所Tごつれo 堀口 一一ぞれが委員舎には左様の珠算が無い。

宮閏 ーー河豚合会ふのに 6iT/J: 惜しいと云ふゃう 亀井一一珠算は無くても可L 、。資料は新日fJ屋を

な L のですね o ｾ ん で ｾｉ［Ｎ かすので 、 土木の方では坂本助太郎さん

大石一一 それはさうし化占へ行って見まし1: カt一人でやって居る 、言H 糾合して府な い。側，JIi

t : . 地形上北の) J が高くて 、 l有の ) J 1;: 低〈なって のプレーン ・ト ラ兄 卜を作って針策を講究す るん

居り 、ユIt の) J の塀が低〈て、非常に弱L、やうに忠 Tごと言つでも 、>JI Jに集って居ないらし いです。ゐ

ひょしにが、*1ま階段ヒから iftI しに伐にそれを乗 れし 災害日と泣き' かるに従って . うすらぐもので

11主えて、 サツとやって氷ると 、 ドヘドへ涜れて* はないですか。

て次々に邸がやられる。川 t の方にもう少し頑丈 玉 置一一ー今度僕等が行って後の ｊｾ になるか知ら

な塀をして置いれら fまくはなし、かと忠ひます。 んと忠ふ ん た ・ が 、 あれでは後のｾにならぬですね

岡田ーー 今さう云ふ弘文が滞山めり土すo 桐本一一 fnl ですね 、是からの都市ーではあ、云ふ

沼口一一確かにさうですね 。兵庫阪で調査委只 災害のみつ1:場合、何を1者てf苦いてい1 . i 1 - 電気

色云ふのか、研究委11 と云ふのか11' ，* て居るが. 主主l旬、水道などの彪置に付て何か統制lを取ってや

建築! 量がき喜Jmしない のはどうですかG るだりの泌税金後め講じて誼〈ことが必要fごと忠

亀井一一一ゐれは土木基陸自胸 ，JEj 支部のダモンスト ひ ますが、 さう云ふことは t l Hk ませぬか。

レーシヨンなんです 。一昨 11 技術協合の座談合で 富田 一一両ir には大阪市に L防護委員合と云ふも

僕は大分言つれのですが. 土木屋Tごりで以て高踏 のがめりまして. 災害があっ1: 場合、庶務総で li

的な泌おを ｾＨｴ ｊＨりないで 、 具 ｲｲ う云ふ際は 、 事ろ土木 何をする 、産業却では判をする 、保健却では何台

屋も建築屋 L 一緒・になって、素人に" ' 1' -1卦げなげれ する七云ふやうにソレゾ レの部署も定って居 りま

ば、叉土木屋や建築屋b汀品、と言lまれるのどから し1: が、今はどう云ム風になってゐ るか知りまぜ

今度はオアイスの持主や住宅の持主 L 皆宥って災 んo さう云ふ委只舎が出来るとしてい肩ir 以て戦

害放防審議令か何かを＿作ｾ Ｎ ［Ａｴｾへ専門家がＺｐＮて 制なり手答企定めて置いて、災害がめつれ場合直

刊のｊＺｪ ｬ の指導者達ｾ再ＴＺｘｉＧ ｊ ーすることに依って 、 我 に各郎容に就きｾｾＨＮるや う にし 、 又共の組旨が ソレ

々技術屋の意見が行はれるやうにしなげ ればなら ゾレの来的的 な所 まで行渡って居 る と云ふこ とで

ぬ と忠 ひま す。何 しろ金合平i って居 るのは彼等は ない と役には立にな いと 思ひま す。さ う云 ふ意 味
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でJ付fn及び民聞が一緒になって、一つl坊諮救務委 L 、。狩屋川、住吉川 1; 1 川底の j 5が高いですから .

員合と云 ふや うなもの でも 、 絞りて ｬＧｾ つれらどう 今の川底を住宅地にすればー客室いと思ひます。

です か。 とこ ろが、 それはなかなか出来ないらし〈昨日氾

玉置一一井戸 は必要ですね 。 車の r1' で土木の近藤さんと 一緒ーにな って . ｾ Ｎ ｾの諸

岡田一一 災害の後に は水道やガ スよ りも ｾｾが をして、土地J j j ( 刑法でt ' I l P l ミませんかと聞いれが.

一苦手先に来ま す、今度 も仮 を炊くのに 御座敷の発 今 は革新の時 代 ｔ ごか ι 、 ｉｉｈｉ ｾ る かも知らぬが Ｎ ま

込を使って居られるのを見まし1:が、選所 に もガ ゐ今 までの l夜Jたから 凡 ても 、 それはなかなか出来

スの外に 、非常 用電熱がめると便利Tごと思ひまし ぬ。矢殺り元の怖にして提を高くして行〈よ り外

1: 。 ない と云ふことです。

加藤一一 髭 先きに * ですね。 玉置一一支那の筑Mは元の遜りに 流さぬ方針fご

玉置ーー さうです、 *が大切ですね。叉砂地に さうですね。

建てるには基礎がル ーズです なァ。 亀井一一坂本さんはさう言うて居りますね。ゐ

加藤一ー さ うして砂が闘員l のと迷って、ズプズ れはめ〉行〈のが本 Ｑｾ［ｴ ご ｯ 元の賀河の筋は特高う

プ入ってしまひますなァ 、粒が大きのですかね。 なつれから 、元の淀川の筋へ流す こと はIf' ，P1とない

富田 一一めれば コンク リート に使つ1: ら、立i辰 と云 ふ こと です。

な砂ですね 。 玉置ームーだから 、芦屋 川 で し 住 吉川でも恩ひ

玉置ーー さうで すなァ。 切って低いJiJ i'へ派さ ぬと L 、かぬで すね。問題は河

富田 和一ーあの砂で埋吹をすると . 何エ ーカー . 川行政に興って居る者に、 それTごりの決心がめる

埋立が 11'，' * るか、R の土地 f!: Wって、 それで綱方 かどうかと云ふ却ですね。

運搬技力 : 上らぬか。 岡田一一併し換地して貰ふj j は 01し、認ですね、

玉置一一家の建って居ないJiJ i は.J t;のfieでやって 高燥な住宅地へ行くんTごから。

宜いが、家の荘る月fは、入って居る砂はどうして 玉置一一 それが今は少々 11砲のあるやつが j苫つで

も除らなげ含ばな らぬ。 も、事費の附係で金t ; ; t P . ，せぬ L のだから 、比の際

岡田一一家の中の砂だり扱き除りて、家そ持上 はどうしにつてm*ますま L、ね。併 し何れにして

げ埋め戻して基礎を治り 、 そのヒに家を乗せれら も何時かやらねばならね問題ですね。大阪の安威

ぃ 、主恩ひま す。 川で L 比の部Iの7kで切れて. 5 年計叢か何 かで、

玉置一一家が何慮に在るか分らないですね。 何百瓜岡か働げて、 ポツポツ直して居つ? こが、今

岡田一一 中の砂を出しで、金昔日持上げて、下に 皮の水で元々になって、結局何百前回か7kに涜し

コンク リート をやるやうにすれば宜い。 てしまつれ〈千里川 L 同じです〉兎に角川はー寄

亀井一一私は地上げの方法で宣いと 忠ふがなア 低い所へ持って行かなりればいかねo 川を高い所

玉置一一先のお話Tごと砂が多いやうに ，思はれる に付げるのは無理ですね。

げれども 、係り多 L、ことはめりませぬぜ、場所が 柄本一一 それで大阪と市中戸の聞は どんな災害が

悟って居りま すか らね 、比の前の大阪の風水害の ゐってl . . I1時間以内に遁れると云ふやうな線が欲

H寺の犯は、西大|仮全部Tこ・っすこから 、 それ こそ大事望 しい ですね 。

Tごつれが、今度は紳芦全日Eでなしに 、市l' 戸の川 の 堀口 一一 それぢや、 まTご色々お話がめりませう

線Tごげですから 、案外少い でせう。 げれ E も. 時!日] も参りましれから 、是で此の座談

岡田一一一寸元談になりますが、芦屋川なんか 舎は止めて泣きますが、伶ほ御研究の 上で何か御

は川底の方が高 t って、住宅地のj J が低〈今水が 意凡なり 、お考がめりましれら 、雑誌の方へ出し

涜れ欽題になって居ますか ら洗は今のま〉にして て裁 きますれば、 それを以て止bの座談合の綴きと

行政民 自 分で換 地し ＱＺ ら どう か Ｎ 川を 新にしてｾを 致し ＱＺｾ 、と忠ひます。

治る1. ' ( 用は、受主主者から受役者. iHf.'If!: l伐つれら宜 今i挽lま誠にイイ難うこーさ、、まし 1:。
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一一一「一一竺三亙二二王二三一- -.. 

食 堂 出 入 口

苔 官 官 連 絡 遁 路

ホールヨり大食堂 7':?!l ム

ホ ー ル

“ 南 海 高 島 屋 地 下 室 堂 " 設計・ i度漫節建築事務所・施工・竹中工務底 1  VI I I  



名 物 会 堂 通 路

大 階 段 天 井

食 堂 内 部

VI I ，2  “ 南 海 高 島 屋 地 下 食 堂 " 霞計・: 度漫節建築事務所・施工・竹中工務底



大 階 段 廻

ホ ー ル 噴 水

“ 南 海 高 島 屋 地 下 貧 堂 " 段計・ j度漫節建鑓事務所・施工・竹中工務庖 3  VI I I  



深 川 そ ば 屋 外 1鈍

間 内 部

支 那 食 堂 内 昔1I

V Il 1 4  “ 南 海 高 島 屋 地 下 食 堂 " 設計・渡漫節建築事務所・施工・竹中ヱ務底



すき 燐 南 味 亭 外 観

間 内 音E

ク . リ ノ レ ノ レ ー ム

“ 南 海 高 島 屋 地 下 食 堂 " 股計・渡温節建築事務所・施工・竹中工務底 5 ' VI I I  



一 般 食 堂 か ら ラ ン チ ル ー ム を 観 る

*  

綜 合 喜 術 へ の 皐 細 胞

ラ ン チ ・ノV ームの壁書

石 川 純 一 郎

。壁儲却ち建築と給d1i l との協働によって特殊な綜合美

を作り出さうとする企部Jは今日の建築界に於て紹

無とは云へない迄も その例は極めて忽h たる もの

である

。しかし朝日ピル系統の建築物が紹えず殆んど一白

してこの綜合美を自信し 賀現せ しめ来ったととは

将司王に値する 放に京都朝日曾舘の如き杢舘内霞嬰

なる各室内に墜簡を補いたほかりでな〈 外壁面三

百鮮に妥んとする大面積にさへこれを賀行 して一大

センセー シヨンを倦起さ しめた

。褒術史を適時すると各歴史的時期に於て各個欝術の

消長のー起一伏た見る ことが出来る 町lち古代ギリ

シヤに於ては最初建築が覇舵を掌侵 してゐたが断A

その位置 ｾ￟ｾｊ にうほはれ末期 ギ リシ ヤ 即ちヘレ

ニズム時代には こ れは再縛 して 結俗的な も のＡ＾Ｎｾ

聖書時代となったf棄に 叉中世新ヨーロ ツパ時代の褒

術に於ても亦斯様な各個護術の消長61
同様に観察O/tJ

れる

。叉との各個喪術の綜合型式釘lち各個褒術ts 有機的に

結合 し て濠然たる一大喪術ｾ遺る場合￨Ｚ 5z各止が

分裂離反 して存在する分間式との交享の消長も同じく慨されるそ して今日峨憾の酬と工業資本主義の離によってではあ

るが再ひ'建築が喪術覇権脅執る僚になって来た しかし前也記の褒術分化時代の告書波は今日なほも飽いてゐて 各個.喪術は互に分裂

遊母屋 してゐる採に思はれる

。由来綜合褒術活成の3寺代は建築優位の蒋{ そであった それは綜合褒術の核心となるものは建築であって これに他婆術が有民的に結

合して初めて大規模な記念雨前句な一大綜合褒術脅完成せしめ得たと しなければならなし、からである こう云ふ勃から考へて今日建築

が優位をとってゐることは綜合襲術誕生のおめの一つのJ電話更を輿へた ものではあるまし、か

。叉饗術分[七時代から斯くその綜合時代に入らんとする領浬は位界の- ) ¥s の建築家主主の作品に於て微蕩ながらその象徴と その背後の

苦悶と主音放されるととによって うかがはれないであらうか

。前肢犯に於てロ ダンは建築と彫刻とを結合 した一大綜合務術 f堅手f!j"IJ 記念碑J ｾ企ｩｉｄ ｊ し その矯に庖際協曾まで出来たが結局失敗に

終った とれは全く フランスの褒術家カリエノLの去ってゐる様に「か L る綜合箆OI t J 建設に必袈な要件が杢〈酒: 曾になかった」からで

あり 叉ハウゼンシ ユタイン問自摘 してゐる綴に 「これは彼ロダンの.; mではなく して全枇曾の罪であった」のである

。 その他ロ シヤのイワ ーノフの「袋容絡箇沼郡砕」フランスの メエエの「努働紀念碑J ロシヤのシヤドノL の「戦死者の紐念l砕」等附UtIt

犯の嚢術分l七時代のi i i f : 曾的防1] 約に反抗する計位はーとL て成功しなかった そこで今日一大綜合要術手伝達喜みる ものはロダン以下の如

き失敗のきま汁を喫さ なければならなし、であら うか しかし時代は 兎 に角断]越の如く有利に糊司しつ L ある
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ラ ン チ ・ル ー ム 内 部 カ ・ ら そ の 入 口 を 淑 る

。たどこ吃端宗合委術の観念t"こ反抗する現勢力は 「星空械美J 笑翠「用卸美J 喪術主義ではあるが これとても幾多の忽練会経過しつつ

穏和なる洗係された美雪E 繋術主萎に遜みつつある僚に思けれる

。更に 日 本に於 ては 個 人主義 杓自由主議灼な傾向から漸 ｫ 歪盟主義的な統措Ｑ｝ヨＺ］ｾ霊的な傾向合辿りつつあるやうに思は れる動も饗 術分 ｩ 七

から饗術綜合への傾向を刺殺するやうになりはすまし、か

。兎に角窃日 ピノレ子誌の建築物が ー貫 して前位犯にその黄金時代主待ってゐた縮歯との綜合を計り来ったことは綜合喪術の観弘から重

大な意惑を持つものである

( > その一つの場合大阪訪日ピノ1 . - rランチル F ムJ に於ける建築給1 f i :O協働も その規僕こそ小なれ結局一大綜合婆術へ分裂蕃箔し行

くべきー小盟組抱と見られるのではあるまL 、か

国 枝 金

。最初この墜簡の依績を受けた時は頗る受諸事「務路 した とし味、のは何」; ん高さ八尺横二十簡とし味、大商西であるのと ¥¥! 簡といふも

のには矯んど無経験で もあるので‘ 尻ごみせざるを得なかったのである ところが朝日ピル笛事者は箭に率先 して薪新な建築初料及綴

式会大槌に採り入れて 都市の美曜日に快適清新な答奥をな しつ L あることは周知の湿りで この墜箇も現代鐙築に絡硲が如何に利用

され磁和するか一つ草紙のつもりでやって見てはとの熱意に動かされて無諜ながら二三知友の協力を得て引受けた次第である

0 との墜鏑D 燦件と しては第一に地下室であること 第ごに関柄は成る可〈日本曇味であること 第三にはとのピノL 内に於ける食堂の

佐賀等であった

。 それでつとめて地下室 とし、ふ感じを消すお? と明快淡白な色調の統ーにより茶合喫 L 味涯を察しむ気分をl u! i らない稼に務めたつもりで

国柄も穏やかな羽季の風景に花月動物を結綴 した校歌的日本趣味にき量分モダニズム主取り入れたものと した 5跡、て苦心した黙と云

へぼ弧線肢の週間のある墜函の移り餐りの連怨や壁画に接近 して食卓が愚かれる個所も出来る関係上手近でもあくどくなしゃう と

んな所に還が あんな所に狸がと L 、ったふうに多少儲く ものの道笑気も手侍ったが邪魔にならなし様杢慢と部分の調節に気を付けた

わけである

。現場での仕事で時日に喫度があり主主もに夜業ではあったが上む櫛唱托もなく自由に繁んで儲けたといってよ く 兎も角大きな草紙へ

大人の踏いた「へのへのも苧」式でそれだけに所調これまでの墜箇弱から雄れたものとなったかも知れなし、

。壁舗に使用 した初料は すべて箇産品で舗布の代用と してオリ ヱンタルクロスとし泊、滋で製 したもの脅初めて試用 して見 た 給 具 等 は

ホノＱＮＭｾイン洋歯切科研究所が畏望書に考究 し て く れ たので［耐久力等 も 申分ないと思は れ る

“ 朝 日 ビ J I ，. みやけ地下食堂ランチルーム" 設 計 ・ 施 工 ・ 竹 中 ヱ 務 庖 7 'VJl I  
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ランチ・ルームの内部

天井は紙撚糸 燃布 、 = ツ

ォｾｾタ ロ Ｍ ￀ 、 コノ ぐん 卜

とサノレモ ン色 の格子c 床

モザイク F イル 、 白 コバ

ル ト、サノレモン市松o 1ii r  

3ぢに採光照明の筒図形 ガ

ラ兄夫一井 が見 える。家具

!.: U，ilI，色 ラッカ ー塗 、淡 黄

色 レザ ー張

ランチ・ルームへの入ロ

サー ピ見カウンタ一 、キ

ヤツがヤ ー ヵウ［Ｏｾ 一 、

ｾＮｮ＠ IJc廻りの大理石は淡禍

色 と黒色 。噴水、也内面 lま

ラ兄モザイク多彩環 状文

様 。 中央にテ ープル 型冷

蔵ショ ーケース、津地総色

ラッ カー仕上



金 設

玄 関 ホ ー ル

事 務 室

6‘ 大阪機核製作所"
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合 議 室

社 長 室

専 務 室
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全 長

火室への通用門

" 市立長柄葬儀場 " 設計・大阪市経理部ｾ繕課・施工・新工務所 1  t  VI I I  



大 禁 場 正 面

待合室より大鷲

務正面を謹む

幸喜主E望号袋詰iJ 庭

VI I I  1  2  " 市立長柄葬儀場"
設計・大阪市銀理昔日瞥繕課・施工・新工務所



大 3専 務 待 合 室

大 薬 務 内 部

大量寄域 内 部

“ 市立長柄葬儀場" 設計・大阪市経理部使繕課・施工 ・新工務所 1 3  VI I I  



V I I 1 1 4  “ 市立長柄葬儀場"

大 繋 もお望号型

所 在 地 大阪市東淀川区長柄中主主 2 丁目

敷 地 5. 5  9  0 卒方米

建 物 2. 933 卒方米

火 室 俄筋コ y ク リート 造卒家建

I 校 8  8 8 卒方米

普主l i . ｾ持基与 問 l 棟 1 7 8 卒方米

普ｾ禁場事務所 木造平家主E天王E

l 糠 1 4 9 卒方米

主 ｦｾｾｾ 休懲所 木 治 2 階建宝石茸

l 獄 6 1 3 卒方米

葬儀夫詰所及倉庫 木造平家建主主主E

l  棟 1 8 2 卒カ米

大 鷲 務 餓筋コ Y ク ロート 造平家主主

l 棟 4  4  U 卒方米

大 3義 務 事 務 所 木造平家主E主主茸

l 線 5  3 卒 方 米

大 葉 坂 休 憩 所 木 造 2 階建天王E

失

火 葬品賞

寝棺盤E

T象 備 焔

! 被 2 0 1 卒方米

他 2 2 3 卒方米

3機式重油組 3  0 基

大 6基 座 酬 柑 償 京 ? 霊 座 棺 棚 燈 京t

3 機引石炭描焔E 痕綜踊燐置大 1;基基 座 棺 燈 大 2 基

設計・大阪市経理部聖書繕課・施工・新工務所



近年濁逸では野休祭典場が盛んに建

設されて行〈 。何れも記念静的なる

窓床のもので特に自然の地形と初

土的槌料をたくみに生かL て設計さ

れたものが多L 、。

Annaberg の祭典場もとの一例で

あって 計ITt' i : : : :参加 したご人の建築

家は石灰岩の舷肌と 「牡牛の谷J の

狭谷の自然的風致ｾ巧みに利用 し て

立際的な漬型佼術の夜! 舗に成功 した

J収容人員は閉j 方制袈席は 7.α l()人

後方の立式附 ｩｾｏＮＨ 別人である 。 工

事は箇家毅暗号奉仕閣の手に依り 1札l6

年に始められ延人員&3. ( 削D害事働

泰l土と二ヶ年Zコ波月を費L て完成し

たものである。

( Zentralbatt der  Bauver waltung.  

町』

、J

4. Mai.  1938より 〉

関 旗 揚 揚 壇

会 景 の 模 型

( ドイツ ) Annaher gのシユレジヤ人の祭典場

卒 商 圏

建築家 F r a nz  B oh me r 及 Ge or g Pet r i ch 1- 5  V lI l  



菌E 置 園
タ十 制

ST AGE 

l 階 卒 面 園
2 階 平 面 図 5階卒商圏
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ＱＱ｝Ｍ 出符銃は ｋ ｎ 玄 。アメリカに於 て 純際にｾ送局

建築と して計澄ぜ られた最初のものであらう。従

って在来。建物のー却を放電して作られたアメリ

カの大多数の放送局の如く天井高 i l R閉その他の

既停の燦件に左右されるとともなく叉般地も充分

の鹿さのものが得られたから放念局として必要な

る機能は沼杢に具備する係自由に設計が行! 'l. れて

ゐる。政送局建築の最も重要な耳Iは「動線J の向

凶 で あ る 。 事 務 職 員 後 術 員 音 築 家 俳 優 叉

は映錨女優や名手等vスタ- i ! I ! 中から新聞記者

隠缶屋 番組保護人 一般の見事者及贈襲等の各

種各僚の人々の出人が手際よく隆理されねほなら

ぬ。その震には大略 7 つの動線が交錯しなし、僚に

i @留にfii 記せられねぽならなし 、。こむ結サンセッ

ト・プ F ノL パー ノLに面して1Iii い4聖地が得られたか

ら設計に於ては敷地¢形〉こ建物事:"j適合させるおの

湾隠は必要な く安2詰なるスタディ オの鍬を決定し

各積雪草案聞の関係を適正なら しむる震に高金を期

することが出来たといはれる。 一般訪問者に劃し

ては関西のコロネイドと加へて非情に置いロツピ

ーが用意せられ叉名士D震にはサイン狂や熱中者

をil!!: ける僚に別の入口6
1
用意せられてゐる。向 1

婚コロネイ ドの街留りには訪問者の主主邸が見通せ

るマス Jt _ . コントロ ーノL ・ノL - ムが設けられそ

こで訪問者が適留にきばかれるo ¥， 、ろしろな要求

から 4 つの案が作られたが貫施せられたものは非

f誌に コムパク トに鍾められたもので唆りの敷地に

は銀行食堂及ひ' 食堂等脅含む建築が建て られた。

スタデイオ rAJ はラヂオ政送専門に設計せら

れた最初のもので その音響に枕ては司成D 苦心

が傍はれてゐる。即ち床墜天井等の仕上には

アコースチック ・プラスタ ーを用ひて 術省と湿

度の間関を置し〈施工し桁子は反響吸，慌の馬に

き是認含布地で波覆してゐる。筒スタデイオ rAJ  

の平面そのものが苧行な22聞に依る反響。反混在・

防止する箆に線形に計ill せられてゐるコこ¢鱗形

の暖の傾斜はLO分の1 であるa スタディ ォ rA J  

の内部には3 個の時計がI孜附けられてゐるが 1 つ

は聴祭の震に舞壁の前羽援護の主部に 1 つは調寝

室。中 ｩ こ今 Ｑ つは演出番のｾに舞ｾｬＧｊＡにある。鰐

遣は主と して慾窃コ ンク リー ト活スタデイ オ rA

の節分の屋慢は銭骨摺遣外壁は叡窃コンクリ ー ト

の 主をペニヤ板風 のＮｾ￐Ｑｬに 仕上 げ 間仕切は地 援 に

耐えL める震に- gj)餓窃コンクリ ート道大部分は

テラコツタ・プロックである。建築家のほかに音

響技術者のV. O.  Knudser. 機械技術者の T orge

sen， Bernstro:n 及ひ R. Phi l i ps.  f認造技術家の F.

N目 Severud，S.  B， Barnesが設計に開奥 L W，M.  

Si mpson隠遁曾祉の施工である。

( Ar cbitectural  Foru.' T1.  J une.  1938より 〉

λｆ ヂイ オ ｾ ａ タ聴衆 席

λｾ ダ イオｾ I  7  

断 面 図

( アメリカ) ハリウッドのコラムビヤ放送局
建築家 Wi l l i a m L es c az e 及 Hei t s c hmi dt 1  7  Vl l l  



外 観

内 部

もC 1tt 111  H O  

一
。，崎市

L口BBY

平 面 園

ニ ユ ース 及び湿原物映 ｭ ｾＩＧｻｪ 正行に伴ってメト ロボ リ タ ン ・

セ ノタ ー にも多数 の 特殊な峡箇担 ｬ 傷 ｢ｾ 出来 た がここ に腐げ る

はその中の2 つで‘ ある。

第85' l 1i とマダイソン ・アベニュ ーとに固守るものは お8席

第5草野とレクシ ン トン ・アベニュ ーとに面するものは おt席

の何れも小映街道であるが容の入れ換りが頻繁な憶に容席 Zコ

間報を非取に麗 くしたこと及(f 峡潤装置を鏑E の背後? と侍っ

て行った等が他 羽決路刻場，:::tむぺて符Eまな黙であろう。

( Archi tectural  For um.  J une. 1938よ り〉

VI I I  1  8  (アメリカ〉 メトロポリタン・センターめ映薗劇場 その 1
建築家 T h o ma.  W .  L a mb  



階 段

内 部

ｾ ゐ ｜ｴｵ Ｚｲｕｦ

ｾ 唱

卒 面 図

(アメリカ〉 メトロボリタン・センターの映毒劇場 その 2 建築家 T homa s W .  L a mb  1  9  VIII  



外 i似

の l  昔日

入口のガレ リー

VI I I  2 0  (イタリー) ローマのアパート

. 品. . u品d

最 上 階 卒 商 困

標 準 階 2F 面 図

l 階 卒 商 圏

正方形に近い敷地に建つ建築面積32mx29m 建築容積12∞

m3 の六指建アパートにして通信陪5 戸の小アパート最上階に

はこ戸の大アパー トを有す。イタリヤ特有の中庭を設け之に二

つの竿直形の階段を面白く取殴って居る。

ゲ ｾｾ査はタイノ ｌ 帳にして窓周りには ト ラ パ ー チン内部表廊下の

墜趨は日月灰色の盗物床のペーグメン トにはこの園特産のポテチ

ーノを用ふ。

( Archi ttectura.  Ma  ggi o.  1938より〉

建集家 U g o Lucci chent i  



z ユーヨー クのし、ちほん交通頻繁な街区に

政袋された商!苫建築で最尖端と もし、ふべき

技巧が苧面にも立聞にも施さ れてゐる。

Eまに建築線にと らけれずに大ぬに斜面を主

正面に侍って来た誌はこの種建築に興味深

い示唆会奥へるものである。

この様に正面壁面全慢に建物.;c童心者?おく

徹底したやり方一一建物D ショーウイ ン ド

ペ七一ーは焔息な手法でたえず小さなスペ

ースのやりくりをしてゐる我園。商人諸氏

に見習ってもらひたいものである。

墜の斜面節分は煉瓦他の部分及び僻蛇腹は

ロックウッドスト ンー婚は御影石脅使用 L

てゐる。兎に角墜面Dみで49α Xl J告ニッケ

ノL フ・ロン ズの装読のついた球邸閣官の文字

若板だけで も10 制 }苦の費 用 助言けられて

ゐる。

( Archi tectural  Recor d， Ma y， 1938よ り〉

CJ J J  

[ i J I ]  

Eエロ

2 階 平 面 図

( アメりカ 〉 二ユーヨークのスペア家具販責庖

立 商 問

瞬静 た

顧問 ;?:

西側か ら見? こ外観

* 仰lから見? こ外観

建 築 家 De  Y o u n g 及 Mooc owi t z 2 1  Vl l l  



全 景

J  

-

敷地と気候とに依って設計6
1m定せられた牧場の家。

，#  

-・'
電Z

跳E監採光及倹書まのmの方位排水及びm. i 路等の関係1，1敷地の規定

する所であるが 8 月には日蔭でも I.l 4
0

F の温度を有するカリフオ

ａＮＺＺＮ ヤ の この地方では機械日 もに空気該ｾを行 ふと同時に 建築豹に

も隠れ庇や葡萄協等の施設が是非必要である。

この牧場の家はこれ等1) (1康件6
1ライト濁特なl'iZ巧に曲欝せられ

てー碕格別な雰園祭a - 醸 L 出L てゐる。

プランは大略 5 つの部分に分たれ第ーはサ戸ピス7こ関する諮室

第二は居室それから寝 室テ ラ スＮｐＲ ｾ等 ｢ 主主 菱 自主の Ｓ つの邸 分に 溜

醤に記分せられてゐる。

段場の建物はE霊場及牧草言の仰と勾聞の緩やかな屋根との関係が

巧みに取ukはれ環境とよき調和を見せてゐる。

墜随け木笥ラス張外部スタ ツコ内邸プラスタ【仕上。床は積銭

のビ ーム｡Ｍ 用ひ彼ｾと す。

( Archi tectural  For wn， ] une， 1938より〉

地 階 卒 面 図

V J I1 2 2  (アメリカ) カりフオJ ! ，エヤの牧場の家

。匙伝ｾ門

l 階 卒 面 翻

建築家 L10y d Wr i ght  



難 !64

1IIT  庭 よ り の 外 観

農 場 の 建 物

葡 謝ー棚 の あ る 正 面 入 口
食 堂 よ り 居 聞 を zl む

( アメリカ ) カリフオ J L 二ヤの牧場の家
建築家 Ll o y d  ｗｲｪｧｨ ｾ＠ 2 3  VI I I  



勤苦手 * 仕 場 へ の 標 識 三 抗

グ ラ イ 〆 ー 務 へ の 標 識 抗

N.  S.  D.  AP. 事 務 所 の 標 示

VI I I  2 4  ( ドイツ〉 忠i esengebi rge 地方の木彫標識杭

この地方け古来彩色木 ｾ｢Ｑ 盛んで 自主 行者 の記念 おとしてこ

の手工業的な初土的産物が費り出されてゐる。従ってこの

地方に用ひられる道案内のための宿便抗には護術味ある意

匠の も のが見える。図示の二三の ｾ ｊｦ ｴ 伊 ｪ れも 木彫彩色杭と

L て阜放な意置を見せてゐる。主主図ではi記庄鴎位向上のた

めハイキング61
盛んとなったがハイキングコ ースに散見す

る信喫は貨に無味乾燥なものが多¥''0 コースの風致とその

佐賀に椙隠しい褒術味のある道しるべの出現がまたれる

( Zentral batt der Bauverwal t ung， 25 Mai， 1938より〉

、、

幼 稚 園 の 標 示



- 時 報・

都 市の 産 覚 H業 的 自

北米大名手工業 I主術科長 ア サ ・ エ ス ・ ノクノv ス

本Ｚ命女 ｬｩｾ 告 Ｔ 者の段 Ｇ ｍ の ｬ ‘で ｗ｡ ｲｲ ･ ｮ C anongfもがまとめ 1: 1936- 37の|笥に Ne w E ngland 

議合に指して4皇泊されれ製位論文を基礎とし 1: 1 ，のでめる。

特種都市を参考とせる産業既設計壷1)

さて、我々の決意を計鼓それ自健の賀行 CS ett

ing- up) の方 向へ鱒す，るな C ば 、先づ第ーに都市産

業繍容が作成されねばならなし 、。そしてその a調貨

の結果は産業的見 地から 、都市の馨し怒しを僻見

なく弦理 してをま表せねばならなし、。而い自治穏

で作成される物産調書も之に色合されるのである

兵員色は、物産のH反賀、金融への銀行及労働供給等

に除lす る布効 な る設備 のある都市 にするのでめる

是等の事柄をｾ 3 つ の項目 に分類することカ iI +1米ゃ

う。 J! il ち

l 固有の利金 と云ふものは位髭それ白身 に側 i系

する もので、 それには吹の刻々 t条項を丸山す

のでめる 、E¥l ち原料の供給、系候及地勢の傑

件、住民の泉質1 : 4 幸長、上水準の施設、市場

の位置、 殺含量土( Parent  C omanies) への接近

と云つれ類ひのもの。

2 公の態度から起る別金・・ 低主おなる課税、幼

成金下附化 CS ubsidizati on) 生活保件と云つ 1:

類ひ。

Ｓ 訓練のある職工 、 右効なる工場ｾ築、原料供

給、工 業、金級銀行施設と云つ1: 煩0・の混成

され? こる利主主。

f1j 等は迷はされる筈がないと主張されてj去る。

伊j 放なれば、 是等は都市が無t条件に提供するとこ

ろの資際的利金でゐるからでみる。更に一歩準ん

で、都市は彼等に; 盗詰なる 光 明会f Mf共f べ〈努力

せねばなら ね、 さすれば各々はよじ鮫的布ー要ド1: 合ば

号l ' J i 定化することになる。

Sf' ; 1災 Ne w ｅｮ ｧ ｬ ｡ ｮ､ の小事ｾ .11ーによって

［汚示され ｴＺ る工場 ｾｴｴｌ [;1ずに 1611する j要素

位援にｾＡｊする要素 都市内l l ¥:

l 交遁主E愉施設のめる L の 42 

2 苦手働者の供給 ｾＮｯ＠

3  IDJ }カと燃料の供給 40 

4 生 活保 件 37  

5 金融銀行他殺 36 

6 市場への近接 30  

7 芹IJ周し得ろ工場建築 28  

8 賃代料の設備 ( Renl ing arragcmcnt)  28 

9 位骨量にf 9i 1する i也の産染 26 

10 };¥It j貨なる士地 21  

II 謀 枕 20  

12 原料の供給 12  

13 有効なる財政的援助 7  

14 裁 合 枇 ( Parent Companies)  Iこ

接近すること 5  

制i考 本来は 1936- 37&f- に北京大豊島工築技術科に

よって西日布され t: 質問僚を基礎として作成さ

れ? こ調査報告法より抜本し? こものである。

第2災 Nc w E ngland に) I Wる工1協位置

に1l' tする 3旦由普勢

現 由 比絞的重要性

苦手働者

持 Head. D epar t ment  01  I ndust rial  E ngineeri ng.  N ortheast  Uni versity.  Asa S.  K no wles: T he  S malJ 

Ci ty and T  own  Become  I ndustr y- C onsci ous- Part II:  A meri can Ci ty.  F  eb.  1938  

1)  T he  I ndustri al  D evel opment Pr ogr am wi t h R eferencc to the  Parti cuJ ar  C ommuni t y.  

制 Ｚ 本 茨はメ トロ ポ リ タン保険金制 Ｚ￭ｴｾｔ " I ndustrial Develop ment l or a  Communi t y" 第 l 表

P.  12 による。

4 3  v 川



。如 fnj なる pii 漁協言生でも 、 その安ー; 求と可能性

に従つてなすならば、長主義の利自在を7衡す様な

脳 4長1: Bf. J ! iH;不可能であると いふ lil} Ni はな い

そしてか、る聞をま乃五朕浪は何人に L 不t主演

な泌総や不 Ｇ［ＲＺ なる気般 的 ｩ Ｚ Ｚｹ Ｑ 置をｾ￟Ｎはしめない

であらう o 1長大多駄の最大幸脳と云ム 見地と

各向の心に経済的側心と云」、 凡併を 以って.

pli Ｎ［ 染問 ｾＡＤＡｬ の法定的分散を言 ｼ ーるならば 、 重量設〈

C heck ) や耽容のきれな い場所 に討されに工

場の場合より遜かに満足すべ き結果を招米す

るでめらう。 4

7  

8  

今

r

-

勾
、

J

S

崎

目

F

「

J

〆

h

u

産 業 探 求 ( Industry-seeki ng)  百十鼓に防 相 し者 ｾ￯ ｬｩ に

よって保用 されてｽ ，ｲ，る方法 ｾｩ 比較的 ω ないが 、 小

都市の; 秘主主の利用範包1に閥射して、f笹川公され二次

の項目は問園地- ) ， CC ount ry) 全耀として正に代表

的なものでめる。 4)

l、地方行政機腕i によって供給され7こる測替(

leads) に従ム事

2、垂li i東氏J奇の院佐

Ｓ 、 指格的手控トは外古 ｜Ｑ の産業 ｢［ｾ｢ の都 市に Ａ仮資

されることによって供給される淵怯( Icads)  

に従ふこと。

産業開設計壷の娠興策3)

鹿告を逼じての抵興策

広ー告計fit の樹fr. は聞を主計J i tilii 主t に跡j してi f { ( 聡分

闘の段階でめる。何決なれば、 比良で成功又は失

敗力: 決定されるからである。若しし計抗力 :rrr -Vf 工

業にも 廠〈漁定されてあるならば、勿 論J1Ji 告 [1句要

素と云ふ L のはそんなに電要なものでないのであ

る。然し乍ら魅力のある産業として計従が構成さ

れf ことするならば、例へそれが新設の又は女工場

のi'.lt ft と し て い 腕JATの意味ある事 {t' 賀ひ被 る筈

がない。

都T!'j のrfJi 告と云ム L のは常に 2 つの形式全 以っ

て行はれるものでめる o ll Jl tうそれは Walt er  W.  

Pace 氏が淡従し 1:紋な所説“ shot gun method'・と

"rifl c-shot  met hod"  1 : 云ふのがそれでゐる 0

5

) 而し

でがI者の i潟大な地威一 両に飛散する飛道具は、故t

都市に奥へ( ， j' L t: 工業の迎合する火さ及到健に腕j

する 1fi lJ限と いふものがあるしのである。一般的に

小都市は、 大工事長を支持する司H' 希望し得広いの

でめる o ＱＱ ｜Ｑ ち大工業への害予知 ｬ 供給の準備 、 汚 ｊ ｬ ｾ 彪

辺 、 公共的軍 ｉｊｾ 更とサ ー ヴ見 書事 の様々な問題を取扱

ムベ〈小都市に取ってか、る大工業は大き過ぎる

のでめる。例へ ｾ￭ 越野心的 ｃｏｶ･ｲＭ｡ｭ｢ｩｴｩｯｮｳＩ 都市

( : t . . 都市将来の要求に闘する凡i笠もないのに、担軽

築されれ大民主理場の管理の匁に上下水道網の設計

ｾ｡ 余儀な〈されると云ム事例が無盟主にある。

か、る 問題の惹起を鰹減せしめん鎗め には、 か

、る民主ｾＡ￬Ａ ｟ｬｾ 府設の ｚ 主任ｾ都 ｛ ｉ ｩ が気槍せしめらる、

::3¥".古ij に、我々は果してそれ に耐へ作るや否や '? 1: 

云ふ質問がをませらるべきである。比の質問に書きす

る梢足すべき回答れ、ふのは、都 市 L工 染 も共に

イ也{ e議すも のでな い と云ふことを意味するでみら

う。 E. B.  Bessε li ver 氏は、論文中に官民め参照して

次の如〈言って居る。

開設計重上設定さるべき制限2)

2)  ｌｩ ｾ ｩｴ｡ｴｩｯｮ＠ to Be  Pl aced  upon  the  Development Program.  

3)  Promot i ng  the  D evelopment  Pr ogram.  

4)  Result of Questi onaire.  

5)  Revi ew  of Revi e w.  Nov.  1932.  P. 70.  

VI I I  4 4  

利用し仰る建吻

71j ｾ＠

交 遜 泌 輸

材 料・

ｾｩｊＨ 系する工業への接近

個 人的列! 由

roJij J 及燃料

生活保件

財政的援助

謀 統

合 併

Ne w England の小都市が産業誘致に努力し? こと

ころの 7 アク F ーは第 l 表に示されて舟る o 比の

談はメトロポリ !J :.-- ，' t 命保険合批によっで作成さ

れ れ 表 t 比 絞 し て 見 る し 如 何 な る フ ア ク タ ーに

よって工染がその位置を? 求めるのに努力して居る

かを示すもので‘ 頗る興味の深いものがめる。

( 第2j¥主参照〉

EcVl  England の多〈の郷市は、す|・鉱を7始める jjij

に産 Ｒ 能的要求ｾ充分によく紘め Ｔ ゆる採な ｊ 嵐がする



くと L- fnl にカ・' ! t ' ヒッ トする見込みると云ふ原則の

l' に行{よれるのである 。一般的に t:U 'bの形式は不

i前足な市 L 不tt産的 なものでめる事カ ;立: 設されて

府るのである 。 I二回の リス トに於て 4 新聞雑誌に

都市カ; 肢告する。と云ム l活らぎる 4 つの地位 ( the

unco mpl i mcnt ary  fourth pos iti on)  に十七怒合必婆す

にが然し ジヨヂアのア トラン F 市及テキサ λ の夕、、

ラースCDallas) などは図家的大府告合枇( 士右主主な

ものであることを7立詮すると云ふことが報告され

てゐる。げれども彼等の比の設言は、苛し彼等が

大都市の古1I 類に編入されれ後は、 そんなに厳守討な

ものでないのでゐる。

L. . d"  9uppll. ed  by  

10C8. 1  orgonl zflt l ons 

Dl rect tnal1 advert 1s1ロ5

L. . d.  . uppl 1ed by  

pronuc ts  sol d  l n  the 

C凹r . : unl t y by ｯｵ Ｎｊ［ ｾ､Ｎ＠

1ndu:3tri es  

Communl t y ｡､ マ Ｎｲ ｴｬｳ ＱｾＵ

l n  :newspnperg a.nd  

perl odl cal !l 

Other  met hods 

。
10 20  

一般に期待されで居る比の月 ｦｩ Ｇｾ ｬｱ “ ｲ ｩｦｬ ･Ｍｳ ｨ ｯ ｴ met  

hod" と云ふのは、 定まつれ標的に向って着火さ

れるので、 それはヒットするとか又は失敗すると

去ふ形式の方法ではないのである o ｾ｢ の成告は ｬ

つの産業か若は集図産業によって監督され. 且つ

比の産業の件に就て都市の府告がm供 され る伐に

百，'i ! f されであるのでめる。此の 2 つの形式金利用

する こ とは大いに信頼に足るものでめると云ふ こ

とは疑ふ自余地がない、何故なればそれは、 ll iJ者に

就ての不E程変性であるとか無駄な付添人でめると

かを除くからである。第 2 の利金と云ムのは確定

的ではめるが一般的でない憐件が提供されると L 、

ふことである o li l 1 ちそれは都市に利金を磁2皮に提

供するものとして知られて居 る同組である。j { f r く

して待種目尻貿法の利用金物誹る事が詐される符で

める。此のカ法の人気は、前記の分類に於げる。

l白: 按郵便康管法? Cdirect mai l  adverti sing) の地 位

によって指示されるのでめる。

産業開設への補助的施設の

開設計主主に活カを奥へる手段としての政告利用

に就ては興味と 見込のゐる iili 舎の代表と 個 人的援

簡をなし ‘ 同時に他 の振興困骨:=Cother  promot i onal  

bodi es) との協力を懇願すべきである。

此の票占に悌J しては、 Ne w E ngland の諸都市 は幸

に い Ne w E ngland 諸州の産業開設を助成する同

的自? 手l して居るトl ew E ngland 餓 令、州 関空査委員合

及言十重函館等の援助機闘をr持って居るのである。

: lO 

更に叉地')Jf街工合議所、遁尚一

ω 1  局及産業局等の地 ')J k羽根 LJ W;

々比の::' r; ;JK仮興策 に役立つ も

のである。

比の適切なる 'I!l 例としては

マサチユセツツのCambr i dge

に凡/1- *1 される 、 lil J ち共成に (1

1"J"現、をま展、闘をま及サ ーグス

等に括討する普泡の問題含取り

滋げて討議する目的で、 その

厄繊の製造業者逮が万一に参集

し得る K edall S quare産業協舎

が存在してゐるのでみる。 1111

ち闘をま計宣の成功の程度はか h る園殻の興Wc 支

援とを獲得することによって非常に精加すること

T;IIH! Z: るのである。地カ土地代理人 ( Iocal real  

estate agents) 及土地協合 Creal  estate  Associ ati on)  

雨者の興味と協力と云ふしのは殆んど難なく件ら

るべきものでめる。何故なれば比の百十遊に沿ふて

役立つと云ふ こ とは彼等自身の利主主でもめるから

である。而 L 彼 等 lま屡々建設的な示唆を提供する

ものであり且つ彼等自身 U1 l f 告的な努力を遜じて

奨励授の制り蛍に耐へ得るのでめる。

決 定 債 額7)

比のJ ! f 来ー聞をま言十査を企てる虫11 き如何なる都市と

鋭 い 比 の 潟 め に 消 1'( する経 1'(tよ最低限度に 止 め

i*る秘にせねばな らな し、。筑際に 功A 用さるべき金

額が決' 在され? こ l待、産業への都市の要求といふも

6)  T he  Auxi l i ary  Faci l i t ies for  l ndustri al  D evel op mcnt. 7)  C ost  D etermi nati on. 
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のが考泌さるべき最初の J具ー業でみる。此の財に闘

する最近の事例 としてはエ ユウ ノ、ムプシヤ ーの

マンチ L スタ ー ( Manchestcr. N.  ｈＮ Ｉ が日 ｪｊちそ ｾｌ

でゐる。 Jt 践で( . i 部ih・のド要産業を科IJf lの滋志を

全〈持つことなく 防i告j'[し 1: のでめる。ところが突

如とし て焔烈な要求がぶち惹起しにので、 比国主と

地方 の市民 (ま、此のマンチエ旦罫 ーのJ;&めに比の

Amoskeag 資 産 ( A moskeag pr operti es) を欽捜し且

つ; 盛常に利則すべく侃めて適切 な民主置をなし 1:の

でめる。

手: に決定すべき要素は必要な基金を専用すべき

都市の能力でめる o l ' J l ; るマサチユセツツの都市の

例でめるが、失つ 1: 産業回復に役 ，'r つべきノト. き Tこ

計2Eへの要求に沼、意をt; J . って居つ f こので如何なる

ト1Ｈ ｉ Ｏｾ ぞか、けＧても ｬ ペニ ー ｌ の牧入すらす品けＧる ｾ ｊ｜ Ｚ

が! l '， * なかっ1: のである。

そこで第 Ｓ の場合として｛士 、 比の Ｗ ・ ログラムｾ

引き受げる都市は、 此の活動 CCampaign.) がi T: て

られる事前Iに充分沌意 して防j 拓す べき分野合調売

しなげればならな いと云ふ こと である。比の i占劫

に支扮はるべき必要なる金は遡常に則 立てら るベ

第3表 小都市による開設技

A mesbur y. Mass.  '. .$2. 000 

Augusta. Mai ne  ・・・ 10. 000 最近 ;歳 :1¥に 非す'

Bcvelery. Mass ・・ 1.500 

Biddeford.  Mai n' ..... 無1'V¥1

Braintree. Mass .. .. ＧＡｾ丹Ａ僅少

Danvers.  Mass..... . 無 ' !UH; 地7J 人による自由小 i上

Derby. Conn.  ・・・・. . J照 的¥1

Mal boro.  Mass. ... .. .  18. 000 1936年間

Norwalk.  Conn. " ・・・・ 2. 000 匂:11ミ

Ol d T  own.  Mai l l c  .. 1. 500 

Hochester. N.  H.  .， 30. 000 JiItjJ i  

Slcvcns  Poi nt .  Wi s.  40. 0( 0  

きでゐるしR つ久 間伐な 地位に虫つ{也 の都市 によ

って消' i ' t . さるべき金傾 11充 分r!; 意して検奇さるべ

きでめ るo ｊｬ ｢ の ｾ ｊ ｾ Ｈ 工 、 主里［命的 ｈ ｉｊ ｙ ＧＱＮ ｪ＿ｾｾ 勢に到注すべ

き玉虫る桜械を烈 J 、る L のでめる 。NewEn耳land 諸

都市に 於りるD f l ｾｩｴ 計 ［ｾｲ｡ ｲ 業 Ｇｬ ｕＮ 去ふものは法外に

磁々雑多なもの でめ るo (j，p; 3夫参J l のマサチユ 七

ツツ のT urners  F  all s に於ては、地 ) j の人々が I1七の

計百 ｉ 合後援してからと云ふもの ｬ 士 、 者ｾ市に封する

目)/: つれ主主役と去ふものがなくなっ 1: のでみる o

t : 然し之れと反到に 、 マサチユ ヒγ y の Narboro

で(土産業開1ｾ授の ｮ めに ＱＹＳＶ Ｑ ＱＢＭに ＱＸ 0仰 をH' l t!( しれ

のでめる 。かるが放に各都市は計査の賀施可能性

につき猫力で‘ 決也せねばならぬと云ふことは明白

でめる 。

f最後に 、 その ;I i・J I を引き if:_ げ るili) に都市 11 た ;1( .ー

すること ( goi ng ahead) のi! ト策でゐる こと の問題

を解決せねばならなし、 。f! IJ ちそれは産業目的合 誌

に適用し仰るや否やを決定せねばならな L 、。例へ

ば . マサチユセツツのWi nthrop (， L exington ( ，共に

彼等の府*11 Bostonの 。 温 床 ? Cbedr oom) として

サ ーゲすること上に伎はると云ふ泉がする。善し

悲し何れにせよ . 交遁施設の利便から遥

かに陥れて居る小都市( よ関空苦言「輩の普怒

に拘らす，多くの Ｑ 吉 Ｊｮ ＺｴＧ能〈 こと ＨＱ ＱＱｾＪ な

いが、又 都市のク; 盛1主位。 C1  ivableness) 

会決定すべき要素なる教育機関! : ｾｴＱＺ 然休

ｩ 主 ｪ ｪｻ ｾ殺とがま ｴ 囚である場合も 、 多〈の ｊ ぷ

ちりを賢司JL し作 る希遣を持つことが11'，* な

し、 。 要するに者 ｾｦ ｨ はその自 身を信じ且っ

か h る倍聞に根械を置かねばならな い。

開設計壷といふものが

その費用を正雷化するか?

St. J ohnsbury.  V t. ・ Ｕ ｇ ｏ 匂ｾ "1 '. ;  ｩｉｉｾ訂正令による後狩架合会む

'1・I1lr 可l斐のある IJiJ 伎の労力 ( a worl h-

whilc  dcvelopmcnt crfor t) の' 1'eJ l i t J : 葉大な

ものでめること合認容するとしてし果 1，

ｴ それ合 ｊｅＧｬ［ｾ ＮＮ 化することになるでみ ら う

か? 若し故後の支 :nに於て綬i質的 に都ih

を味 'I すると云ふ結果を招致する ならば、

対平吉';w，ーは不必要でめ る。例へば、 St.

L oui s  115ヶ. 1fIHI のh広告活動に 27. 000弗を7

1白'l. '(_ しにが 、 その結果として 51 の新工業

T  urners  F  all s.  Ｑ Ｂ Ｑ｡Ｕｳ ＮＮＮ Ｎｾ＠ '/'( J¥I  :  J也7J 人による 吉| 点への後後

Wa¥pol e.  Mass ・・ ;!nn' U¥¥. 数人による個人的? は)]J

Wat ervill e. Mai ne  ・500 1936年間

Wi lli mantic.  Conn. ・ 3. 500

本 来は ¥936- 37年間に於げる ーIl: llt 大惨工業妓副首科による

'fr l::j 模台基礎として完成しに綴告古よりの抜本 である。

8  CDoes Development  Pr ogram Justify It s  Cost? 
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は毎年 々額 200，000弗 を税金主云ふ形でそれ{ f 返 行つにと する ならば時間 、 エネルギ ー 及金 反 ｾＱ と

納して居る o u! t に滋注し 1: 如I < 、At lantaの治到j で の云ふものは明々内々である。そして河、都市 の

｛式 市 の経 ｻｾＲ Ｕｊ ， ＰＰＰ 士一要しれが 、 Ｑ Ｖ Ｕ の ｾ ＿ ￭ 工業によ 闘興するいカ・川士しさ普おと云ぶしのに持してノト

る毎年の注; 煩 支t河川よ 7，000，000弗と云 J 、好結巣を 産業の移動力 :総憶されるのでみる。

J討来して帰 るので め る。是等の事官et 立、彼等の努 力益、る 不幸な る問題の欽治%，;: として産業日fj をま i占

合 、 大都 ､ｪ に於げる健全 な る 産業 ｾ ｍｾ と去 ふ ｌ の 到 ｪ の協力 者 は 、 新し き 専 ｉＱｬ ｊ 家をか ｬ り ｮｾ すべ〈 正 し

は Ｎ 者ｾ 市 にそれだげの支扮を Ｇ する ｌ の でめる と去 いカ 向 へ 働 くでめ ｃ う。而して 彼の ｦ ｩＺ ｬ ｊ ｾ は 、 各内

ふ こと を ＿Ｚ［ｾ［示 して居るものでめ らう。 の都市が隣接す る 都市と ｦ 堕 ｾｻ･ 生じない伎な或る

斯様な計衰を?賀 行 し 綴 げて居 るNew England の 自然の芹IJ徐にI #J し、或はヌ賢明なる政U : " . . ... .J1¥J 

小都市 (1、 同憾な渦足すべき結果金持綴し て府る ち祭校公関 .&.;1ff. 紋14; の美化 、火災及警漆施設の僚

のである。是等の都市の経験に操り工もおの 倒 君主計 充 、 保 健ガ ーヴエの効果と云つれまEひ か ーによ

主主主 ｾ ｦｬ 行する こ と は顕然 Ｑ Ｚ る ｦ 削江 があ ると云 ムー って結果し? 、る待か! なるかl主主仁跡iするかj 重苦言|友信j

般常識的基礎の 上に工夫よろしき百|議案 が他 の都 立の有無をE百: める JJi. でゐらう 。 で、比の事 ( I 悶長fi

市に よって保用される事が期待し i' トるのでゐる 。 でな い筈 であ るo M放なれば各 々の都市 はそ れ向

現代の組織下で は . 競 宇 都市 Ccompeting com 身濁株の、他か( ， II.;; .))I J し作る荊l寄付失 {e右ーする か

muni ti es) (l J;li 許i ク煩突の戦 ? 9)  (l>ttl e  for the  ( ，でみ る。 今日ゴ1;常に 一 般的に なっ て米てゐる雫

smokestacks ) を れ行して 、 各# がその獲得し作る i Hし仁努力 やM駄 な 競吾i {e I¥I: <ベき ほ 誘導するこ

L りを模索してた十るのでめって 、若し低率のお111J!: ，:. 11 ， '(宇都， hに以つで最 L 興味ゐ ること恨 でめ る

と去っ1: 械な L のを提供する乙 とによって工場を 今 や 、 比 ｩ 怠に都 市産 業開設計量 ｅ をな すｾ め に ｴｾ し

郊外へ誘ひ: 1 '1 す こ とカ ql H4t るとするなも ( 1線、て好 い且つ fj: 甲斐 のめる i縫合がみ る。彼等( : I 産業と 都

都合なの fごが 、之れと反鈎と する ならばか、る都 ￯ ｬｩ の自ト ｈ 系 合 理解し て舟 る 技術家及 ｊｾＧＯＮＩ ｦ 也の者の ［怠

;hはその1寝泊なる不IJ 主主に就て! i iJ 者の笥li ti のfi f . ; t ft' 見を j宋fll し'1: IJ ) ( ( 1求め るのに 最善合議す でみら

説 ij B . すべく最善合主主し 7功、 L 知れな l "o 1.干しさう うo ｣ ， 沿岸幸次ｬｩｉｾ )  

耕 作 技 や荷
，
，
J

 

M

H

 

三十
ヨ主

1翌.

Spree  Ｈこ沿へる組合 ｋ ･ ｴ ｳｲ ｨ ｲ ｲγｬ ｯ Ａ ｦ の例 ｾＧ ￭ ｊ 、す

ノL ド、 ノレ 7 ・ ミ ユ ラ ーネ

その1去の耕作技術的調貨は、Ketscendο If 組介に かl巡的 l姐民の陳列 をし 1: のである。

針する全塁走務?Hl1.: ( 第 1[箇) の某礎をなし 、 その 現 在の土地状況を誕百!怠し 、阪に確泡 され れ 道 路

f苛事業中なる 一般建設計 貰{ 士 、比の調査によ って f怖を顧慮しながら 、事業( 立 、地方に rJ'aがせる 11者件

本質的彩響会うり 、且 つ又 、 その状態宏明 らかに 合成〈参酌してゐる所の 、全百十宣伝呈示せ ん と努

しi: のでめる。その全事業( 士 、Dusseldor fe ( こ於て めてゐる 。 多〈の ｈ ｾ 務拡が建築米［主 に永 烈 ｪ のしの

(士 、家 法言I' llf に釣 する組織的準備の例として 、合 であ るに して L 、多〈の iiq( よ依りにも! / " I i l とらし く

隼Ｚ ク ド イツの 一 生活ｾ ?  C  " Deut scher  Levensral1n1'・) t品1へ すぎる。 ぞの事!.t 、若者にとっては 、全く明

( Zentralbl. d. Bauverw.  1937， S. 473/74) 内に 、 l僚な司王であ る。 ぞれ にし 拘 !二子 、一地 併の卯l鈎Iを'

9)  Merl e  Thorpe: "Batt le  01 the  Cities  for S mokestacks" .  The  A merican Ci ty， l¥1arrh， 1930， P.95.  

祷 Ei ne kulturt echni sche  Pl anl1ng ｃ ｾ ｺ ･ ｩ ｧ ｴ＠ am Beispie!  der  Cemeinde  Ketschendorl  a. d. Spree 

Von Dr.  ｾ ，＠ lng.  Rudolf Mull er， Berlin. 
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するに は、他 の黙が存在し作 る4I を示すれめ 、著

者は今 まで逮〈はなれてをつれ着眼鮎について 、

故意に強く力説しれのである。

一地帯の農耕地についての知識は 、住宅経; 皆様

に封する異議なき卵j 問iを F すにめに充分でないと

云ふ4 fU: 、 この際向本質的に他 の原因が閥奥しう

ると いふ事とが、iJI J に生じてpfとる 。反.に 、か〉る

組織的準備によ って . 創造力める l暗示を?l Mi岳する

事[ 士 、著者・にとって. 全〈縁遠い事である。現花

の例は 、不援の例であるべきではなくて 、むしろ

それは 、必要な要求金 i対す1: めの他の方法含示す

ものでめる。

ドイツの空間の不足 は、自然の資格に ; 盛合して

ゐる各小土地を利用し 、一 線の ｾ ｈ 来事や 地債によ

って 、その土地主? 草IJ 用しない様、吾々に強制して

ゐる。その事11賀際ゐるべき計査でめる。

ZEICHENEQKLi ミQU!

ｖ ｇｲ｜Ｂ･ｨｲｳｳｴｲｯｳｾ･Ｂ＠

，。旬刊. ， . . . e. t ' ) *ω ・・4

ｾＭ 士 士て ］ ］］ ＱＮ
向 日 場 内a 、 ，. μ @内J

ー = = =

r司 崎 国 同 ・F ・ 園 圃嗣 園 圃- 0.

ロ支え I nd凶 " 色 町0 小 山 上 三] frl e d l"l or 

関 抑 制 認 !?: utt ac 
Ａ日ｃＯｾ山唯 Ｄ｣ｲＢ ＧｔＮ･Ｚ［ＺＮＮ［旬、 ＱＺＡ＾ＵＡｾｾＮＢＧＭＢＧＮＮ

ー 附 間 以 ω w出 d

土 壌 畢 的 蹴 況

ＵＰＰ 以 ｴ の縦断探掘と ￯ｪＮｾＣ とか ら 組合 内 の土製

縦断国がJ苗かれ 、そのをま生と形態接的組成と に闘

し? こ統ーがなされ 1: 。土壌箇( 第 2園〉面上の種

々なる表面彩色は各種の土壌型を茨はし 、線影で

表 されてゐるJ i jj 'は、土撲の種類に閥ーする説明をし

? 二ものである。唯一の小例外は別として 、全版域

の土壌の種績は 、完全に 、同一( 砂〕であるにも

拘ら子、土撲の型表現によると 、非常によく鑓動

する組織が出来てゐる。

組合領域の大部分は、或は沖積暦の砂 CSand)

の上、 或は海砂 CDu nensand) の上に於いて 、鈴

色森林土 ( R ostfarbenen Waldboden) から出来てゐ

る。南米から北西にかりで 、巾の底い惨状の草原

森林土 CAuenwaJdboden) が通ってゐ る。 その草原

dり

第 l 悶 S pree に沿っ 1:組合 iくetschendolf の全ジ ー トノレング計叢

後比論文で kf;めて問題と され t: 事を詳細に説明せ んと試みられ土 、五つの闘と一つの百十査と

を持つ 、Pr- Ing・R. Mii ll er の著書 4 土峻裂によって 、 ドーイツ闘士計遊への寄 F-H念、 ジー ド

ル y グ百| 叢に針する組織的官民備工事の基礎として闘示し t: 1， の少に於て述べられてゐる L
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森 林 土 内 に 料f宇治休上 CBγuchwal dboden) の小商

政 が展開してゐる 。 沼滞土 CMoor bodcn)  (土産Ilイ干

のI背と点並びに S preel こ沿って-11:; の小田ーも:けこ める。

個々の千坦なる主主地に (J: . 土佐布!i 土 CZusammengesc

hwemmt en  Boden) の小 府積カ ;認められる。

人工的に鎚夏せらに る土壌 といふのは 、士({:fl tさ

れ 1: るm土 CMoore) でめり 、 豆!li; 11l : ! ! l . められ 1:1也

m CT eiche) や 砂Jj C ( Sandgrll ben) 並 びに褐炭府

(  Braunkobl enabraum) からな る庄で め る。

f五色森土 l H五色の B 一層と名付げ られて ゐる。

それは元来 、f i ' 弱なる土2返却でめり 、風雨作用に

よって啓 f t0 れに鈷，1物 L 、 上} 奇には保存され てゐ

ない。土 成 i.BIP，き自然の民主i ! 与を受げ 、 それによっ

て縦物のj弱桜物[ 士容易に洗ひ務れてし主うのでゐ

る。そ れ どから土級制のヂIJ 針金する 1: め. 河口の

石 /J :待 ))11与る役制 {f i貸す，るのである 。

森 林 土11、 2 m 以 t のFZ さを持つま田L 、i中村U! 子の

が 砂 から の み ｮ ｬ • 氷てゐる 。 縦断面の形成金 み るに

待色( 土依り織はれてゐない。 Bi rken道 路- Rauener

Ki rch 道路に沿っ 1: 砂 涜 !この、適度にぬ色しれ銃

色 保林土がー般の 同一地獄土 l J ' に見 られる 。しか

もそれ は、民業日目化によって啓主主せ られ深き腐楠

土とより 叉き 1m沃さ とを示して ゐるが、 しかし そ

の仕事 ＨＱ 非常な努力を要し 、 骨 折 甲 斐なき ｪｪＺ ｾ ｊｾ で

あ る 。主主 ｊ 也 ｬ 主 ‘ 段 、 ｾｉＺより凡て Ｎ 森林地併や総 地

J散として最 L よく利用されるだらう。浅田[ 砧 r[，.

砂上にある 、僅かに地色しれ金持色緑林土のー i¥s li

好迭の形をし てゐるが . 比量産に於ても同様に 、糊

して 、稀ではゐるが 、ト 5 mより厚い者ii 砂 CFlugs託

nde) が問題となり 、51... しば し ば 20- 40c m位のjfJ.

さしかな い流砂が問題となるので め る。比の: 制改

板の F に、土 地 の機j戊によっ ては、最早貴金り影響

を裳らないJ i J j'の、沖積 期iの谷沙 CT alsand) がめる。

永沼的な耕作準鋭 、並 び に大き過ぎる事のない海

砂の厚さ l士、適度なる} 込楽的手II J司会許して居 るが

その結果l立候り優秀なものでな L、、 なんとな れば

夏き卒年作全得んにめには 、多量の人工肥料 と厩

胞とを必要とする カら。

原告古峡谷と 111i : の坑で[ 士 、f元色森林七 l土砂際貿

C  ki esiger) や村士 't'l Canlehmi g) となり . J1与に 11

x . 石だらり ( s teinig) な L のとなってゐ る。 風 雨

作用によ って粗い成分が. 部分的に 腐植t となり

それによ って粘 土 暦 0 1'受け るほな 、多量;の恥li ' l: 性

物' j ' ! fを{共紛する ので 、此の百f¥分[ 土 、ぬれ 、地 l、7R位

に もか、 lまらや、非常に似 fi li: ゐ る L のでめる 。

灰色計百 字 Ａら林土 ｬ ￭Ｎその授 ｾ ｉ ｊ ーによると 、 ｦｾ ｬｩ 却 が ｪ

tR，i悶土 ( Na [1 bodenj  にJ?J してゐ る。 こ、 で r. u地1

となるの は、 そのをまノ1:' 1''&ぴ縦断面形成. ! ' に 、大

ｈｾ 地ド ｊ ｒ によって決定せ ら れれ所の地却でめる。

地 ド7R作 用で 、重要な物質が洗 ひ務されるばかり

でなく 、 しばしば 、 例へば 石 灰 、 粘土 、 褐 ｎｾｾ 断 、

禍 石 Ｎ 沃 ｫ のほな物質ヵ［ 、 地 ｬ 、 ｊｒ によ って 、 以 Ｎ Ｚ ｩ ｩｴｾ

させ ι れるのであ る 。 この Ｔ ｊｾ に よって 、 石 ＨＦび

土壌〉の白然的な岱主主3 { i 告が保存せられるばかりで

なく . 多分それは 、更に! J 1 IJ11する 1:' らう。強〈地

色しに岩I i ' ;' 森林七 11直! { に型の損 傷を示して氷てゐ

る。土地縦断内 の内 的事象と云ふの (1 . 折 々行ば

れる 酸化 でめり Ｎ 比れ ｬ 土 由 主要な る ｴＺａ ｩｩ 劫［ｾき Ｕ 毒素の灰

汁抜きとなっ 1: のでめる 。総色 (i . Ij民き灰色 、}l Y;

11叉しばしば必L、戎E駄のめ る色形( 大部分 11鰹〈

接ぎ合[ まされてゐ る〕によって 、表はさ れてゐる

餓 物 質 汲i悶 k から純粋な漁 休土への 中間物として

及びその反封のl J 'I/ !i 1として 、草原主張1木土がをま見ぜ

られる 。 而 L そのと地飽I商11、地 I‘ 7Rによる最長怨

ｃｂｇＭ 暦に於げるマンカ・ン 、 ｦｾ の 沈澱物〉の本質

的i数段o示してゐ るo しかし3王、水平 に成長して

ゆ く森の楠 i勿1， . 土地 ilii 百中に 、明瞭に況はれて

ゐる。之等のニ士: 泌に針して 、仕事々起つに洪水 や 、

地ド; ] ( の退 IR C前Jti .1に於げる spree ドノk装 置自iJ の〕

が認め られる o 就 rl '比の貯水[ 立、上層の J Jcの蒸1i t

に際して洩留しに ｽｾ ｪ の Ｎ 土 ｚ 庭内に含まれてゐる物

'貨を 、 -J i J j-に 、 持 って来 f このであ る。斯くの虫11

〈、早期lの洪水 は、地方に直接客を加へ1:. のである

が 、しかし一方 、可成りの修養素を持って来て 、出1

4妥に別主主となっ1: 。 殊に、 しばしば現ばれる 、所

百円亦の ｂｇ 一層の ｮｾ 宅 ｊｴ Ｏｊ ［ 原君子となっ仁のでみ る Ｐ

［ｪ ｊ ｾ ｉ， 、色 ＱＱ Ｎ 地 中に於げるカ強き Ｗ｝Ｈのノ ｫ 卒 移動の結

果であり 、 力孤き餓分自If の一連績で あ る。 著 者

(土 、f也の地方に於ても常に同一原因によ るべきで

める とい ふ類 似の観察をし 1: のでめる 。地 主主主が

何を認め ゃ うとし 、土疫の生産に不刺主主な る作用

11 . 永液しな 1，、。変に吾々は比 の土撲に主主して .

や〉支き許似をするだ らう。何 となれば . 比の強

き餓分自If と共に、他 の、柿物 にと って重要な る物

質 が、 地 ド7Rにより 、 同行され 、 更に 51... 必 予し

もか、る若い色彩 によって表はさ れてゐないj引の

物が分離さ れ てゐるか らで ある。 組合同潟の: I ;I 原

誕祭休土内に 於 て[ 士 、抜大な る平j旦な分布を1 ， 1: な
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もので策委 に宮んだものである。褐炭場積 CBrau

nkohl enhalde) の下の峡谷状をな す泥土なき部分は

非常に遡皮なもので 、 とぴ抜げに果占は持ってゐな

い。上表7]<.tJ; 最早惨み遜る事なく アスアアル ト道

路上を流れてゆ〈様 l二、細砂質の成分は洗ひ流さ

れれのである。人工的に 蟹へもれれ土壌は 、重 に

成分の相異により 、 僅かな例外はあるが、 この

土壌に撃すし営分何等償値ない物を鼠別 してゐる o

Kohl en鍛造と Birken 道路の交叉駄な る高所 にある

所の 、粘土質の砂で充? こされてゐる沼がか、 る例

外を作るのである。殊に褐炭山CBraunkohl enberg)

建設時代からの 、石暦鍛i宰土砂、の堆積に就て述べ

られねばならな L、。それは農業的債値を何等持っ

てゐないのに反して 、若し土地が必要な透林によ

って岡められない場合には 、風雨の際、附近の物

に聖書して危険でめる。小俄溢建設の時に 、おそら

く砂が敷かれ 、或は砂でおほはれてしまつれ沼地

は頁い性質のものであり 、農業約に償値める もの

である。

個々の裂を持つ卒坦なる披張は土壊園 より明白

い所の、そし て叉それ故に箇上では解らな い所の 、

B G  居内の 、無数の峡谷の位置が鷲見せられる

だらう。比の峡谷の位置に就て . 著者は . 峡谷

砂 CSchluff sand) が耕作及び』政金に本質的な影響

{ e 及ぼす μ 、ム事を述べ? 二L、のでめる。

沼i隼土は肥料{ e 施こされれ小盆地、及び痩地か

ら出来てゐて . それは到る所で . 2m の厚さを越

す泥炭土( F  achmoortor f) { e 露出してゐる。地下水

が降下してゆ〈事は土地 を形成する上に於いて好

都合であつれし 、酸 化は部分的 に、非常に夏〈行

はれ1: のである。最近50年間に 、先づ第一に 、沼

津土佐牧場に刺用する事が行はれれ。

首長物的汲i悶土と有機的滋潤土との聞の過渡的な

ものとして沼土的土壌が認められるはす・である 。

清機的成分を持つその内容に熔じて、吾々は 、 そ

ここ〉で . それ等{ e 区分する事力 t 出来るが、 しか

しそれは大面積に亙って分布してゐるものでない

或待殊なる場所は土佐積土を牧めてゐる。それは小

さい谷間の盆地RP傾斜面の下部にあり 、その環境

に賂じて . 粘土質或は砂賀であるが、常に新鮮な

..'ら
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上茨の土壌種類 CBodenart ) の説明は . Aー最上部土桜庭)fi 町、支〈肥えれ肥土 . B/ ¥ ｾ元色或 ＱＰＱ

例色のj腎 CHori zont) 、C j j 地ド7] ( . 府、C "-. 土壌構成によって影響 されない石、 A C， B C，地ード

ァ ｫ により最長 ｀ｾさ れる居。の刈 Ｑ くであ る。 記 入されてゐる数字は ｣ｭ 単位の悩みの居の厚さであ

る。 鋭化し 易い土1; A種類では 、府の対外立は種々の斜最多線で表 はされてゐる。 多くの j奇に謝し

て烈へら れれ影響11 同磁土器i)) rjJ にもめる。 uu浪泉、，1111内最頁肥土ルV叉J j jg土!Vn目士 、貧弱な土

/ 強き 鍛分阿佐、‘ 出マンガン及沼産餓の分断、

x )  i民紘数 l:t 100等分で 100は最 l二の土挺である。

なる本でゐる 。そ の伐に 、地方 にめるものを理解 のでめる。

する事によ って 、人は内的機lぷそのものの明 i僚な ー 岩目宇土の不明瞭な foJ j - l . : l : 以前の捜せれ1甘い貧弱な

る ｪｦ 三を 生 Ｚｪｬ る事が ｾｉＡｉＪ る。それ放に 一 組合の出正大な ものである。 Petersdorf er 湖力、ら流れて* る Spree

毛農業的、築 底的、都市計量t的な俊民 に濁して輿 校? 剣士 、D。山ue 0 越へて現在の L ongewahler  

へ 1'， t l 1:ゾJ 向によって 、自分の Wj r' ，かな 形舎 内l る Chanssee に沿ひ 、Lnnu，ewnhl かに Spree へと秋合同
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して、北方へ仲ばされて行く。比れは 、Dorf aue

の ｾｴ ｪｊ で 、 建設の ＱＺ め最早綴行されな い が 、 多分

主ｾＮ主主 設 の ｬ 努及び必要な深長時穿の際に再び起きれる

だらう o ? e c 舎の改築が比の事会充分校明してゐる

ｩ 税金掘る に 際して ｲＯＧｾ の下にあるｖ￟炭府の童文米が切

りとられてしまっ1: 。二つの Spree 枝流は北隅に

於て lくetschendorf 領域を湿り抜げてゐる。岩石宇土

(，Jj; j勢場時、ゑぞまつ岩rnの原虫fi 状態で 、草原謀長

林t / J :主主 L 早〈耕作地を作り上げてゐ 1 : - Ketsch  

endorl に於て 1621'f' に小語辞が作られれといふ事力;

更に文書から引用されるはす，でみる。一一 そして

1: ! : へ時々 、洪水で中止されはしれがお率の牧盆

金供給し 1: のである。待に 、Spree の恐湿なる洪

水 ｬ ま堤防決援等の際 、 ｊｉｴのｾｾ域を慈して排ノ ｫ され

ねばならなかっ Ｗ こ。岩ｬ￭Ｇｾ土ＨＺＩＺ . その農業{ 貰値にI 9 tI

しでは 、現在組合の最上のものに歎へ上げられて

ゐる。土壌事的調貨は 、 普非常に Ｗｫ ｴ［ 屯ＮｾＹＮ宵で型稼

なる以域が こ 〉で問題となってゐる事を示してゐ

る。それ故に最新の研究に従へは¥ “ ;くaczka・' f ll ち

鴨と いJ 、ヴエ ヂ y 人の言語から由来せるものでめ

る)iJj-の 、iくrtschendorf なる言語の説明が比の頁に

上って納得される fごらう。

地 下 水 の 蹴 態

地 1: *の状j還は阪城の地質皐的組j皮と符接なる

ｉｾ ｉＭｉ係金持ってゐる。以前兆ｆＧイツを ｬ 依ってゐ Ｗ こ氷

塊の溶解により 、非常な7 k 益力 t動かされ? こ。その

7)((:1 Ji iJjJ に横{まれる地方を破撲し 、再び土砂でl ! l l

め1: ｾ 、 均もしれりし＿こ。か〉る氷解 、 まＱ［ひ落し 、

地般の経過をにどつれ結巣が Warschan- - Berl in  

聞の原始渓谷である。 Spree の現存せる地上水路

によって成充される 1: めには 、比の渓谷待は自主り

に ｅ 託〈 、 飲ｾ Iこ深L 、。それにも拘らす，うた水量が窃j

き Ｎ 而 ｌ 絞流せる地下 ＷｫＷＯＧｾ の状態で百 ｩｊ ｮ 、 てゐる。

阪に現存せる無数の銑孔及び制篠の蒐集1 j j 1 ぴに調

資されに鈴子L結果と近住者逮の多くの経験の蒐集

とによって 、 次のＺｴｊｾｴ［ Ｚ 非常な縫信念 以 て去はれて

ゐる o l! 1l ち全阪城の流水の J! l 、地下 10mの深さま

での地 r水は悩綾に 、色々な小粒大の砂の '1' {elJ)力

いてをり 、何 等の妨害もな い そしてI ' l i . らさぬ! 否

によって影響され る と云ふ :?j It):j 龍倍されてゐる。

地 l'"7k位線を調査すると云ふ考は . ｾ 七の司 ￮ ＧｩＧ･ ・ を Ｗ 基

礎としに L のである o j 也ド* 流の強さ 、並に地一r

7ki匪の種類fこ附して( . 1 . 何等決定的 T;. 事が云lまれ

V I I 1 5 2  

てゐな し、 。 ｾｴ 故 ｬ 二 、 若 者 は 、 この近没の泌総 子 ｌ ｩＧ

今迄、依りに少ししか去11 らなかっ1: のでめる。 7k

を? 泌さぬ} 菅( 粘土V s 灰土 、涼石泌灰土〉は 、 F ur

sten株林に於る深銃芽に際して 、3- I Om) i l : の表

面 f . 或は 15m或は 38mの深さまで銚穿され1: 。

か〉る粕土や深右の泥灰土暦は Bi rken 道路一-

Grcnz  道路の角の地下. 約 10m下を数舎を越へて

銭橋のブｾ inlに官11びてゐる。比粘土 ( ; 1: . このカ 向で

しばしば井戸掘撃の際、地下約 I O- 12mまで銭穿

されてゐるが貫ぬげてゐな L 、。定方向の左、遡i に

右に於ても 、 それは 、鈴穿の際、地' ド15mまでに

は見 ｕｾ されな ｌ 、。地下の厳く分布してゐるＷｫ堰併

が問題となってゐるかどうかは疑問であり 、 その

多くの L のl主、多分、多かれ少なかれ 、谷砂中の

粘土泥灰土及深石V5. 灰土台包括し 1: ものでめるだ

もう。比百ft の本来の地下水堰( : t . 、近迭に於て 、地

T  50- 60mまで調られれ所の . Mi ocane の伺炭粘

土でめる筈でめる。第 3 園地 r7 k 闘上の 地 下水位

線は大憾の形Tごげを奥へてをり 、最始の報告なる

故非常な精確さ( 士 35cmまでの談差) {e要求す

る現由がないのである。その事は又最近でＨＺｴＮ ｬ 必ｾＺ

で L なし、。こ〉に於て 、先づ状態の一般形が央へ

られねばならぬ。その状態に基いて、吾々は個有

の L のを完，O ( ，するにめ着手し作るので+ る。同時

に凡ての ｌ のを取り上げ得ない総な ｉ ｾＮ の頂 ｉ こが一

般に指定されれのであるから 、こ h で L 叉その力

法が取 も れねばならな ｌ 、 。地 ｲ Ｗｫ ｲｪｦｾｻ 立大鐙 ｓｰ ｲ ･･

に向って南北方向に動いてゐる事が同商品世から卵l

る筈である 0*状のか〉る闘式，; 日放によって 、吾

々 Ｈｈｉｾ 戸 ＱＱ ｾ皇ｬＮ ｬ ￬ｬＮ ι 等の計重に主主する重大なる指示

{ e 得る。同級にして 、 これから現在の給水計輩を

不潔にする原因及び危験が認められる筈でめる。

多くの筋合に於て 、7k{e洗tr' dに使用 11'，* なくす

る ｾ｡｜ｾ 、 餓成分が 、 待に合成されるのでめる。火￦Ｚ

に ｾｭｾ 、 Ｗ ンカＧン成分が個々の分析に認められる。

少誌の硫筑及炭酸ヵ・スは 、 Mi ocan  �Ｚ 可成ｾ j( ;j <  

ｾＱｉ Ｑ ， してゐる ｒ ｡ｶ･ｮ iJ lから部分的に 、7!( が流れ :1
'1

て氷る事 ｬ 二 、 Ｖ￘ｾ してゐるのである。一部は降雨

の漏出によって僚らされ 、そして地l " 7k Jj'をf也の

形で術らされる JiJ j- の、石軍f及び Retinit が倒炭と共

lこ規fllJJE しく並んでゐる。

汲ir，lJ土の比較的大商絞を有する所の 、了上場1: 間〈

気ｾ 2 岡) をよく見るならば、 こ h に於ては 、一般

に地 1: 7kt; :少な〈と L 地 ド 1mでjjz :l '，すると去ふ
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眠 /l 19ft i gnet.

機な現象を生じゐる。J l b商積は地1・，-* 闘 七で は.

意義が少ない刻I < 凡受げられ . そして 2m限界は

その面総府玄に於て . 草原岩尾林土、岩石卒者保林土の

面償E情表まで主主してゐな L、。』比内部的矛盾は地下

水の1I年ドによ ってのみ説明され、而 ! ' *tま最近30

- 40
1
1イ目1に、卒均して 、 1mさがっ1: に相違な いo

ULに此降 f' の始まる時期はさり得ぬものである。

何 となれば、l 1! eに土壌飽fi I i i 中の明日立なる 鑓化が現

ばれてを? る筈であるから。吾h は農業に霊堂して 、

それが意味せる月rr のものを 、手くの事柄から推測す

る事が ｉｉｾ 来る ｯ 1l [J ち地下 1. 5m 以上深〈存在して

ゐる地ド71'<.は 、吾々の一年間の良栄繁祭をもっ砂

ｑｶｴ ｊＮ 匁ｾ Stel l tn 

Un.1qohrer V"r! av/  dtr (jr，凶 d柑 .sur.時 陶 川 同 制 面ε'，N 位 . geul chnef

司 ｾｨ ￚＴ 師 ｓ ｬｯｮ ､ 柑 ｭ J vni 1.1J 5  
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土まで最早といいでをら子、従って芳IJ 用されてゐ

ない。その年に於る 550mmの降雨量は、殊に土地

の僅少なる貯水能力の接合には、最早主義りの』枚穫

の槌物量を生産す る匁に は充分でないのである。

牧会は早期のものより 著し〈怒くなってゐる。そ

して吾々は 、彼 等の地所ｾ盆 Ｔ 断念せしめ 、 良事 ＱＱ

状濯を3 J ! 化せしめれ所の、最近 10年間に j冷る良夫

の努力を理解する事が出来る。更に問機の関係で

楽 園 は 、地下水 の降水と地所のｾ長会減少によって

前にそれが輿へてゐ ｦ こ物ｾ最早央へる事が此Ｇ ， ￞Ｑそな

いのである。

比降下の原因と その不平IJ 盆な る結果と は直ちに
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決 定 され符な い 。多く のｩ￬Ｚｩ ｾＢｴＩ ｱ 字在し てを ｾ ｾ 、 自 者 Ｈ ｊＮＮノ ｫ の 永久 縫 測 が ｊ な ｧＴｾＱ 命なさ 槻 察ｲｴＧ Ｗ ｎ 若する

然 に於ると同 様 に、彼等の成果の巾に 唯一の鉢害 } 好調地下水測定井戸内音 l' i l Ud詮議する のであ る。

として現らはれてゐ る、多くの小原因が併 Eまして 非常 に進歩的にmlJ'L し1: 組合案内に就ては 、比半

ゐる。 備は著者 の指導の下lこIU: にlt 施されてゐ る。各月

F年F の原因は、住民によ って 、7kiiii 及地下水面 の 1 B と15日に 金井戸が測定さ れ. 7 k高が裁 に編

の降 1: を' *し t: Spree の盤現に料稼されてゐる。 築さ れてゐ る。それに協l聯して 、観察の舗が 1937

イ弁 しながら ロシヤ の川河工事合法[ 1) ' ら 、若者に 報 年2月に は隣村組合 Langewahl にまで綴げら れ7二の

告されてゐる事に 従ふ とSpree のド水道設置 によ でめる。

つては整理前 にあっ1: 7k高の降ード(:J:生 じないので

める。その司王 ｬ 土疑ひな い 事である。 Ｔｾ 長年 同 じＷｫ高
敷 地 の 蹴 態

が大凡完全 に保? これてゐる事カ: C約 40cm位の差〉 敷地 の許似 を行ム銭に 、深さ 2 mまでの警察掘と

if!: に花に は設明出来る。洪水のfι 験l土最早殆ど気 試怒と があり 、更 に無数の園生善自動車道路の穿怒

遣はれな L、。監理前に少〈とも早期に 、洪水が官集 結果と 井戸 嬰掘の経験とがある。

想 さるべきでめっ1: 0t: . o 7J ¥車ノj 、屋とかそれ に似 敷地 ( 第4潤〕は No.I - 3 の所が悉くよく 、凡

1: m築物を保秘するにめに 、堤防がしばしば開撃 でのE宣言受は格，B1J の故障もなく遁常の基礎でなされ

されねばならなかっ仁左云ム事力: 古い記録から推 得る。 1:暦土 I: J : 大健1i i 、或lま砂際貿のTr!) から 11' ，来て

; 主出来る。著者ーが既に第一部に於て述べ1: 如 くに ＺＺ･ｾ 、 容易 に 工作される筈でめる。大凡の 地ドＷＩＨＮ

此洪水lよ大手1J 伎を岱f しにのでめる。比洪水によっ 位l土地T ; /( 炎〈第3悶〉から推定される筈でめる。

でi1T. F7k1ま先づXr，fi: IHe妨げられ 、第二に増加l し 漏出水と泌ひ7)，とが株に集ってゐるので . No・

7このである。氾濫によるこの年 キの榊加 I:J: Spree 4 で表記されてゐる地面に強L、滋気現象が況はれ

のド水道設置によって 'f' 止され t: 。そして比状態 てゐるのである oJ C4Fが初期に於て 、そして強雨-

b・20年間 1， *'賀りff . 7kii iIのi' 防次的降ト( : J : 進行せき。 の後認められる械になつれのである 、共放に 比似

るを件な いのである。他')ji 百に於て l立、地!-' ノ)cの 域の地ド室一基礎は地下水ρ : (f. ;伝しな いにも拘らす，

鰐要が‘ 漸 次 に、籾特になってゆく住宅総倍及工 ｦι 自主にさらされてをｾ ｾ＠ . 浪糸及ノ' M誌に3討する保後

場住宅経倍に よって 、非常に高められてゐるので がされねばならな い。

これ によって L 叉地ド水の減少/ ! :/1'. じ作る列 E め 緩い楽務建築 ( 2階段住居〕 に とって . No.5  11 

る。比閉まで 、組合領地Ketchendorf (よ向多く森林 何等の困雛をも示してはゐないカ: J也 !-，Jk !J: 大部分

で蔽ばれてゐ 1: c 地 1: ノk に針する森林の作用 I:J: 、 地 ド 1 mの深さにめる。地ド水面をおめる時、比

一部( 士 、近殺のI( 年調の1f t 1J 1 1 にめる。それによって ;¥11分の地ド益基礎 l土允つ'1，ι 験となる。 比I' ，;;t成(:1以

降清の漏水量及地 !-' ; kの供給が高められるのでゐ 古iJ の Alt armeの浅係官1¥分であり 、貫流流域である。

る。 比資.林の作用 lま、 それは抑制する司王によって そして腐敗泌士或は VB失が非常な深部に存夜して

Rauenll ll こ於てまで 、減少せしめられてゐる。 ゐると云ム司王があり作るのでめる。小建設に望者し

地1ご;/( のI(傘下が静止するかどうかは今迄の観察 ては比 l土何等意味をもってゐな いが大建設〈橋等

に基いては説明され作ないのでめる。現在の降ド に際しでは 、常に沌意せられてゐて 、各事合に於

に際しでは 、部分的に、 ーカでは年々の降雨の偏 て、問題になる 11日分の細心、芯る深穿孔がなされ る

向、 及び他方では約35
1
ド聞の鑓遜 '1' に行( : J : ) l t: 滋 のでめる。そして叉* を阻止する事! 土深き基礎を

;i. i とl l Z ' 泉侠との聞の一定の大偏 向 と閥係みる場所 作る時、多大の困難を惹起するので支流(1自動車

的. I時間的に限定されてゐ る経過が問題となって 国道の建設に ｉｾ して件 ＱＺ 経験に従って非常 に 大 と

ゐる。 1よってゐる。

地1 " ; /( 11; ゐー する 意義 l主流とか河より L っと重大 侍 に、比同域に於る地 F 7/( の千七接的作用に 、 何

でめる o 地 lご7kの深さ 、j京さ 、ブJ 向及似 向に つい が附げられてゐる。 コンク リートに 有害なる 西宮(土

ての智識は 、凡ゆ る計査とそれ に附係める経済的 水 、腐索、空糸がl i.に接鯛せる FJ i に況はれ るので

問 題 に 非常な最多湿ｾＺＺ･ ; & ぼしてゐる。ー調査で凡ゆ める。そ こで生化撃的カ法によって生す，る硫! ' i li /J :

る ｾ ｊｈ ｴＧ 理 解 する事 ＨＺｊＺ 不可 能であ る 、 それ 放 ｬ 二 、 著 大いに|問題 となって氷 るのでめ るo 比過科ーは 、 し
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ばしば制限せられ 、叉地 1- '71<. の降ド

上昇と附係があるのである。唯一の

7] <. 検査のとき 、著者は比区域から遊

出{Eせる硫酸を確認しれし 、更にi奪に

於ては 、硫化織を接見し? 二のである

コンクリ ー トの基礎工事は 、比阪城

に於て 、か、る鰻聖書に望せして 、外商

保議、或はセメン トの{也のf七聖書的合

成物( 多くの院自費と僅少の石灰成分

によって保殺されてゐる。

No.  5 に於て L . 同 じく . lII Ji患の

: 与を賀行す る事[ 主義文へな いのでみ

る。比兎に於ても 、同時に約50- 70

cm の強L、砂暦でお iまはれてゐる平

坦な沼津地が、問題となってゐるの

である。道路建設の際、卒坦な沼海

地の1 ]5炭( 地下約 1. 5mまで〉掘子L

ｾ＠ ｾＱ，ね』まならな ｌ 、。

初期の凡ゆ る人工的土佐核地 l立、具

合の惑い建設地 くNo. 7) とみ なされ

5 5 v I I I  



ねばならね。詰め? こされ1: 地 1'-の不規則さに {宇っ

て、一側Tごりが据るといふfι 験がさiミ宇るわりでみ

る。吾 々が一般に 、遂げる事を瓦しとしない場合

には 、鋳Ltごされてゐな い深志 地 F Iこ基礎を殺げる

事が推薦されるべきでめる。

Spree に沿っ土井4及南並に北米の沼郡11日分は組

合中で最も喜子、い敷地である。積載能力のめる建設

地 は地下2 m以上の深い所 i二、〈時には4. Sm) 大昔11

分償ってゐて 、 共下にめる岩右中に基礎をｾｾ < 事

力: 常に必要なのである。加之に、古i I l に 述 べ1: 如I <  

比. ! l t に於ても叉現はれる所の 、金属や コンクリー

トに 謝する沼水 から霊堂主主する攻車産に就て 、考慮し

なげればならな L 、。人々は比部分を建設地 とする

事を明かにさげる t:' らう。道路敷設に際しては 、

開始 されれ工事の? 二めに は不都合なる土地も撲ば

れねばならな い し、或は浪主主の1: めには規則正し

く道路の下に丸太を敷く事 L なされねばならない

全組合の地下深き所 l立、一般に 、砂際貿の砂か

ら砂f ( の砂際ーまでの聞のもので形成 されてゐる 、

それ等は コンクリート打材料として使用せ られる

著者の穿孔結 果に よると Petersdorf er道路右の砂際

洲は地下 10mばかりの所を自動車園泣から Bi rken

道路まで蹴ってゐる。袋署喜住宅の基礎工事に 、比

の建設材料が消費せられるだらう。

滋砂粘土戒は粘土は組合領地内 のー官官でのみをま

見せられる。土地を攻夏する錦に、 それ等は役立

れないが、封 i尼材料として、待に混合肥料拐に謝

して. 使用されうる。』故金は係り多いものでもな

い。泊炭 は沼津部分では純粋の植物或は ｾＧ ｾ Ｇｩ 泊炭ば

かりで形成されてゐるのではなくて 、 そのを苦熱量

を減少する多くの腐敗泌土をも含んでをるのであ

る。その灰の成分は非常に大でめる CI 0vH まで〉。

泌炭は砂地を攻頁するのに 最もよく利用せられる

それは腐械素を増加せしめると共に 、土地の11c経

務上甚だ好都合にはれら〈のでみる。更に厩にふ

りまくものとして. 使用せ られ 、且つ便所に f散布

する泥炭としても使用せられる。併しながら牧場

が夏いものであり 、ヰ主主主の多い I口!は 、人々はその

部分を利用し 、泥炭にl : t 飾れゃうとしないのであ

る。( 戦争とか経湧封鎖の様な〉必要な時に 、充

分に役に立つ 、一種の貯磁品として現ばれるので

める。

菜 園 利 用 慣

V 川 5 6

模範的な楽園上壌とは l府側色乃A 泉州色 ‘E 粉状

の防げ易いものにして 、新鮮な L ので深〈土で胸

枯し (2m位まで II '，* ，るだり H寺が? こってゐる L の〕

遡皮に汲ってゐ- [ " .. 掘り返へし 1: 時士1砲のない L

ので形成されて居 IJ . 温度と汲皮とをよい具合に

保ち 、i具皮を? 長JJJl に波って蓄積し 、除々にその役

目を果すものでめる。

楽園土主題に主主する個々 の土模型の性1 ( ( : J : . 鶴占め

るが、僅かにを受注しれ鋳色森林土が最も J郎、性賃

金持って居る。比土演は充分なる腐植土 L 持って

ゐないし 、7) c及策i主索をも持ってゐない 。一般に

吾占は 、楽園として土地を最 L具合よ〈利用し て

をらなかっ1: 。少くとも . 組合内の{ 也全面枝が5楽

園地に 鎚へ ι れる以前Iに於ては菜園地として利月l

しないで緑林にしてゐ? このでめる。

多少効果的な楽園t主主J t をなし得る 7こめ には多く

の. そして叉忠貨なる j見事JI 標準を決定する必要が

める。若し 、吾キが若干の恩給受領者やイ也の経習時

上保詮を奥へられてゐる人 ｨｾ ｊＱ七の地に定ｻ上さし

? こし、のであるならば、 それに濁して 、何等の90長

もないだらう。併しながら比践では先づ第一に .

住居空間 、及生活空間としての家屋が問題となる

のである。英国家 l立、栄養供給者として 、第二義

的意味を有してをり 、 しばしばP削T及偏傍金持っ

てゐる。始めの う年聞は幾何のも のが成長し 、或

は何物も成長しな L、かどうかと云ム紋な事はどう

でもよいIlr なのでめる。か〉る人々 は叉必要なる

技術的組織及手段を供給するべきカ法を心l' トへて

ゐる ｯｾ 闘 からの牧谷がか、 る家族 階級の全卒 均

生 計Y' t . 内で綬渡的意味を持つ様なジ ート ノレングカ;

問題になるや否や . その定住者の見初りが舎鮮さ

るべきではない。 そ もそ L 土地改真に必要なる中

備なる L のは最初から Y't 用を計算し 、共 同事業と

して賀行さるべきである。

7/( . と肥土とは比土地の最も重要なる改瓦剣 1.:1の

である。降雨は非常に僅少でめり 、 それは炎図内

の植物i立をより多〈生産する 1: めには 、透かに足

らないのでめる。何となれば各植物は75- 85 vH 

の水分から ｮｾ ｾ 氷てゐるのであるから。ＧｈＺ験による

と11匂の乾燥せる収穫向を作る 1: め砂土に約600kg

の
l JCが必要なのでめる。現在の降雨量は最近40.i 1'

間の卒均では SSOmmでを聖育WJ の う月から 6;j まで

の聞では IS0mm でめる o JI七量は依りにも伎少で

あり 、軍事にそれは 水 ( 18. 8ge w.  vH) を保持するに
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治資されれる努力は酬はれないで、その利用は同

時に零である。比地上にジード・ノレングの建設を考

慮する場合には 、遁合せる技術的組織によって .

居住者から 7kの運搬及注7 / c の仕事を? 省〈事が無僚

イヰに必要なる苦手である。そうすれば居住者に可成

りの時聞が洩る。その彼等の自由時間に楽園事業

外の必要なる仕事に従事すれば、少くとも二三年

後に菜園に効果を摩げ得ε 。何となれば根本的な

土地改支の完全なる作用は二三年を経過して始め

て表はれるか ら。

先づ最初に 、現在の帯主が閲1 fi されねばならない

そしてその後 、吹いで土地が卒坦にされ . そうし

て一年は農業開化に費やされるのである。秋には

20t/haのj凝胞が、春には 400kg/haのト ーマス紛と

200kg/ha 40vH の加里が持込まれ. 春lこノ、ウチマ

メ秋にさきヤノ、ズエンドウが耕作されるのでめる。

共同事業で落ちか〉つてゐる械物に混合肥料が奥

へもれ 、斯の如くして、完成しれ肥土は居住者逢に

; 車皮に分臨せられるのでめる。比必要鉄くべから

さ' る工事は住民の自由意志的労働棋{ 上に よって完

5 7  VI I I  

吹地土

lま小能力しかもってゐない砂なる? こめ直ちに地下

に漏出してしまって、植物を養はないのでめる。

地ーl、7 ] c は深い所にあるので同様に植物に利用され

えな L、。併し膏々は根本的吹支と世宗なる施胞に

よって土製汲皮ｾ高める事が出来る〈大骨量 Ｓｴ 告に

する事が出来る〉。併しながら比過程は少なくと

も8 - 10年間の農耕作業を必要する。人工的給水

が成功しない務会には. 楽園生産物は 、多かれ少

なかれ 、m
Z

毎に 300立の逗11日7}<が毎年必ー要なので

ある。その潟に m E 毎に20個 の泌水を作1 ) . 更に

nl : ! 毎に 20分間の労働時間を必要とする。そして

1000m
z

で約 330時間主云ふ ものが潜水にのみ費や

されるのである。此苦手働時間は暑い刀には更に .

多くされねばな C なL 、。併しながら楽園では此時

間の情l叉他の仕事 L なされねばならないのである

一日に 9 時間 、 工場で飽j き、 彼等の規則正しい

う事働時間外に 、変にf也の仕事を務まさねばない所

の、労働者は 、 その不可能な司王をなし得るのであ

る。必要なる氷点 t織物の組成に奥へられないなら

ば、 それは殆ど成長しなし、 o ) 枚盆は2 f 凡でめ1 ) .  

第 5 困
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厩胞が秋力、春に入れ られる 。厩 '1巴の '1' で L 牛川、豚肥よりもイ也の績のもの の) J が過 してゐ る。

馬肥は入れ られるばか りで な く常に泌炭屑と混じて使はれる 。混合肥は代用品と して夏いも

のである 。

秋か ら 春にカげて石灰を Ｗ 混す ， るが 、 厩Ｏｊ ｲｬ と Ｍ ｲｾｩ に用ひる事 は なし、 。 吃 ｦ 法しれ日に Ｗｦ坦 に入

れられ 、8等分される。

トー --r ;;<.粉と Kai mit (40vHの1111界l 'IJ 代りで 、媒染対巨木 、果樹のみに央へられ . そのJ厄{i3(;"

である〉が秋に奥へられる 。力uｾｔＡＮと硝石 は 秋に 呉、 へ ｃ れる ｰ 更に果樹 、 燦巣 Ｑ ＱＱ Ｎ ｜ 木に ｻ ｩ Ｎ 11寺々 、

2倍量の石灰、人工肥料が奥へられる。

区域の菜園的不IJ周に除j して、全惚の申 H1がなされてゐる 。

成され ｾ ｦｾ る 。そ し てその 後 、個々 の敷地の分割が 改頁のＩｬ［の非常なＧｦＮｾ 月 ｈ ｴＧ 要するの で ある ｯ ｾ｢ ｨ ＧＮ［［ Ｎ 成

行はれ 、 よりー}苛耕作的に 取扱はれるのでめる 。 の繁栄の局、ii l1i隊問題が、同様に 、決定的役制 全

大栽培 . EI J ち厩/ J 目、人工肥料 、及加A . を一層多〈 演す，る。充分なる栽培に於ては、比絞的に頁 l必な

消' f . ' ( する事は、凡ゆる もE合に於てがJ 県的でめる 、 る楽園 土｛立 Ｇｦ ｬｬ ｾｊ 京森林土で 、 最 瓦 のもの は 岩ｉｩＧｦＮ森林

( 第5闘) 0 l' 也の銃色事長;休土l土、楽国内の分割に l深 土と云ム ミ) 1: になる 。! 野炎裁培の時打りmr..fs L とii'J、

して 、準 u1i 1{e必要としな いので 、j足立長開化に探周 で 縦 ｬ ま れ＿こ沼海 地 が推 ｊ ＧｘＩ｢ し仰る 。 ｩＺ と へ 、 ［Ａ ｾれが

されれのであるが、 しかし楽関土として 、同様に 本常の栽培に於ては 、野楽地と して '，(. f徒でめって
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も、吾々は純粋の沼海地. ; e 線地として良いもので

あるとしてゐるのでめる。提出され? こ土地吹頁標

準は第 5 闘によって明白である。既に最初に述べ

1: 刻I < 、fZ包まさ' る苦手I仰と共に 、劫; t t ' ! ' ' Mなる給水な

るものが楽園事業の結果に決定的な意義を持つも

のである。しかしながら成功を最後に決定するも

のは個人の人械に存するのでめる。

計 壷

組合を一巡する l嫁. 一つの現象が吾身の注意を

ヲ1 < 、旦I l ち吾々は楽園のない家に tl:l i島はさないの

である。新時代のジ- F ' ノレング問題の模範的解答

として 、主張され得る所のものかも自然に生じっ

、ゐる思惣は知らす' 知らす' の中に偉大なるものと

なってゐる。

組合は Spree から約 Ikmの距雌にめる段村とし

て、若干の魚類に宵める地下水i i l i ，の周囲 l入 形 成

されてゐる。比の以前から 、非常に魅力める中央

に、残念な事にー謝の不夏状態な沼が浅って居る

のである。組合の純粋なる段村的待色は前 1!l*Elの

80年末まで保? これでゐ 1:
0

HI l ち住民放は 1885年に

li 向 798であつれ。向上しつ〉める工業が. 先づ

第一に 、F urstenwald  Iこ於て 、 それから Ketschendolf  

に於て 、念激に雪量展し 1: 。そして無数の苦手働者家

族が Ketschendolf に移住して. ノト家屋が茸の生え

る刻H に建つれのである。音量展は先つ' 第一に、組

合の北部に於て F urstenwald - Ketschendol  f 聞の交

遜路に沿ってなされ1: 。蔚〈肢告して求められに

地)i J j に還せする関. 合に際して . 勿論先づ第一に 、安

債なる土地が良夫か ら諮り波され 、分割されれの

である。そしてその様にして、組合の南部、西部

東部に於てい無言十設なばらばらの土地形が生じ

1: のである。大戦後、 Ketschendolf へのドイツ大

綱事業の移動によって、新興景気が勃興し、 1900

年頃には住民歎約3880になり 、 1935年の絡には、

約6600人に到蓬しれのでめる。か、る傾向の霊堂展

Il 抑止されるものでない自動車図道の建設、肢

に見込める工業峡張とその他の必要性によって .

更にその後展は進められる Tごらう。

一方土着の良民遠の組 合に於ては 、 その個 キの

所有者 は家代々 の農民であると云ム現状にして 、

他方彼等は土着の産業に従事してゐるのでめる。

各 F' イツの労働者の絡に努力して作 られ1: 所の、

多数の住居形式及生活形式全苦手働者逮は持ってゐ

るのである。彼等は工場内の仕事の傍に楽園付き

の家を所有してゐる。そして日常の仕事に鈎する

紛糾約慰安が楽図労働によって件らるのみなら十

その土地は工業事務が少くなっ? こ時主 か、必要が

無〈なって失業しれ様な困窮の場合に役立つので

ある。 f昔地或は附11日地. ; ef ; 苛求めて 、多分更に 、小

動物( 乳羊、家兎、牝釘りを? 飼ふならば、苦々は

か、る工業苦手働の危険法i皮に就七 、て話す事が tBTfと

る? ごらう。

居住者( 苦手働者〉並に良夫を全国民の最一1: のも

のとする卒、災彼等の刺客を? 保殺してやる司王が現

在の雨カ針であり 、共等は全惚的に 、組合に統ー

されてゐる。

地方の菜園風ジ ード ノレシグの知ら予知らすe の中

に後展して行つれブ ｊ 向Ｎ［･探し ｮ Ｎ ｾ して Ｎ 言十盤的に秩

序十J げ、更にそれを形成する事は憾限ある人々 、

又役所の仕事でめる 、 それだからこそ 、統一され

れる全胞なるものが生す，るのである。

最近に於て、図家の中心を見出し . その周りに

イ也の凡ての物が、務自? なすと云ふ事が問庖になっ

てゐるが、吾A は自然の討究をして 、普からめる

Dorfaue  をその中 ｉｾＧ 、 として ｴ 紫ぷ ｔ ごらう。 イ 可となれ

ば、それは昔から先祖逮の中心であっ仁の Tごから。

現在 の不夏なる沼は 、鎚へもれねばならない . 而

もそれ は土砂でそれを埋め 、共事によって 、自由

空地主? 作ると云ふ意味ではなくて、 それと反劃に

唯一の大貯水池 lこ、草壁変しゃうと云ふのである。

比待微を無意義な土埋めによって、過去から消し

てしまふ事は 、正に郷土誌的見地よりすれば、一

つの犯罪である。浅念な事には 、過言し時代の支

飢者主主はf 2 t に部分的 l二、此樋の暴力的侵害に着手

してを? っ1: 。

図家苦手節l J 1宝{ 士によって . 二つの向現存してゐ 1:

沼がi直営に 、大貯水池に改造され 、共斜面、及底

部は部分的に束柴作り 、及l i ' f - 石プラ スターでf賠償

されれのでめる。地ド7 l ' < . lU! d); 問題となって居るの

であるか ら. それは厳正に 、百十重され保殺されて

常に新鮮な7 l ' < . を持つ様になり 、同時に 、現在の沼

の従来持って居1: 怒い外観は自然に 消 え失せ るTご

らう。 問みは地下水面下 1m泡とならねばならね

それから又、魚が入れられ得る 、 そして. それを?

眺めると云ム紫みが出来 る卵j でめる。 水面の周 回

にI:! 、相 . 赤楊、菩提樹、 白様カ: 植えられる。そ

してその 間に、 白書ij 腕やゴ ーノレド、 ・レーゲン ( go
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Id regen) のitlf 木が植えられる。雨沼の問に( o j T

存在してゐる戦手記念碑は 、昔の D or faue の既に

埋められれ部分、RPち大凡組合役場の向ひ側 の所

に主主されるだらう。埋められれ部分は、総』也に鑓

へられ るだらう。それと同時に 、 それは行進場と

して使 用され得 る。村の中央のか、る水面が作り

出 し、 そしてそれによって . 或る程度まで組合の

待徴或は資石箱となる所の 、魅力める美的作用は

同時 に倫純粋 に宥主主な目的と結び付げられてゐる

殊 に、 地下水 の降下、及それに伴って起つれ濠の

i困乾の後に JIt 大部分伝埋めてしまっ? こので 、組 合

領土 内の洪水 に謝する防備は 、共地下水が深いJ i)i

にあるにも拘らす、勾西日小なるにめ 、怒い状態に

める。併しながら 、殊に 、j新執; 問符になりつ、め

る移住地では自由な場所で漏出する事が自然出来

な〈なって* 1こので 、地表 * は何魔力・で其排水口

に到主主しなげればならな いのである 。若し共事が

問題とせられるのでめるならば、紹間なき警戒と

年 々の整理とを必要とする月If の. 三つの主排水減

が完全に準備さるべきでめる。 ニつの此の洪水故

防の尽 に、 新しき Dorf aue は集合貯水池 、及調弦

貯水池 { d乍つ1: のでめる。止1: ，1包か ら導智によって

〔開i哉は 地方の斡色によく適合してゐるのでめる

が、既に建設物が存在する潟に 、笥: 施されf止な い

のである) 7 k は S pree へと導かれるか、或は人工

的 な降雨百十査会なす現在では 、Spee の分割場所へ

と導かれる。 D orf aue の終結は小さい排水堰を持

って居るので、常に同じ7k位を保ち . - J iHに流れ

て*1: 沈十物{ 立法の所で止められるのでめる。一

定期聞が経って淡深作業が必要に弘ると 、樋 11引

きねカれて池は政7k される。其様にして、ーカに

於ては新しい池が降雨によって給水 され 、f也カに

於ては地 1' *によって給J k されるので 、今後 il bl¥! Z

する事は有り得ないのでみる。 組合領地の南端に

める法は 、 そこにある草原の排水の匁に役立ち 、

叉地表* の集合場所や、排水滋となってゐる。河

にある第 2 の滋は 、同様に地表水の排世 に役立つ

てゐる。自動車闘道: : e 築堤する事によってK etsch

endorf - Rauen の境界主 Pcterdor街 道路聞の 14の 1'-

水道に沿って 、 約 ｾＭ ｏｨ｡ 大の移住地が後生して居る

此 ｜ｾＱ［ 域は部分的には Ｎ 非常に傾斜してを ｨ 木が

繁成して居ないし、叉宇j古炭庄の炭粉の作用によっ

て、比較的地 r* : : e 侵透させるしので( 砂際貿の

砂つあるにも拘らす . 殆ど* : : e 漏出すると云ふ事

V Il 1 6 0  

もな いのでみる。降雨量の大部分は地上合流れ .

而も共事は今迄、Petersdorf er 道路 - R auen 境界の

金巾に渡って起 h 自動車図遂の彼方にまで流 fH

しれのでめる。 此現象は地形に於て明かに待色づ

げられてゐる . がしかし金巾に溢れ 7二降雨量は築

援によって妨げられ . 全 < 14個の下水道を貫流す

る。 併 し突然に起る夕立や大盟主雨は短時間 に 14個

の下水道が持つ普通の流水能力を越へて、交主E上

重大なる危険営資し . 更に多分堤防の危険をも 件

ふでめらう所の多量の7k::e泌すのである。そうし

て、全道路は時々 isi 寧化され 、7kは F水道の奥に

める唯一つの場所に流れる。其秘にして、 それは

甚だ不愉快なるき見象となるのである( 地下室の浸

水 、道路交遁の妨害等) 0 第3に提出され 、完成さ

れに洪水散防法は 、主に組合領土の東部の草原地

帯の排水に役立ってゐる。それを軌遁まで延長し

ゃうと云ム提議はRei nhardt一Mucho w- S iedlung と

小軌道聞の地帯に建設する l降Tごりが問題となる 。

吾々は比必要なる洪水汲防法: : e rTj の興味もなく

その方 向によってのみ導くのではなくて 、 それ に

樹木( 赤楊、 白樺. 白楊) やi桜木 u事. 矧J) の好

しき図を輿へてゐる。 同時に 、共事によって魅力

める姿を喚怒し 、開園風土tに活気を輿へてゐる o

Jll:，t"T) 11工事の技術的標準によって 、瞬 間的体客 (1

1収b 除かれるばかりでなく 、か〉る言1' }Jf(17k総 務

に於る最も新しい要求に集められて居る 、fl iJ ち7k

の抑制 Ｎ 敏速な る排水の妨害 Ｈ卒 均せるＷｫＮｾ主演 Ｉ｣

組合( 第6闘〉の分割部分は . 手; の刻l き原Hリの l‘

に行( まれ1: のでみる。最 i二のものは農業と無防J係

に保存されねばな らぬ . 同時に トイツ闘尺の生計

基礎[ ま如何なる手段に j冷ても狭められないもので

ある。そして共指定 i H也の土壌塑の償値、及; 車内

を基礎として推理され1: のである。

組合の全待微を制百台して 、建設さるべきでない

部分が、待に主主べられねばなら向。其面械を壮麗

領地として 、 保存するｾｾ は 、 Ｚｊｴ際云 ｬ まるべきでな

い。者し L 其昔日分が菜園事業に委ねられ 、抜政事

業( それは小動物保存: : e li'r大しれ〕に際して 、i阜加

借地として分割せ られねばならねならば、 それは

居住地として考慮せられるどらう。比土地を組合

の外角に移す Il: Hま意味 1j. ， 、事でめる。作! となれば

菜園作物の盗難合防ぐ潟に 、大l侍聞の寝技が住民

の間に と主す・るからである。共穏にしで土地は合法

的に組合か らl徐々に貿ひ集め られ . 住民に借地的
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後Ａｾ会曹-e  

見地〈逃¥l t 、烏 の保，; 必や筈哉の防止〉

カ: 勢力を1 -1してゐる J;/;j 合に !1、風除

り L悦; 註のf皆様〉が美しき土地 C#l

時正〉 と共 に電要 となるので める。

楠劫のi樹事l立、大惚に j氏T l &怖の訴

とか祭主混同としての j劉叩こ従ひ、土

着の積釘lへと 向げ られて居る 。著者

l立、植樹j;; : ; 域が反 政 ぐに (Ijl ぴ1: 、 同

じ政な樹木で統ーされるべき -f め る

と云ふのではな くて、維持授に於て

も，}f 明かに安い自然のま h の公閣の

妥を服部Iに浮べてゐるのTごと云ムヨE

{f 、前置きし 1: いのでゐる。主とし

て防風 fiF の1: め、色とりどりに入1 ) ｩ ｾ しれて申し出

されてゐ る。白 山毛際、アカシヤ . 白僚-;t亡、白樺

ｾｽ｝［、隊 、 野生 林除、普遁の山楽ＱｊｊＮ Ｎ 谷主宣松 、 ォ Ｍ ＷＮ

トリ ーの黒段 、白帯ij 料、赤寄Ij 料、 りん a' < 、 ゴー

ノレド ・レーゲ y 、葡樹、総it 1i 木 、 きいと沼i木、議

ゑにした' 。

従議さ J'L1二る総J也は無 J派手|ーで入れも るべき最少
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8: t:J ll fro ｆｬｦｩ｣ ｬＺｾ Ｂ Ｂ＠ ｨ ＧＨｦ Ｏｾ 回目坤 ｵε ＱＢｬｲＮ ｩ ｦ ＶＧ ＰＮＧＮ ［Ｇ ，田 ｉｩｲＮ ｾｾ 町、 ｣ !'.; :t. 品"
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Ｐ Ｎ， てが Ｎｉ ｭＮＧｶｳｬｲ ｩＢｾ ｦＦＧｶｉＯ Ｇ Ｎ，，ｾＮ［＠ 6(0. '，"，時

在叩l onl cs 回 d; p. " k!l 町 、問 時時 間 曲 暗s Ifu，岬 fsf'岬 '&r. ，-Cf./ J 司 : .  ， :7." ＧＺｾＯＮ ＭＧＨＧ＠
￰ ｬＧｬＧｾ Ｏ ｦＧ ｓ 時 ｲ ｂｾ ＯＢｮ＠ ｴｉｾ＠ I/nf c rc 民 講 師rg ｦｾ ＺＧ ｳｴ ｴＧ ｾ￁ 可 ｴ

Ｇｉ Ｎ［Ｏ ｬ ｦ ＨｦＮ 柑 ｩ＿ Ｏｮ ，Ｇ ｲＮ モ 喝 ｾ .. ' U吋 続柄< ，古河f，a，是(I... r ' 3a. お

t して委託せられてゐる 。組合の地 )j 的特色金保

殺する錫に 、か、る白出荷も: ( 1 ) ; 建築民i域に 11必要

なので め る。:lI!: に l、水袋ti1の縫い地 常に於ては .

￘ｊ 論非常な利 主主を受げ る司 ｦ に よってい 亦ｦＺｴ ｾＷＡ Ｈ が

潟市し符る伐になる 。

キ寺別な' る目的は更に線地 の形成にあらねばなら

ぬ。背後の楽園に遡し れ建設が1 l I1題とな り、民業



のものである。共事に闘しでは 、常然更に旋い商 必要となるので めるから。待 に若者は Dorf aue の

秘が要求され得るので ゐる。著者は、造林事業に 匂j に必要 な地「 鴻 に注意を偲し 1: ，、のである 。他

針 して、Danz;g で非常な好結果 を以て賀施せられ の事( 待に飲料水閥[ 系の改頁〕に於ては、今 それ

れ る方法を推着陸する o 各クラスは一小面積を分間 が使用されてゐ る桜な済法の使用が なされ るだ ら

せられ . 休 日に 、教師及造林役人の駐替の下に、 ぅ。比翼使やi s炭暦や混合肥料を償値ゐる楽園施

各子供、達 によって、小樹が植え られる。毎年若干 ft l ' l 手段に用意する事は、言|藍的に 教へ込まれ7こf留

の日が 、ノトさい子供達の義務 として 、共 同勢i勃に使 々の住民主主にのみ奥へられねばならな いので める

用せ られて、絞りてゐる所は新しい樹木によって 同様 に落か 〉る工場汚水主 主正使の利用の問題は 比

補充せ られるのでゐる。各クラスの陸域は小表に 関係から 見て、重大なるものでみり . a: に共仁川圭

よって明かにされてゐる。比規定は費用を節約し 者l土地面 上に直接使用 さるべき L のではな いので

幼少期 に、肢に 自然と決き故郷 に謝 する感情を目 ある。

- Qまし 、叉尖或は母となり 、彼等の子供主主に話す 汚水の農業的利用の然に 、比虚に於て は、7R流

時、彼等が昔、比森を植え付げ? こと L 、ふ事は美し と降雨とのみが 問題とな ってゐ る。経i質的に正し

い思 ｾ ｈ と なる ｦ ごらう。新校舎に識する 地 面の割首 い汚水利用に闘しでは 、原則的に 、沼津士、岩1i't-

に際して 、 最小 ＲＰＰＰｭ ｾ の純楽園地が校庭として 、 森林土を 例外とし1:、組合の浅りの全面積は其 地

指定 されねばな ι ないと 思ふo JC校庭で子供達は 下水が夏好なる以上に 、共減過能力( 粒子の大さ

先生主主 によって、倒( 耕作試験、果物改支等〉を 沈澱暦の厚さ〉に闘して、夏い性質を持ってゐる

昼げて、英進歩とそれにおする認識とを数へられ 併 し、利用( 楽園的或は農業的〕良事J t 状態、綴笹

る。出来るだり早く 専問的な指導のードに . 此金ド 技術 問題. 都市計宣的、並に保健的見地は元* ! 央

イツの生計の銭重要なる問題を委ね、彼等個々 の い限界{ f { l 条件として居 る ものであ る。銭這 Spree，

楽園に於て、 ; ! U圭それを舷用する先に。僚張に封 自動車図道聞の面積は、沼津ー土、岩昨土面積を除

する か、る標準の意義は疑ひ無し、事でゐる。 げば、比提出され? こ要求を満足せし めるものであ

恒久 の場所 に就て、既に確定されてゐる所の、 り汚水不IJ用に闘する組合 の好都合なる 地待を形づ

ご1"=. 道路網を誇る事力: 主主つてゐる。 11.1: . 道路に植樹す くってゐる 。面積( 沼潔区域なき) 1ま約 225ha で

る事 ( 菩t退院、林倫、襖〉は無保 件に推傘さる可 後に 示され る刻1くに。組合に均年力、〉る多量; の汚水

きで あるo 楽園によって既に充分、総と金形の聖哲 を? 牧容し 、地 F7Rに害{ f 奥へる事な い l足業や詰M

f七が術 されてゐ るので、純 住居道路[ 土合目的に植 事長に経済的に不IJ J f l せられるのである。

樹されてゐな い。そして更にそれは好ましからさ高 記事か、る汚水量: ( 工場或ば 1. ノk袋 髭) I.:l :最後的

る影 を奥へ る L のとして、非常に不_ f IJ 盆に作用し な完成後に I.:l: . 最大年 17，000m" を主主するどらう c

てゐ る。 * の化摩自力分析の結果、何等植物に害を奥へる様

石平片や盤挨の全荷卸場の見 l二、組合の南西隅に な物質は認められなかっ 1:。一時的に地理せられ

都合のよい改定地がめる。自動車園道完成後に . る量は年約66，000m"でめる。汚ノ)( 1土 ! /' fl 間企遁じ

土砂が山から持って- * られて、堤防が作られる。 て 、 毎日哀Ａ，ｾ をい凡 そ同量づ、落う、、るのであ

そして iくohl en 娘道( 堤防〉 とK etschedorf - Rauen  る。併し吾 -<< 1主一般に 、5)1 - 9月までの主成長期

境界との聞にゐる空間は 、溶か h るi i ' i ' 片や墜挨で 聞にのみ這1) 日* 量を奥へ るにげである 。夏の 月に

充満される Tごもう。其空間 [ま30年以 t の開示fご充 於る純水温jJ 日によって、水量(土 任意に高まり 、 そ

分に大きく 、盟宮でめる。認し 、外観と忍臭により れによって必要なる雨量を持つ7}-. が各任意の商T貴

重量る迷惑を減少せしむる局、周囲に森林が作もれ に迭られるのでめる 。汚点の施肥 i.:l: 而 L 、共事に

るfごらう。 よって減少せられる。併し、こ れは何等不利主主な

それが決定的に完成 されてか ら、共施に模範的 結果を衡すものでな〈何物も失はれる事はな いの

運動場計誌が起るどらう。 であ る。

全組合のr - A( 装置 11.経済的 . 合同的な基礎から 必要 なる前f i ' [の測量の潟、苦々 は合目的に毎年

得られるのではない 、 しかし個 々の蜜に居住され のj雲水量、550 mm( 降雨550mm) とし1: 0 32haの

1: 遁過道路に於ては、時の経つにつれて、 それが 必要なる要求面積が切かと なっ1:。失面も!i は牧場

VI I I  6 2  



草原として、 利用せられ 、11:民 に附1m地 としてt雪 組合の分訓 告什R <事なく非常 に支〈主主かれてゐる

され1: 0 ｾｴ 械にして ｉ｜Ｇ， ｊ＾Ａ計二牧場 、 草原は Ｑ Ｒ 頭の字 ｌ 吾々 が再び巡株台しにくな い場合に I:l: 、1有と * の

羊を飼ふｾｾに 、 住民に ｴ ｊｬ ｊ Ｊ る ｦ ごげよ堤へじれ る ｯ ) t  部分にめ るジーl ' ルング lまQQ:・に合同 的 lこ、土決按

ｬ ｊ ￯Ｎにより 、 総務自 ｾ ｾ ｌｩｦ が毎年明かに確定されて行 的基礎に基いて行lまれてゐる。ジ ード、ル Y グの一

九 又牧場や草原が耕作事業の錦、長期間雨の降 時的分裂は紙 t でl士、 自然 に於て'fl l努め るよりし

ぬ事を必要 とする場合には 、 lP，来るだげ森林 中の 怒〈明示してゐ る。そして、裂 Id のi:;W次的 な成充

f.l 1;ノk作用が! 資大なる 補充手段として、殆ど無制限 に際して、統一的な形が.tI' .十 るのであ る。 同時 に

の牧容能力金準備してゐる。牧場や草原 に必要 な それによって 、 又 ｐ ･ ｴ ･ ｲ､ ｯ ｲ ｦ と ｌ ｮ ｮ 宮 ･ ｷ｡ ｨＡ 組 合の 好者ｾ

る以 上の J]( は、防j池により 、附近の森 に導かれ、 合なる接近がなさ れる 。雨組合l立候 り大 きく ない

共施で地 ドの波にむ1t され る。牧場や草原では降雨 から 、 )1七組合によ 〈似1: 方法で土泌準的見地 ( 純

Tごりが受げ入れ ι れる一方、森 に於ては 、 これは 粋な 、耕地、称、住居面積に〉 に従って、分割 さ

無感健に 、 そして完全に不経済に 、なされるので れ作 る CL angewnhl に於 ては既に行はれてゐ る〉そ

める。 こ〉で l士、排 7](経 済 の32F遜の形は 開港綱で して最後に全3組合の結合が得られ るわげでゐ る。

充 分でめる。年にはｾ冊 目ｻ 系に 、 ｕ ｲ ￵ 10000101 の載 若し 、土地組合のか、 る結合が行ばれ るべ きで

荷商績が許される 。補助面積 として、 10haが見積 めるならば、若者の意見 によ ると 、非常に 府大な

られて居る。 る見地から作り上げf られ t: ドイツ人の生計が生子

土宅寝袋的、凱に保健的見地 より 凡て、現在の墓 る ｔ ご らう。著者は例 と して向次の 事 公示し ｴＺ ｾ 、 の

地の状態l土臭識なき物として法問されてゐる。 である o f ! i J ち共事によって、火 Peterdorf er 湖を 周

比 ｪｾ ￍＺＨＯＩｾｦＮ ￬ めに強調しれ刻 ｬ くに 、 自然に理 想的 計 図の苦手働者の月の一般的 な休惣場所 ( KdFー浴務)

箆 ＱＱＱ Ｑ ｈｬｾ 1: って行き 、計誌 と指導とは現在める 方 に吹頁するべき可能性が生す， ると云 ふ事を示 しれ

向 を 探 し ｮｾ しさへす れ ばよ い そして 要 求しさへ いのでめ る。計質的に幣領 され1: 、水、耕地、楽

すればよ いのでめる。中 心鮎としての D orfaue を 闇. 工場の関係 l士、成長しつ〉め る少年の保健的

遁じて、必要なる 1謀総と総地併と{ 士、都市計謀者 な生活保1' 1ーを4，ぜしめるナ_ ' らう。

によって、資批 3 れさへすればよ い所の、土地構 造は示めされ1: 、苦々はそれを免れしめ るべ き

成 をなしてゐる。白働市: 凶道( : 1 : 組合領域全通じて 勇気を持ちさへすればよ いのでめる。( 小 111 武〕

大 連 市 公 曾 堂 建 築 設 計 国 案 懸 賞 募 集 規 定

第 ｉｦ傑 本 市 ｛まｾ 規 院 に依 り火 ￆ ､￯ 公件 堂の 建 築

設 ｾＱｉ Ｔ｛ ぷ ｬｾ ｻ･怒 ＱＧｴＱｕ 長 す

第 21傑 本規 程 に依 るｾ築 設 計図案のぷ集 に 隠せ

んとする 者(土 日本人及i前洲凶人に| 浪る

第 3保 ｦｦ ｦｦｦＮ ｾ 園祭ｻま草野 宜 ＮＱＩ ｊ 二営選しにる者の提 ｈ ｾ

者 Ｈ共 同 際来の場合 ｉ Ｚ ｕｾ の 代 表 者 〉 に 友の等 級

に依 り賞金を 贈呈 す

等 3000四 l 名

2 等 2000関 l 名

3 等 500閲 3 ::j ヨ

i笠外佳作 若干名 ( 総額 iOOO回以内 〕

第 4 II華 版ぷ断案 11昭 ti113( 1ム 10 )J  20  1:1 迄 に大l Adi

大 連 市 役

戸

U
川

叶

r''

'

 

役所〈総務課) ，こ到達 する 伐t J ldl
J

，す へし

第 5傑 服 感幽Ｚ 奈 は差 ［， ｅ の刷商 及 ｾｴ 額全具 申 請 す へ

し

l 国E 置 図 縮 尺 500分の l

2 各 階 卒 商 問 縮 尺 200分の 1

3 立面倒3 i i ii 以上 同 100分の 1

4 飽I商問 2 百以 l二 向 200分の l

f七意 大集令場J 走大主主合場のとt 要古R0含む

5 詳 細 悶 l i商問 20分の l

6  i笠 蹴 l閣 同 首見知位協は随意と す

7 設 計 説 明 書

第 6 {J草 間前及 ｦｊｾ 績 は 左 記 に依 り作 成す へし

6 3  VII I  



ｬ 設計はか ｬ に 定むる設計心得に基き之を錯す Ｔｊｾ

2 図面は総て白色製盟原紙に泉墨を 以て磁 PJ i

陰影は自由なるも遜祝賀以外着色せさること

3 卒商聞 には主主の位置を明示し大集合桜、大安

令! t } の座席の西日置を図示すること

4  l!1i i函闘 に於げる 控 、床 、天 井、小屋等の降iii 酉

は; l t の輪廓のみを示し内部の構迭を 示 すに及

はす

5  ＲｆＭｩＱｩ￮翻 Ｎ 闘 ｩ 菌 ｉ 図等には長さ高さ等要所に ｾｬ 丹 Ｑ

数字を以て記入すへし建物の長さ」正面位は感

主骨量の外法を 以てす十る事但し内部各室の寸法

」正面積は周回挺心{ f 以て言1るものとす

6 寸 法は「メ ート ル」法{ f 用ひ用誇はヂ11語を以

てすること但し止むを件す外聞訴を使用する

場 合には片仮名を用ふへし

7 説明訟には設計の要旨 、意 匠 、材 料、総巡i ! jot

特設 ｾ￬ｩｪ 並に工事費等の機 ｅ 与を簡明にＢ目立しか ｬ

に線、延床 面積、各室床面積等を 表示すること

第 7係 ｬｦｉｉｩＺ主主図案には民名 、 雅鏡 、 印ヰ ｾｾｦ 也隠忍

者 { f 暗示すへき記載を? 匁 すこと を件す

図面には各業毎に 、 啓類には尖の 決並 ｬｾ に舷 募 者

のl情 減 ( 閥字に! 決る〉伝記載すへし

第 8{ l 華版庄西l突には別に木市より交付する甲乙

2封筒 にl倍務のみを表出して添附すへし

甲封筒には舷募者の本箱現住所 、氏名( 1 1 ¥同腹

募の務合はその内 Ｑ ， 名の代 表 者自 ｾＤくへし〉を

明 ｾｌＡせ る甲カ ード を封入し乙封筒には際ｾ ｆ，ｽ［ 突

の混濯を受くへき核遁知者の現住所、氏名古? 明

記せる乙 カード を封入し何れし厳封の上之を提

出す へし

第 Ｙ ｾ 草 ｘ ｉｦＡｾ制案 、 説明書及甲乙封筒 ｬ ま必十 ｉ f官

して堅牢なる容器に納め厳封の ｬ 二宛名及「舷 ｾￄ

脳集」の文字のみを明絞に決; じして主主Hーするこ

とを要し他に ー匂j の文字記減の類を附 u L1すへか

らす

第 10fl 華 版 弘に要 する - -1:]) の1' U羽は惚弘者の負担持

とす

第 ｉｉ ｾ 祭 服、来日81突は;注 2じの審査員之を寝室Eす

1ti 査 員

* 京市 闘大感 激 授

京者s常凶大塁手教授

早稲 ｉ ｉｉ 火祭助教 ｲｾ

V I I 1 6 4  

工要件1諒士 j手間 n ll'o刀

工感情: 七村閃 i'fi WI

工塁 手 博 士 牧 際 的 夫

i前 洲 問 後 給 民 : 品 局 長 工 祭 博 士 笠 原 敏l'i[ l

i繭洲校術協千1" - ' <長' 大連市合議長

工! 11 士 貝 縦 認 否

南; 併洲工業界門是非校長工準士附 大 路

大 詰s 市 長 丸施政2 F -

大i l I ! : III 助 役 I l t 鍋又助

第 12係 省資 貝 Ｈ立木 ｾｾｪ 長 に燃することを ｾｾ Ｎ斗す

第 Ｑ Ｓｻ 際限忍者ｉ￬ ｘ 伝ｾｾ脳突に闘し審査員の指導火

li 務助を? 受〈ることを作す

第 14隊 総 ｾ ｉｾＯＮ 主主にして他人の意匠を澗総せりと

認む る L の)(.1ま本規下1に違反ぜりと認むるもの

に ｈ て は ｩ 努ＱＧｾせ す

}l; 151¥革 審査/ ) 結果' 首選し? こ る者にし て第 8係 所

定の巾乙 2 封筒. に住所 、氏名{ f 明記せ る紙片の

封入Ｑｮｾきしのは之ｻｦ失絡とし本市 に 淡牧 す

:lf; 16旅 従査の結果tin召利 13年 II M O日迄に 、大

ｩ 阜市公報 、 ￬ｾ￭￬ ［ ｾ ＱＱ k 新聞 、東京朝日新[旬、大阪

毎 日 新JJf! に之を置をぷし且つ受賞者に通知 す

賞金l主主審査D 結果務表後 15 日以内にをま迭す

官官 ＱＷ ｾ 茶 ｲＮｾｩￄ ｬ 司祭にして首選せさ るも のは第 Ｘ ｻｬ華

所定の甲封筒( 開封せ す〉 と共 に1首選管決後60

日以内に本市の 1'( 周五? 以て之を還付す但し乙封

筒に住所、氏名を明石せる紙片の封入1尽きもの

は本rli に於て随意に虚分 す

第 18ft茶 惚ｾ者 ｬ 主審査に討して異議を申立て Ｓ えは

説明ｻｦ［ｊ＼むることを ＿ｩｾｴ す

t1"'; ＱＹ 隙隙ｾ ｾ回 ｅｅ に 付き際 募 者に ｊｲ･￮する一 切 の椛

利 ｬｩＧｾ｜ｪ￯￯ / : 岡崎に本市に蹄j奮するも のと す

第 20ft来世; 迂[0"II 案はまE憾に 1R り之を聖zra : し叉 li 全

然採用ぜさることめるへし

-;r;2Iil 策 本 山i 1:l J 区iJE闘案の保管及還付に! i j ! l . . 充分

なる ｩ セ［ｴ｣ｾｾＺＦすと雌 ｌ 瓜ーの 扱 筈に到し［ｬｴの ｴｴ

に1:[: ーぜす

ｴ ￬Ｇ［ＲＲｪ 傑賂 弘 ｉ［［ｩｪ 案Ｈｪ，ＧＩｬＮＧ逃せさ る ｌ のと錐審査ｾ，ｾ了

後 XGの全部又 li I 古r¥{ f 公民j展覧すること ゐるへ

し

第 ＲＳｻ ｩ際限ｾに跡 ｬ する質疑は昭 和 Ｑ Ｓ Ｑ Ｑ 三 Ｘ n3111迄

に大 ｾ､ ｩＱ 生 ＡｩＡｩ 総務課先に 返信料 封入Ｈ i 懸 賞 質

疑! の 4 字決 "t J ) の古荷台 以てす へし

tim.fl 氏 ノド規ｦＮＧ，｛ｉこ ｬ Ｚｕ 主，ｌＡＡ節商及Ｎ｟Ａｾ頬合添附 す

l 、敷地位包凶

l 、秋 山l 地

l 、古生日| 心行

l 紫

l 業

( 省略〉
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j・5 ・会 ーベトー 続問 』

本協曾員中軍務公用者氏名

￬ｬｦ￮ 批殻表後に於げる本協合同ｲＮ Ｑｾ の軍務公 用者は下 記の通 り であ りますく ｬ 白 Ｑ ＭＱ｜ ＱＱ 頂Ｉ

全寺別賛助員 白 ヲ1: 疋朔; p ，-

令 員 青 木 茂 雄 君

特別賛助長 市 川 文 三 新

普通賛助員 総 HI m : 治 君

同 湯 原 来 京

住 宅 委 員 曾 ( 第8回〉

時 6月24 日午後6蒋 30分 - 9時

)i.斤 協合倶楽昔日室

11'， 席 者 委 員 長 石 川

幹 事 矢 問

委 員 問 中

協議事項

1 . 住宅讃本原稿詮理に関する件

都 市 計 霊 委 員 倉 ( 第B回〕

時 6月30 日午 後6時50分 - 811寺

所 協 合f具集部室

ＺＱ Ｑ • 席者委員長鳥井

幹 事 勉 I f -

委 員 匂 奴. 吉田 、小宮 、 巾)1' -， 稗同

協議事演

1. 第六回全国都In問題令議総令拠出議題の件

常 務 含 ｃ ｾＱ Ｑ Ｔ Ｚｬｩｬ Ｉ

時 7月4 日午後51博40分 一 7s寺

所 建築材料陳列復fEIJ 室

出 席 者 連 事 竹 腹 話IJfr長 巾滞 i，¥11令一長

監 事 清 水 位 事

常 務 井 上 主 記 中 西 主 記

山手 主 記 松 井 主 計

三 浦 三位 計 娠ｬｕ編 Ｑ ド ￭ｾ

吉 岡 編 特 棚 橋 編 怖

議 事

1. 7月例舎に関する件

2. 6月例曾講演者謝穏 に関する件

キ寺}!IJ 賛助長 中 野 鉦 三河司{

令

同

員同 ｆｉｬ久 ｟ Ｎ ｾ

問 中 直示;

地 方 合 員 姫 野 建 締 罰

3. 第 6 回全国都市問題合議総合へ提出研究報告

啓並経費請求の件

4 燈火管市1 ] 用遮蔽I暗募作成の件

5. 材料委員合に於て銅同業者と座談合開催の件

6 椅子カバー寄贈に到する斑状の件

7. 建築工事誇主主規程一部改正を令告の件

8. 時事問題研究の件

9. 合員詮衡

報 告

1. 6月例合終了報告

時

Nr 

: 出席者

協議事項

材 料 委 員 舎 ( 第 13回〉

7月7 日午後71侍30分- 9時 30分

設築材料陳列場glJ 室

委 員 長 高 橋

幹 事 松 久 保

委 員 秋 田 、小川、 島問、道問、

木野山

新高m築金物製作所

森岡卒右衛門商l占金物rm

双 務l 商 令

新君主 健次氏

小宮山; 億三氏

中J @. 英一民

1. 銅及銅合金の代用金属に闘するイキ

:  }i}j '  

出席呑

法 制 委 員 舎 〈第9回〕

7月8 日午後6時30分 ー7時

協合倶築部室

委 員 長 玉 置

幹 事 松 井

委 員 恢 井、武 岡

6 7  VI J I  



協 議 事 演

1.建築関係法規一覧表に! 閉する件

災 害 強 度 委 員 曾 ( 第7回〉

時 7月12 日午 後6時 30分 - 9時30分

J好 協 合f具築部室

出 席 者 委 員 長 波 部

幹 事 黒 田 、 111回

委 員 浅 野、沼 口 、失 問、償 問、竹 花

中島

協議事〔頁

トポ ーリ ング表原稿完成に付き常'務省に報告の

イ牛

2 紳 戸 地 方水 害調査のイキ

設 備 委 員 舎 ( 第9回〕

時 7月 19 日午後6時30分 - 911寺

月f 協 合 倶 楽 部 室

IH席 者 委 員 長 酒 井

幹 事 伊 東 、精 井

協 議 事 項

11寺

ffr 

ト消火設おに関する研究の件

材 料 委 員 曾 ( 第 14回)

出席 者

7月21日午後7i侍- 9将

建築材料陳列海別室

委 員 長 高 橋

幹 事 楠 瀬、松 久 保

委 員 秋 問 、小 川 、島問 、沼田 、

木 野山

協 議 事 境

l 木材規格統一促進に制する件

都 市 計 霊 委 員 舎 ( 免 9問〕

11;寺 7月21日午後7，1寺一午 後9時20分

内i 協 合f具禦昔日室

ｈｾ 席者委員長鳥井

幹 事 勉 } 十

委 員 小 宮、 中井、科'.ni

協 議 事 実

I. 第六回全凶都市問題令識 に挺 IIII N高題常務合に

報告の件

災 害 強 度 委 員 合 ( 第8司)

時 7月26 日午後6時30分 - 91時

V I I 1 6 8  

所 協令{ 具3誕百E室

出 席 者 幹 事 黙 問 、 111悶

委 員 浅 野、横 岡、大 問 、督 、竹 花、

，¥，)込

協 議 事 頂

卜阪市中地 )j ノJ，C! ; ，調査のイ4ニ

畜 員 動 静

入 曾 者

普通賛助員

， Ｇ［ｾｪ＠ tr.fr 敬 一 君 ニ|町長都島中遁 l ノ30( 尼崎 市役 所

都市言HI! 建設 課〉

p.:¥玄関 三男君ー ［奈真際生駒 ｻ ｭｾ Ａｊ ｦ 委村 大字Ａ鳥畑

1419 

逗 曾 者

地 方 合 員

石i宰I i奴;'fl 永 岡 7主君 Jtf回 昌 三科

特別賛助員

天 野 英 一 震

普 通賛助 員

舎

ｾ［丈お 界規 i也悶 吉 光 君 方 米 次 郎2ヰ

;向子1
0

Jj 存r! i 'lヰ 丸 田 正 孝 君

輔 居 韓 任

員

1'1リ11 潟r一沼

杉 Illi 巴君

イ中 ｩｾ 、 ｴｴＡ ｪ Ｚ 君

矢 野 七日[I -R

世]J，凶 :11て二潟

横 沼 市柁[i 見断定(i 見凹J 10M約 九 柱

。11崎 市 役 所後繕課〉

111 1-1 脱防 )('f市 三 回 尻 来 凶 村

* 淀 川 以十 三東之阿)'2 ノ97 島問

友 明方

厳島! 際御調昔日向島凶村'Mfr'.f叫J. v: 

ｊ 血 〈全購聯肥 料工 務建築ｾＩ

M! 3;-1: 市 品 川 阪 大 井 阪 1、11可2771

，¥，村桂五 郎方 ( 川 崎 市役Hi'管 終

訣〉

*F越 ; ; ! ミ古病 兵庫版川港lt [ l 伊丹16j 悠犯U! j S21

守 州 政 吉 宗 東京市麹国H百九ノ内 IC大林軒1ＢＧｾ＠

J;i 文J占内〉

市 崎 武 犬沼 東京 )r f ｾＡｊ多 摩 郡小 金 井町一小 金 井

( 東 京 高 等賞 紙 製 校 内 松 村組 tl.' ，



5K. JiJ i') 

= 上 厳君 IH ド北河内 1m守 U 町字寺内 159

術1川 陳 平 君 京 都 市 左 京 版 滞 土 寺 石 橋 町 112

土問 j j

石川雄三郎君住吉ｾ Ｇ Ｎ［ｾ阪南町東 Ｔ ノ Ｓ Ｐ 照見方 江島正J ! IJ 君 ド関市丸山間J 458  

石川 領一君 選 Ｍ Ｑ Ｑｊ ｾ￯ 茨同 ｝ＢＲ ノ Ｒ Ｑ ｃ 株式曾語士清水
: 特 別賛助員

組翠簿文 j占〉 占

1容君 西 ｌｾｩ 士佐姻遁 ｬ ノ ｬ 大同 ピ ノ レ Ｔ 階

( 佐j政産業株式合社〉

柏 原 竹 夫 君 住 苦 悩 天 王 寺 町 2265ノ1 ... 

近藤泰次郎君 布焔市向井田町 1026

久保岡武雄君 北ｾ Ｇ Ｎｾ天 ｪｪ￬ｬｪｬｴＡＮｾＶ 大手 ｦｉア ノ ｦ ー ト Ｑ Ｔｾ ｽｬ
火原 哲夫君埼玉県係入問者 ｉ ｾｴＡ 印刷開 ｊ ( 株式令就

岩 橋 省 吾 君 住 吉 川 天 王 寺 町3387

松村組)

長 谷川俊弘君 尼崎市昭和北遁6ノ217 普 通賛助 員

遠 藤 司 京 長 野 燃 南 安 易 郡 白 科 町 ('1些科紡; 岡 村 忠 雄 君 l岐阜市長真東 IIIT

続* 畑事務所) 11' !Ilf 健三君 旭ｲ，ｾｾ江野 ｉｕ ｊ 205 

佐 々 木一雄君 東京市本所以来雨闘 2 ノ10 )II/岡 宏、次fl 滋賀阪東浅井郡上草野村高 JJ l (  

Ijl 同 一耳目fl ・朝鮮2 j S 安南道鎖南i甫} 付大頭史 ( :  鹿島組tP，!i.長月rf)

日産化祭工業株式台社工場新 築 i 松本幸雄: ' F j 西淀川版塚本阿J 502 

務仁1

'
央土木株式合貢士出張所〉

和 rl' 直一君 がf r-- rl' 河内郡飽華l町字植松 1161

問中 秀彦岩 J H ド三鳥羽i千 史 村 F里 UI 696  

ili 品 島 楳光君 兵 庫 際 武j柏市精進村字宇111' ，11' 問

II 大垣力

石 遜 太 郎 君 兵 庫 燃 姫 路 市 北 係 口 180 / 4 ( 大

林組 ｾＱＱ Ｑ 張所〕

利 開 設 君 住 吉 以 山|伎町4ノ4

地 方 曾 員

凶村政一郎，肴 兵庫県長川主ｅＺＧｉｴｦ ｾ 立 花村塚口北ノ同丁

's新ij 591 

波漣 金f乍草寺 長 崎T↑J 椅宅島町50 樋口力

感 美 保 蔵 草 寺 金 湾 市 長 柄 町 41/ 7

小泉治卒君名古屋市東ｾ Ｇ Ｎｾ償木町 Ｒｔｾ 2ノ2

藤 井 定 震 i前洲闘新ぷ大同大街205 大徳ピ

ノレ ｯ 柄洲房ｾ株式合社技術課〉

ノ l

今 井 空軍君北支那河北省 ｆ 計［検阪上ｊｬｦ ｾｴ ( 長

城炭鍛餓溢株式合枇〕

本岡松太郎君 住吉凶北田港町 810

需品島 家 郎 君 見!J 成以生野田島l町 200

正 木 由 雄 君 沖 縄 ' 1m那覇市西本町 l ノ1 ( 南洋

鎖業株式令祉内鹿島組慶夏出張

所〉

鈴 木 庄 太 郎 君 東 京 市 京 橋 断 続 町 2 / 3

高木正三: ' F j ' ｊＡｚ京 ｊＨ Ｇ ｦ 北多 摩 ｾ ｬｬｴ ｜｛ 川町Ｈ陸軍技

術研究所工事場藤本工務道 出張

所〉

前回佐太郎君名古屋市南凶道徳新聞f 6ノ3045

佐 磁 静 夫 君 *京市 111 : 岡谷瓜北海;2 ノ129 (rl' 

央土木株式合制: )

杉 喜代 一君京都市r j . ' R: !，¥' O:壬r. j日合町51 ( 大，{ f i吃 正男君府島燃御調 Ｇｉ ｩｉｾ向島西村字 ｊＡｚｬＷ［ ｴ 責

土 木H13長員3育所〉

ｾｩ 品開↑英一 郎 君 I'mmj 凶新};Uli * f l山i町J 2 T 目 8 ノ2

Ni - i 炭社宅 2盟主

菅? 事英夫君 様子賀市中版藤棚町2パ 80 ( 大倉

士木株式。合社東京本r.li)

rl'陣 千代 吉 宗 朝 鮮 京 城H、fiYl 金問J l ノ101 ( 清水

組京城支 J.!i)

吉村幾歳京長J I J t . t " di 興普凶J 3  
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